
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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イラスト／こもわた遙華
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　梅うめ川かわ志し郎ろうは、ひとしきり考えた末に、こんな結論を下した。

「よし。これは夢だ」

　目が覚めたら見知らぬ場所にいたこともそうだし、周囲の状況を鑑みれば、それ以外には考えられない。

　ゴブリンやオーク、スケルトン、それにスライムといったファンタジーな生き物が現実に存在しているわけがないし、ましてやドラゴンなど絶対にあり得ない。

　だが、志郎の目の前には、それらファンタジーな生き物が厳然と存在している。ならば、答えは簡単だ。どう考えてもこれは夢である。

「というわけで、どうせ夢なんだから、思いきり楽しまないと損だよな！」

　何せ志郎は、漫画やアニメが好きで、それ以上にラノベと呼ばれる小説が大のお気に入りだったりするのだ。

　最近はネット小説にもハマっていて、そのせいで、今年入ったばかりの高校最初の定期テストの大半が赤点だったりしたぐらいなのである。

　興味津々で、周囲を見回す志郎。

　ファンタジーな生き物に交じって、傷ついた甲かつ冑ちゆうで全身を包んだ男……いや、女か？　がいる。かっこいい。

　王冠をかぶったマント姿のちょび髭ひげおやじは、まるで本物の王様みたいな貫かん禄ろくを醸し出している。すごい。

　あとあっちにいるのは獣人だ。獣耳けもみみがとってもプリティ。おっさんだが。

　しかし、同じおっさんでもスーツ姿は駄目だ。ファンタジーな世界観が台無しではないか。

　それは場所にも言えることだった。クッションのへたった長椅子に無機質な受付カウンター。まるで銀行か、役所っぽい。一万人近く収容できそうな広さは違うが。

　夢に世界観の徹底を求めるのは間違っているのかもしれないが、それでも徹底して欲しい志郎である。

　そういう点ではかなり惜しいが、それ以外では完璧な存在がいる。

　受付カウンターの向こうに座っている、超絶美少女だ。

　惜しいというのは、彼女がパリッとした制服に身を包んでいること。とはいえ、制服もとてもよく似合っているのだが。

　で、彼女の何がどう完璧なのかといえば、透けるような白い肌、銀色に輝く胸元を超える長髪、特徴的な長い耳──彼女はエルフだった。

　ラノベなどで美しい存在であると語られることの多いエルフだが、こうして実際に目まの当たりにすると、それが本当なのだと実感する。まあ、実際といっても、夢なのだが。

　志し郎ろうと同じ一五歳か、あるいはひとつ上くらいに見えるが、実際の年齢がそうだとは限らない。

　その姿に見入っていると、エルフ美少女の前に設置されている呼び出し番号表示機が、ぽーん、という電子音とともに、『９８７２８９８６３４』という数字を表示した。

「こういうところも銀行とか役所っぽくて、どうにも興ざめだよな」

　などと呟つぶやいていたら、肩をちょんちょんとつつかれた。

「あなたの番だと思いますよ。ほら、そこ、手の甲に番号が表示されてるでしょ」

　そう言われて見た志郎の手の甲には、確かに呼び出し番号表示機と同じ番号が表示されていた。

「いつの間に!?」

「早く行ったほうがいいですよ。他の方も待っていますからね」

「あ、ありがとうございます」

「いえいえ、どういたしまして」

　この、丁寧な受け答えをしてくれた紳士の正体はドラゴンである。

　志郎を送り出す時、ニヤリと笑っていたが、先の受け答えがなければ『美う味まそうな餌じゃないか』という意味に勘違いしていたことだろう。

「……勘違いだよな？　というか、ファンタジーな生き物が普通に日本語をしゃべるっていうのはどうなんだ？」

　さっきまでは興奮していて気づかなかったが、聞こえてくる話し声はすべて日本語だ。まるで洋画を吹き替えで見ているような感じを受ける。

　まあ、そもそもこれは夢なのだから、気にするほうが間違っているし、今は進む先にいるエルフの超絶美少女だ。

　現実であれば話しかけることなど絶対にできないだろうが、ここは夢。普段、できないことも、ここならできる。つまり、変態的なあれこれをしちゃうのだ！　──などということでは、もちろんない。

　超絶美少女と、気軽におしゃべりするのである。夢の中なら、どもろうが、話題選びに失敗してすべろうが、恥ずかしくない。なぜならこれは夢だから。

　前まで行くと椅子を勧められた。大人しく腰掛ける。彼女の緑色の瞳が真っ直ぐ志郎を見る。

「初めまして。わたしはフィリア」

「フィリアさん、か。綺き麗れいな響きだ。君の容姿に相応ふさわしい感じがする」

　普段の志し郎ろうならば、思っても絶対に口にしない言葉だ。夢であればこそ、気軽に言うことができた。夢ってすごい。

「え、えっと、さんはいらないわ、呼び捨てで。それと、その……ありがとう……」

　フィリアが赤くなった顔を隠すように俯うつむく。だが、とても残念なことに、銀色の髪の隙間から覗のぞく長く尖とがった耳まで赤くなっていたので、まるで意味がなかった。

　そんなフィリアは綺き麗れいというより、かわいい感じであり、ずっと見ていたくなる。

「俺も自己紹介したほうがいいよな」

「あ、大丈夫よ。そういうのはいらないから」

「それって俺とは話したくないとかいう意味!?　俺の夢なのに、俺にやさしくないとかひどくない!?」

「夢じゃないわよ。ただ、あなたのことはもうすでに知っているというだけ。梅うめ川かわ志郎くん」

　志郎は固まる。

　どうして彼女は俺の名前を知っているのか。考えるまでもない。これが夢だから──違う。彼女が言ったことを思い出せ。

「夢じゃない？　それってどういう──」

「どうか落ち着いて聞いてね。あなたは死んだの」

「……………………は？」

「あなたは死んだのよ」

　フィリアが二回言ったのは、それが大事なことだからだろうか。

　そんなバカな言葉が志郎の頭をよぎる。それは現実逃避している、何よりの証拠だった。

　信じられるわけがないではないか、自分が死んでいるなどと。
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　そんなバカなと笑い飛ばすことができたら、どれだけよかっただろう。

　だが、志郎は思い出してしまった。高校からの帰り道、毎月二日に発売するレーベルの新作ラノベを購入するため、隣町にある本屋に向かっていたところ、信号無視して突っ込んできたトラックに轢ひかれたことを。

「大丈夫……じゃないわよね。みんな、そうなるわ。自分が死んだことを、その瞬間を思い出して」

　こちらを気遣うフィリアの声で、志郎は自分がガタガタと激しく震えていることにようやく気がついた。

　自分が死んでしまったことを何とか受け入れる。

　だが、そうだとすると、ここはどこなのだろう。いわゆる死後の世界というやつだろうか。天国とか地獄ではなく、こんなファンタジーな生き物で溢あふれかえった役所みたいなところが？

　フィリアに尋ねようとして、志し郎ろうはやめた。気がついたのだ。

　自分の死因は何だ？　トラックに轢ひかれたことだ。

　ということは、もしかしてそういう可能性があるのではないか？

　そういう可能性とは何か。

　異世界転生だ。

　志郎の大好物であるラノベ。中でも定期テストの大半で赤点を叩たたき出だしてしまうほど熱中していたのが、『異世界転生もの』と呼ばれるジャンルだった。

　それは一度死んだ主人公が、生前の記憶を保持したまま、現実の世界ではない異世界で、時に勇者や魔王、時に村人、商人、奴隷に転生し、第二の人生を送る物語だ。

　トラックに轢かれて死んだあと、異世界に転生するのは、異世界転生もののお約束のひとつみたいなものなのだ。

　つまり、トラックに轢かれた志郎は異世界転生ができるチケットを手に入れることができたも同然ということなのではないか。
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「やったぞ、最高じゃないか……！」

　志し郎ろうがそう叫ぶと、フィリアがとても心配そうな顔をする。それはさっきの比ではない。

「大丈夫？　その、頭とか？　ショックでやられちゃったんじゃ……どうしよう、この状況で最高だって言い出す人は初めてだわ」

「何気にひどい言いぐさだ!?」

　だが、普通に考えて、死んだのにそんなことを言い出す奴がいたら、誰でもそう思うだろう。

「俺なら大丈夫だ。いたって正常だから」

「……そう、わかったわ」

　全然わかっていない眼まな差ざしである。志郎を、特に頭を心配しているのが丸わかりだ。だが、志郎は気にしない。少ししか。

「フィリア。君に聞きたいことがある」

　緊張に固い唾を飲み込みながら、志郎は自分の考えを告げた。これから自分は転生できるのではないか、と。

　志郎は『どうして知っているの!?』とフィリアが驚くことを予想する。そしてその時、颯さつ爽そうと、トラックに轢ひかれたのだから当然だろう、と自説を披露するのだ。

　だが、彼女はまったく驚かなかった。

「ええ、そうよ。あなたは転生できるわ」

「マジで!?」

　逆に志郎が驚かされた。まさか本当に転生できるとは。痛い思いをしたがトラックに轢かれた甲か斐いがあるというものだ。いや待て、そうではない。

　転生できるという情報も重要だが、まず先に、

「俺が転生できるって知ってたのにどうして驚かないんだ……？」

「だって、ここにいる時点で転生できるのは当たり前のことだもの」

　それに、と続けて、彼女は困った顔をする。そんな顔もとてもかわいい。

「わたしが何か言う前に、転生できるのが当たり前みたいに言ってくる人がいるんだもの。あなたと同じ日本からの、最近の死者に特に多くて。最初はわたしも、どうしてなのかしらって驚いていたんだけど」

　日本から来た最近の死者に特に多いというあたり、ラノベの影響ではないか。

「どんな転生でもできるのか？」

「記憶を保持したまま、剣と魔法の世界に転生。チート能力で無双することも可能よ」

「それも最近の日本から来た奴らが？」

「ええ」

「やっぱりラノベの影響だ！」

　突如叫んだ志し郎ろうにフィリアが首を傾かしげる。

　何でもないと言って、志郎は自分の転生について考えることにした。

　生きている時には、ラノベを読みながら、自分がもし同じような立場になったら、どんな転生をしたいか、よく妄想していたりしたのだ。

　とりあえず、前世、つまり、生きていた時の記憶を保持しているのは大前提だろう。

　そして、転生するのは、剣と魔法の世界だ。

　チート能力勇者として、悪い奴らをばったばったとなぎ倒す無双人生。素晴らしい。

　あるいは魔王として、自分の正義感を振り回すくそ生意気で迷惑な勇者を圧倒的な力で打ちのめす人生も捨てがたい。

　どちらもラノベやネット小説では王道であり、志郎の大好物だ。

　さて、どうする？　勇者と魔王、どっちに転生する？　いや待て、落ち着け。まだ結論を出すべきではない。もっといい転生があるかもしれない。

「くそっ、実際に転生できるとなると、やりたいことがいっぱいすぎて選べない……！」

　悩む志郎に、フィリアが声をかける。

「梅うめ川かわ志郎くん、その、大事な話があるの」

　彼女は悲しそうな顔をしていた。なぜ？

「あなたは確かに転生できるわ。でもね、転生できないの」
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　志郎の頭の中にハテナマークが乱れ飛ぶ。

　フィリアは転生できると言いながら、転生できないとも言った。さっぱり意味がわからない。

「ごめん、フィリア。君は何が言いたいんだ？　もしかして謎々？」

「あ、ごめんなさい。紛らわしい言い方だったわよね。わたしが言いたかったのは、転生できるけど、あなたが望むような転生はできないということなの」

「なるほど、そういうことか。了解──って、何でだ!?　トラックに轢ひかれたのに！」

「トラックは関係ないわ」

　フィリアに真顔で言われた志郎は「あ、はい」となった。

「あなたも最近の日本から来た人と同じような転生をしたいと思っているのよね？」

　細部は違うだろうが、概おおむねそのとおりなので、頷うなずく。

「だとしたら、あなたは転生ポイントが圧倒的に足りなすぎるの」

「転生ポイント？」

　コンビニなどで買い物をすると貯まるあれを思い浮かべたが、絶対に違うだろう。

「転生ポイントというのは、その人が転生するために使うポイントのことよ。簡単に言ってしまえば、その人が死ぬまでに獲得した経験値みたいなものね」

「経験値？」

「たとえばそうね。いつもよりがんばる。昨日より努力する。本気を出す。そういうことで貯まっていくものなの」

「え、そんな簡単なことで!?」

　転生ポイント……チョロすぎるのではないか？

「ええ、そうよ。そんな簡単なことで貯まるものなの。でも、梅うめ川かわ志し郎ろうくん。あなたの転生ポイントは数千ポイントで、最低限の転生ができるぐらいしか貯まっていない。つまり、そんな簡単なこともできていなかったということになるの」

　最低限の転生というものがどういうものかと聞けば、生きていた時とほとんど同じ世界で同じような生き方をする転生だという。

　だが、今は何より、どうして俺が簡単なこともできていなかったと決めつけるのか。そう抗議しようとした志郎の脳裏に、これまで一五年生きてきた人生が蘇よみがえる。




　がんばる？　はいはい、明日から明日から。

　努力？　え、何それおいしいの？

　本気？　あー、今はまだ出すべき時じゃないんだよなー。




　やばい。まったくもって彼女の言うとおりだった。

　というか、改めて思い返してみると、最悪な生き方すぎる。

「……後悔先に立たず、だったっけ。よく言ったものだな」

　もう手遅れなのだ。志郎は死んだ。やり直すことはできない。決して。

「そう。あなたはそんなに簡単に諦めてしまうのね」

「…………悪い。俺の聞き間違いだと思うんだけど、今、簡単に諦めるって言った？」

「言ったわ。あなたの聞き間違いじゃなくてね」

「ふざけるな！　簡単に諦められるわけがないだろ！　今からでもやり直せるならやり直したいよ！」

　いつもよりがんばる。昨日より努力する。本気を出す。

　たったこれだけのことで、ラノベみたいな異世界転生ができるのだ。

「なら、やり直せばいいのよ」

「え？」

「あなたが望む転生ができる方法がひとつだけあるの。それは……」

　ごくり。志郎が唾を飲み込む音が響く。

「そ、それは……!?」

「バイトよ！」

　言ってやったみたいなドヤ顔を決めるフィリアである。そんなドヤ顔でもかわいいとかフィリアはすごいな！　などと思っている場合ではない。

「……あ、あれ、俺の耳が悪くなったのかな。今、バイトって聞こえたんだけど」

「安心して。耳は悪くなってないわ。わたし、そう言ったもの。臨時職員としてバイトするの」

「ならよかった──って安心できないんだけど!?」

　転生するためにバイトする？　意味がわからなすぎる！
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　志し郎ろうは自分の格好を見下ろした。フィリアが着ている制服の男子バージョンだ。

「よく似合ってるわ」

「フィリアにそう言われると、たとえお世辞でもうれしいよ」

「お世辞なんか言わないわ。本当に似合っているもの」

「そ、そっか。うん、ありがとう。本当にうれしい」

　頰がゆるむ。

「それじゃあ、歩きながら説明するわね」

　と言いながらも、一向に通路を歩き出さなかった。フィリアがずっこけたからだ。何もないところで。思いきり。ずるべたーん、と。助ける間もなかった。

　スカートはめくれたが、ギリギリ中が見えない。それが逆にエッチっぽい。などと思っている場合ではない。

「大丈夫か？」

　差し出した志郎の手を摑つかみ、フィリアが起き上がる。

「べ、別にわたしが特別ドジっ子とか、そういうことはないんだからね!?　勘違いしたら駄目なんだからね!?　本当に本当なんだからね!?」

「なるほど、よくわかった。フィリアはドジっ子じゃない──ということにしておけばいいんだな？」

「信じてくれてない!?」

「いや、めっちゃ信じてるよ？　これ以上ないくらい信じてるよ？」

「すっごく噓うそ！　そんな顔してるもの！」

　ひどい言われようだ。だが、そのとおりなので否定しない。

「うー、本当なのに……」

　不満そうにフィリアが頰を膨らませる。かわいい。つつきたくなる。自重するが。

「信じてくれない意地悪な志し郎ろうくんだけど、説明するから、ちゃんと聞いてね」

　ようやく通路を歩き出したフィリアの横に並ぶ。

　志郎の身長が一六六センチなので、それより低い、おそらく一五七センチくらいのフィリアのつむじを覗のぞく形になる。

「志郎くんが臨時職員として働くことになった職場の仕事についての説明なんだけど……本当はこれを最初にしなくちゃいけなかったのよね。ごめんなさい」

　職場はフィリアも働いている、第１転生課と呼ばれる部署。

　そこで働くことで得られる報酬が、転生ポイントだというのだ。

　転生ポイントが得られると聞いた志郎は、詳しい話を聞かずに「やる！」と答えた。

　フィリアはフィリアでそんな志郎の勢いに押されて「あ、うん」となって、何の説明もしないまま、勢いというか流れというかで、今に至ったのだった。

　その間にフルネーム呼びから、名前呼びに変わった。ラノベらしいキャッキャウフフなきっかけがあったわけではなく、

「これからは同じ職場で働くわけだからね」

　という理由だったりする。

　だが、生きている間、女子との関わりが必要最低限だった志郎は、女子から名前で呼ばれるだけでドキッとするし、それがフィリアほどの超絶美少女ならなおのことだった。

「それで志郎くんが働く第１転生課なんだけど。この世界にやってきた死者と面談して、生きている間の後悔とか果たせなかった想い、転生したあとの生き方に対する要望を聞き出して、悔いのない転生ライフをコーディネートする部署なの」

　聞いただけでも、大変そうなのが伝わってくる。

　他にもあれこれ話を聞いているうちに、第１転生課に到着した。

　当然だが、そこは、受付カウンター越しに見ていた場所だ。

　不純な動機からではあるが、今日からここで働くのだと思うと感慨深いものがある。生きている間、働いたことなんてなかったから、余計にそう感じるのかもしれない。

「志し郎ろうくん、みんなに紹介するわね」

　そう言ってフィリアによって第１転生課のみんなに紹介された後、志郎は促されて自己紹介した。ラノベみたいな異世界転生をするためにがんばる、と。

　その後、第１転生課のみんなが一人一人、自己紹介していった。大半の人がフィリアと同じエルフだった。特徴的な銀髪はフィリアだけだったが、尖とがった耳はみんな同じである。だが、フィリアによるとエルフではなく、そういう特徴を持った精霊であるらしい。

「おうおう、次はあたいの番だよな！」

　左目に眼帯をした、赤毛猫耳猫しっぽ姿の褐色美女が声を上げる。

　志郎よりも背が高く、たぶん一七二センチ（猫耳含まず）。だが、特筆すべきはそこではない。

　ぼんっ！　きゅっ！　ぼんっ！　のナイスバディ。

　ここで悲劇が生まれる。フィリアと同じ制服姿であるがゆえに、フィリアの体型がいささか寂しい感じが否めないことに気づいてしまったのだ。

「……ねえ、志郎くん。今、す～っごく失礼なこと思わなかった？」

「な、なななな何のことかさっぱりわからないな！」

　という感じで誤魔化した。フィリアはジト目で見ていたが。

　美女が紫色の瞳で志郎を見て、自己紹介をする。

「あたいはセルセラってんだ！　お前と同じであたいも臨時職員だ」

　志郎もしている、臨時職員であることを示す腕章を見せてくる。

「生きてる頃は魔王をやってたぜ？　よろしくな！」

「どうも、よろしく……って魔王？　今、魔王って言った!?」

「おう、言ったぜ！　つっても、世界を滅亡寸前まで追い詰める程度の力しか持ってなかったけどな！　大したことねーだろ？」

「充分すぎる！」

　かわいらしい猫耳とぴょこぴょこ動くしっぽに誤魔化されそうになるが、確かに彼女が発する雰囲気は魔王のそれっぽい感じがする。

　残された右の眼光は鋭いし、肌のあちこちには大きな傷痕がある。魔王だったというぐらいだ。勇者や歴戦の猛も者さたちと熾し烈れつな戦いを繰り広げた証だろう。

「えっとセルセラさんは……」

「呼び捨てでいいぜ？」

「じゃあ、セルセラ先輩で」

「先輩、先輩かぁ。くすぐったいっつーか、なんかいい響きだなぁ、おい！」

　バンバンと背中を叩たたかれる。手はもちろん、しっぽでもだ。どうやらかなり気に入ってもらえたようでうれしい限りだし、しっぽが意外と器用に動くので驚く。あと、背中が激しく痛い。

「てか痛い痛い痛い！　痛すぎて、俺、死んじゃう！」

「安心しろ。もう死んでる。だろ？」

「あ、そうだった！」

　二人で顔を見合わせて、あっはっはっと笑う。

「で、元魔王のセルセラ先輩がここで臨時職員として働いてるってことは……」

「決まってるだろ。理想の転生ライフを送るため、転生ポイントを稼いでいるのさ！」

　同志がいる。それだけでテンションが上がるし、セルセラに好感を抱く。

「セルセラ先輩の理想の転生ライフって、やっぱり世界征服できるだけの力を手に入れることだったり？」

　元魔王というからには、やはりパッと思いつく動機はそれだろう。

「は、何言ってんだよ。ちげーよ。あたいの理想の転生ライフは、かわいいお嫁さんになることに決まってるだろっ！」

　まさかの答えに、志し郎ろうは呆あつ気けにとられる。

　だが、セルセラは噓うそでも冗談でもなく、本気だった。真っ赤になってしっぽをいじっている姿は、思わず見とれてしまうほどかわいくすらある。

　元魔王だが、ナイスバディで、乙女思考。

「くそっ、本当にかわいいな、セルセラ先輩！」

「そうだろ!?　かわいい夢だろ!?」

「いや、そうじゃなくて。セルセラ先輩がかわいいなって言ったんだけど」

「なっ、何言ってんだよ!?　照れるだろ!?」

　再びバンバン叩たたかれた。痛い。

「それでセルセラ先輩はどれくらい転生ポイント貯まってるんだ？」

「んー、まだマイナスだなー」

「え、マイナス？　マイナスってどういうことだ!?」

　志郎の疑問に答えたのは、フィリアだ。

「転生ポイントは、悪い行いをすると減っていくものなの」

「つまり、転生ポイントを貯めるためには、善行を積む必要がある？」

「必ずしもそういうわけではないけどね」

　そういえば、いつもよりがんばる、昨日より努力するといった些さ細さいなことで転生ポイントは貯められるという話だった。それは自分自身の問題であって、善行というわけではない。

　セルセラに話を戻せば、魔王は悪逆非道の限りを尽くすものだ。実際、彼女は世界を滅亡寸前まで追い詰めたと言っていた。ならば、転生ポイントがマイナス方向に振り切れていたとしてもおかしくはないのだろう。

　かわいいお嫁さんになるというセルセラの転生ライフは、まだまだ遠い先のことのようだ。

　余談だが、転生ポイントがマイナスに振り切れていても、この世界に来ている時点で転生はできるが、ただしという条件がつく。寿命が著しく短くなるとか、剣と魔法の世界なのに剣と魔法の才能が皆無だったりとか、そういったペナルティ的なものを負わされるのだ。なので、そういったペナルティを負わずに転生ができるように、ここで臨時職員として働く者がそこそこ多いらしい。

　それから、何人かの自己紹介が続き、第１転生課での、志し郎ろうの臨時職員生活は始まった。
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　セルセラをはじめ、フィリア以外の職員たちが、各自、持ち場へ戻っていく。

　元々、志郎の紹介のために、一時的に持ち場を離れていたのだ。

「というわけで、志郎くんにも第１転生課で働いてもらうわけだけど」

「何でもやるから！　俺、超がんばるから！」

「元気があっていい感じね。でも、具体的に何をどうやればいいかはわからないでしょ？　だから、第１転生課の仕事を覚えるために、わたしのアシスタントをしてもらうわ」

「つまり、仕事は見て覚えろという職人スタイルか」

「そんな意地悪なことは言わないわ。志郎くんじゃないんだから」

　さっきのことをまだ根に持っているようだ。

「謝るよ。ごめん」

「怒ってない──ということにしておけばいいのよね？」

「許してくれる気がまったくない!?」

「冗談よ」

　くすくすと笑う。怒ったフィリアは頰をぷっくり膨らませてかわいいが、これからは怒らせないようにしよう。

「わからないことがあったら何でも聞いて」

「了解、フィリア先輩！」

「先輩？　セルセラだけじゃなくてわたしも？」

「思ったんだ。同じ職場で先に働いていたわけだから、俺以外の人はみんな先輩なんだよなって。だから、フィリア先輩」

「……さっき、セルセラがくすぐったそうにしていた理由がわかったわ」

　そう告げたフィリアは言葉どおりくすぐったそうな表情を浮かべてみせる。

「志し郎ろうくん、わたしに『先輩』はいらないから」

「そっか。フィリアがそう言うなら、わかった」

　フィリアが受付カウンターに着く。その後ろに志郎は立ち、受付カウンターの向こう側を見る。

　たくさんの人たちがいる。いや、人だけではない。ファンタジーな生き物たちもいる。

「ってちょっと待て！」

「どうしたの？」

「どうしたも何もあそこにロボットがいるんだけど！　ロボットも転生するのか!?」

　某通信サービス系の会社が開発したやつに似ている。向こう側にいた時は気づかなかった。絶対数は圧倒的に少ないが、ファンタジーな生き物たちの合間に数体見かける。

「ここにいるんだから、当たり前でしょ？」

「あ、当たり前なのか……」

　転生できるということは、ロボットにも魂があるということなのだろうか。

　彼？　いや彼女？　は、果たしてどんな転生を望むのだろう。

　激しく気になったが、志郎は気持ちを切り替える。今は少しでも早く仕事を覚えなければいけない。転生ポイントのために。

「それじゃあ始めるから、よく見ていてね」

　フィリアの前にある呼び出し番号表示機が番号を表示する。

　やってきたのはドラゴンだった。

　フィリアの後ろに立つ志郎に気づいて浮かべた『美う味まそうだなコイツ』的な感じの笑みに見覚えがある。志郎の番だと教えてくれた、あの紳士的なドラゴンだ。

　ならばこの笑みの意味するところは、志郎を美味そうなごちそうだと勘違いしているわけではないはずだ。

　実際、志郎が「どうも」と挨拶すると、ドラゴンからは志郎を気遣う言葉が返ってきた。

　ここで働いて転生ポイントを稼ぐことになった旨を告げると、がんばってくださいと応援までしてくれる。

　凶悪な顔つきだが、本当に紳士である。そんな感想を改めて胸に抱いていた志郎だったが、すぐにそれどころではなくなった。

　フィリアが、このドラゴン紳士との面談が五七回目であることを告げたからだ。

「面談ってそんなにするものなのか!?」

　てっきり一回で終わるとばかり思っていたのだが。

「そうよ。決して悔いのない転生ライフをコーディネートするんだから、それぐらいしないと駄目に決まってるでしょ」

　それは彼女のモットーなのかもしれない。言葉に滲にじむ思いは強く、単なる信念を超えた気迫みたいなものを感じた。

　そんな五七回目の面談は何を行うかといえば──。

「最終確認？　それって何をやるんだ？」

　転生ポイントの余り、端数分を何に使うか相談するのではないかと予想する。だが、

「転生する人に付き添って、転生する予定の世界を体験するの」

「全然違った！　……てか、え？　どうしてそんなことを？　面倒くさくないか？」

「そうね、面倒くさいわね」

「まさかの肯定!?」

　しかも笑いながらである。

「転生してから『想像していたのと違った』って言っても遅いから。そういうことのないようにしたいの」

　フィリアの言葉に納得する。

「で、今日が最終確認ってことは、転生する予定の世界を体験して、それで面談が終わりなんだよな？」

「ううん、違うわよ？」

「ごめん、フィリア。俺の聞き間違いかな。これが最終確認だったと思うんだけど」

「聞き間違いじゃないわよ？」

「……うん？」

「ここに至るまでに何度も面談したけど、それでもいざこれが最後となると迷いが生まれて、やっぱり……ってなることもあるもの」

　これが最後となれば、フィリアの言うとおりになることもあるだろう。よくわかる。

「なら、そういう時は……」

「もちろん、その人が納得するまで面談を続けるわ」

「俺のラノベみたいな異世界転生がどんどん遠のいていく……！」

　まさか転生課の仕事がこんなに面倒くさいとは思っていなかった。

「やっぱり辞める？　いいわよ、辞めても」

　責めている声ではない。むしろ感じるのは失望感だ。

　そこまで期待されていたのだろうか？　まだ何もしていないのに。

「あー、いや。そう、だよな。ごめん、今のは忘れてくれ」

　頭を下げる。

「元々、最低限の転生しかできないくらい、俺の転生ポイントは低かったんだ。それってつまり、生前の俺があまりにも情けない生き方をしてきたってことになるわけで」

　だが、志し郎ろうは知った。転生できると。

　そして決めたのだ。そのために必要な転生ポイントを稼ぐのだと。

　痛みを感じるほど強く、頰を叩たたく。

「し、志郎くん!?」

「まったく、バカは死んでも治らないとはよく言ったもんだ。……やるよ、大丈夫。どれだけ面倒くさくても、俺はがんばる」

　そうだ。今、ここでがんばらないで、いつがんばるというのか。

「……わかったわ。志郎くんが望む転生ができる日を、わたしも楽しみにしているから」

　フィリアが微笑む。

　志郎のせいで脱線していたドラゴン紳士の最終確認を再開する。ドラゴン紳士が転生を希望している世界の体験に向かうことになった。

　そこは、ありふれた異世界だった。

　いわゆる中世ヨーロッパ風で。エルフがいて。ドワーフがいて。人間がいて。獣人がいて。その他諸々、ファンタジーな生き物たちがいる。

　だが、ありふれていても、志郎にとっては夢にまで見た異世界であり、興奮せずにはいられない。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉー！　すげぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇー！」

　何より、本当に異世界転生ができるのだという思いが、志郎をさらに興奮させる。

「ごほんっ。志郎くん？」

　フィリアに怒られる。といっても、頰を膨らませている姿はかわいく、まったく怒られている感じがしないのだが。

「転生課の職員が、転生する本人より盛り上がったら駄目でしょっ」

　まったくそのとおりだ。なので、ドラゴン紳士に謝った。

「大丈夫ですよ」

　さすがはドラゴン紳士である。心が広い。笑顔はめっちゃ怖いが。

「次からは気をつけないと、本当に駄目なんだからねっ？」

　頰を膨らませて怒っているフィリアは本当にかわいい。ではなく。彼女の言葉に素直に反省し、志郎はもう一度ドラゴン紳士に謝ろうとして、

「あれ？」

　ドラゴン紳士が、何だかうれしそうなことに気がつく。

　ドラゴン紳士が言う。

「どうかしましたか？」

「あ、いや、あなたはドラゴンで、たぶん、生きていたのはこういう感じの世界だったんですよね？」

「こういう感じではなく、まさしくこの世界で生きてきました」

　志し郎ろうの頭にはなかったが、フィリアに聞けば同じ世界に転生することも可能らしい。

「というより、同じ世界に転生することのほうが多いかな」

　つまり、志郎のようにまったく違う世界に転生したいと思うのは、実は珍しいのだとか。

　それは驚異の事実である。

「せっかく生まれ変わるのなら、まったく違う世界のほうが面白いと思うんだけど……」

「そうですね。そういう考え方もあるのかもしれません」

　言ったのはドラゴン紳士である。

「ですが、私には夢があったのですよ。誰からも恐れられることなく、笑い合い、楽しみや幸せを分かち合える、そんな生き方をしてみたいという夢が」

　ドラゴン紳士がドラゴン紳士である理由がわかった気がした。

「だからこの世界に、今度は人として転生して、普通に生きてみようと思っているのです」

　どうすれば普通に生きられるのか。繰り返した面談は、それを調整するためだったとフィリアが言う。

「つまり、その夢がようやく叶かなうというわけですね」

「ええ、そうなんです」

　うれしそうに微笑むドラゴン紳士に、こちらまで何だかうれしくなってくる。

　と、この世界の住人がこちらに近づいてきた。

「どうもこんにちは……って、無視されたんだけど!?」

「無視じゃなくて、気づいていないだけよ」

　フィリアに、面談者は転生するまでどの世界の住人とも接触することはできないのだと教えられる。

　志郎とフィリアの間にはドラゴン紳士がいるのに、誰も驚いたり、怖がったりしている様子がないのは、そういうことなのだ。

　再びこの世界の住人が近づいてくる。

「今度は挨拶するような間抜けな真似はしないからな！」

「やあ、どうもどうも」

　声をかけてきた。

「あれぇ、接触できないんじゃなかったのか!?」

　フィリアを見れば、その人物──ひげ面の冴さえないおっさんに持参していた紙袋を手渡し、親しげに会話しているではないか。

「久しぶりだね、フィリア嬢。元気だったかい？」

「うん。そっちは？　相変わらず？」

　接触ができている。どういうことだろう。まさかフィリアに騙だまされたのか？

　そう思っていると、フィリアがこちらを向いて、志し郎ろうを冴さえないおっさんに紹介した後、

「ごめんね。紹介が遅れちゃって。この人はこの世界の創造主なの」

「へぇ、そうなんだ……ん？　待って、今、なんて？」

「紹介が遅れちゃって？」

「その後」

「この世界の創造主？」

「マジで!?」

「まあ、神様みたいなもんだと思ってくれれば間違いではないよ」

「ひげ面の冴えないおっさんとか思ってすみませんでした……！」

「そんなの言わなきゃわかんないのに。君もバカだねぇ」

　思いきり笑われ、「あ……」と思ったが、時すでに遅しというやつである。

　それより気になることがあった。フィリアはさっき『この世界の』と言った。

　どういうことかと尋ねれば、返ってきたのはこんな答えだ。

「転生できる世界というのは、実は星の数より多く存在していて、世界の数だけ創造主も存在しているの」

「つまり、神様みたいなもんだと言っても、ピンからキリまでいろいろでねぇ。だから、ひげ面の冴えないおっさんという認識でも間違ってはいないんだよ、悲しいことにねぇ」

　笑いながらそんなことを言うひげ面の冴えないおっさん──ではなく、創造主だった。

　それからドラゴン紳士が改めてこの世界に転生したい旨を告げると、創造主はとてもうれしそうに「ありがとう」を繰り返した。

　どうして「ありがとう」なのだろう。それが志郎の心に引っかかった。

「じゃあ、この世界に転生するということで手続きを進めても大丈夫ですか？」

　フィリアの言葉に、ドラゴン紳士はお願いしますと言った。

　創造主から、この世界に転生してもよいという転生許可証なるものが発行された。この許可証がないと、その世界に転生できないらしい。

　創造主に見送られて第１転生課に戻ってくると、転生ポイントの詳しい説明が改めてなされる。

　転生ポイントは、転生する世界を選ぶことにも使用するが、それ以外にも転生先での名前や性別、チート能力の有無、前世の記憶の有無などなどなど、そういった諸々のオプションを選択するのにも使用される。

　ドラゴン紳士はこれまでの面談で検討を重ねてきた、自分の思う、悔いのない転生ライフを設計するため、転生ポイントを消費していく。

「これで問題ないようでしたら、こちらの転生同意書を確認の上、サインしてください」

　転生同意書が気になったので、フィリアに記入前のそれを見せてもらった。

　転生課は転生ライフをコーディネートするが責任は一切負わないとか、そういったことがつらつら書かれていた。

「何だかお役所みたいだな……」

「……そう微妙な顔をしないの。形式上書いてもらっているだけだから」

　ドラゴン紳士が転生同意書にサインし、フィリアがチェックする。

「はい、問題ありません。では、こちらの転生同意書と転生許可証に、あとは第１転生課課長の転生承認の判子を押せば、転生することができます」

　で、その課長が誰かと言えば、何と驚くべきことに、フィリアだった。

　いや、そこまで驚くことはないかもしれない。

　転生についても精通しているし、志し郎ろうの紹介の時にも、彼女が仕切っていたではないか。

「実はすごかったんだな、フィリアは」

「ふふ、これからは特別にフィリア課長って呼んでもいいわよ？」

「わかりました、フィリア課長！」

「……ごめんなさい。やっぱりやめて。何だか背筋がムズムズするから」

「え、どうしてですかフィリア課長！　これからもぜひフィリア課長って呼ばせてくださいよフィリア課長！」

「やめてって言ってるでしょ！　もうっ、志郎くんのイジワルっ！」

　耳まで真っ赤になったフィリアがかわいすぎてもっと言いたくなったが、さすがに自重する。

　ぷりぷり怒りながらもフィリアは書類に判子を押していく。

　そして、ドラゴン紳士の転生準備が整った。

　書類一式を持ち、ドラゴン紳士は転生準備室と呼ばれる部屋へと向かった。何度もありがとうを繰り返し、その強こわ面もての中の鋭い目から大粒の涙をこぼしながら。

　これから心から望んだ転生をすることを思えば、当然のことなのかもしれない。だが、志郎は強く胸を打たれた。

「ね、志郎くん」

　すぐに返事ができない。

「悔いのない転生ライフをコーディネートする転生課の仕事、やりがいあると思わない？」

　うれしそうな声にフィリアを見れば、ドラゴン紳士と同じくらい、うれしそうに微笑んでいた。

「ああ。あると思うよ、やりがい」

　彼女につられて言ったわけではない。本当にそう思ったのだ。それに何より、

「転生ポイントも稼げるし！」

「ラノベみたいな異世界転生をしたいんだものね、志し郎ろうくんは」

　フィリアが苦笑した。
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　それからしばらくの間、志郎はフィリアが行う死者との面談を見学した。

　面談には二種類あった。死んだ直後に行う初めての面談と、もうひとつは継続面談だ。

　初めての面談は志郎が体験した面談で、継続面談というのはドラゴン紳士に対して行ったような面談のことを指す。

　この継続面談は、フィリア曰いわく、基本的には初めての面談を行った者が担当として引き続き行うようになっているのだが、死者の希望によっては替わることもあるという。

　職員によって転生ライフの設計内容に差異が生じるわけではないが、職員と死者の相性みたいなものがあるためだ。

　また、実績というか評判がいいと、死者の方から「ぜひ面談をして欲しい」と指名が入ることもあるらしい。

「実績？　評判？」

「転生がスムーズにできたとか、どれだけ死者に寄り添って転生ライフをコーディネートしているかとか、そういうことよ」

「もしかして死者に満足度アンケートでも採ってたりするのか？」

「してないわよ。ただ、面談の待ち時間、死者同士で、職員について情報交換することは、よくあることなの」

　ということで、志郎としては、どんどん指名が入るようにがんばりたい次第だった。

　志郎がここで転生ポイントを得るためには、死者を転生させなければならず、しかも一人転生させて得られるのは一〇という雀すずめの涙なみだほどのポイントだからだ。

　また、面談を見学しながら、端末を使って、死者の生前プロフィールや転生ポイントの確認の仕方、それに同じ端末で、どうやって転生プランを設計するのかも学んでいく。

　ちなみに転生ポイントは、魂に刻まれている。

　転生する世界、種族、性別、転生後の生き方など、どれを選ぶのにも転生ポイントが必要になる。

　世界を選択するのに数百～数十万ポイント。種族、性別、ステータス、特殊スキルなども同じような感じだ。

　だが、転生後の生き方を選ぼうとしたら、場合によっては軽く数千京けいポイントが必要になることもあるのだ。

　生き方を選ばず、普通に転生するだけの場合は、ポイントは必要ない。だが、たとえば、勇者として魔王を退治する人生にしたいと訴える死者がいたとする。

　で、その死者が望む転生先に、すでに勇者として存在している人がいた時、こちらの都合優先で、その人には勇者役を降りてもらう必要がある。

　他にも、魔王を倒したいのに魔王が存在しない場合、誰かに魔王になってもらう必要が出てくるし、ヒロインを助けたいなんてことにもなれば、そのヒロイン役を誰かにやってもらわなければいけなくなる。

　つまり、その人が選ぼうとしている生き方が、その世界にすでに存在している人たちにどれだけ影響を与えるかで、必要とされる転生ポイント数が変わってくるという仕組みになっているわけだ。

　志し郎ろうが望んでいるラノベみたいな異世界転生をしたいというのは、その世界において主人公になりたいというのと同義であり、主人公がもっとも活躍できるように、その世界に存在している人たちの運命を、こちらの都合で改変してしまうというものなのである。

　そう考えれば軽く数千京ポイント必要になるというのも納得できるし、それだけの人の運命を改変してもいいものなのだろうかという迷いも生まれてくる。

　なので、そこは何度も面談を繰り返すことで、本当にそういう転生を実行するかどうかを考えていくことになる。

　志郎はラノベみたいな異世界転生をしたいと思っているわけだが、いざ、そこまでの影響力があることを知ると、ためらう気持ちが生まれたのは確かだったし、実際、そういう転生を考えていた者が取りやめたという話をフィリアから聞けば、納得できた。

　かろうじて最低限の転生が可能な数千ポイントしか持っていない志郎が、そんな転生をするためには天文学的な転生ポイントを稼ぐ必要があり、当然、それなりに時間を要するのは間違いないわけで、その間にじっくり考えればいいだろう。

　今は、転生ポイントを貯めることに集中するべきだ。

「見学はだいたいこんな感じね。で、いよいよ志郎くんも仕事を始めるわけだけど……」

　フィリアがそう告げたところで、他の職員が現れた。フィリアに用事があるという。

「初めは誰かが一緒にいたほうがいいんだけど……」

「まあ、フィリアが一緒にいてくれれば心強いのは確かだ」

　しかし、フィリアに用事があるとやってきた職員の様子を見るに、フィリアでなければ対処できない問題が発生したに違いない。

「俺なら大丈夫だ。どーんと泥舟に乗ったつもりで任せて欲しい！」

「そこは大船でしょ？」

　志し郎ろうの冗談に、フィリアが苦笑で応じる。

「じゃあ行くけど、わからないことがあったら、遠慮せずにわたしに聞いてね。志郎くんは臨時職員で、わからないことがあっても恥ずかしいことじゃないんだからね？　約束してくれる？」

「指切りでもする？」

　冗談のつもりだったのだが、

「うん」

「え、マジで!?」

　期せずして超絶美少女と指切りすることになってしまった。

「フィリアの指、細い！　やわらかい！　くっ、静まれ俺の心臓！　ドキドキしすぎだろ!?」

「も、もうっ、普通に指切りしただけでしょっ!?　変なこと言わないでっ」

　これだけの美少女と指切りしたのだ。それは無理な相談である。

　それはともかく、最後まで志郎の心配をしながら、職員とともにフィリアが立ち去る。

　くすぐったい気持ちを抱えながらその背中が見えなくなるまで見送ってから、志郎は指定された席に着く。

　隣はセルセラだった。

「がんばろーぜ、ウメっち！」

　志郎が見ていることに気づいたセルセラが言う。

「いや、それは当然だけど……セルセラ先輩」

「どーした？　さっそくわからないことでもあったのか？　先輩であるあたいがめっちゃやさしく教えてやるぜ？」

「仕事しろ！」

　死者との面談中だというのに、話しかけてきたのだ。

「面談している時は死者に集中する。それがこの仕事の基本にしてたったひとつの極意だ。あたいがウメっちに教えることは、もう何もねーみたいだな……」

　フッ、と笑い、セルセラが遠い眼まな差ざしをする。彼女の転生ポイントがマイナスのままなのは、元魔王だからというだけじゃないような気がしてきた志郎だった。

　セルセラに『この仕事の基本にしてたったひとつの極意』を守らせることにして、志郎もそうする。

「まずは一人！」

　それで貯まる転生ポイントは一〇ポイントだが、塵ちりも積もれば山となるだ。

　呼び出し番号表示機が番号を表示する。さて、初めて担当する死者は誰だろう？
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「よろしくお願いしますなの！」

　そう告げたのは受付カウンターの上でぷるぷるしている物体──いわゆるスライムだ。

　色は青。大きさはバスケットボールぐらい。かわいらしい目と口があり、見るからに適度な弾力と張り、艶を持ち、そこはかとない愛くるしさを漂わせている。

「俺は梅うめ川かわ志し郎ろうだ。よろしく！　で、君は……」

「スライムはスライムなの！」

　それは種族じゃないのかと思って端末で確認すると、名前の欄は空白だった。

　ついでに他も確認することにした。

　このスライムは生後三日で、冒険者たちの経験値になってしまったようだ。

　なので、転生ポイントは低いだろうと思ったのだが……。

「うおっ、何だこの数字!?」

　スライムの魂に刻まれた転生ポイントは、ざっと数千万ポイント。信じられない。

「生まれてから退治されるまでの四日の間に、いったい何があったんだ!?」

　詳細を調べると、どうやら仲間をかばって、冒険者にやられたようだ。

　尊い犠牲というやつが高い転生ポイントに繫つながったみたいである。

「さて、スライムくん。君はどういう転生を望んでいるのかな？」

「転生？　何それ、おいしいの？」

「くっ、まずはそこから説明しなければいけないパターンか！」

　死者の中には、自分が死んでいることを理解していない者や説明を受けても理解できない者、また、それを理解していても転生という概念を知らない者も多い。

　実際、フィリアの面談を見学していた時、転生という概念を知らない死者が何人もいて、フィリアは説明するだけで一苦労という様子だった。

　死んだらそれで終わりだと思うのは当たり前の感覚だろうし、その後があると言われてもいまいちぴんと来ないものだろう。

　フィリアは言っていた。どうして転生という概念を志郎たちはあっさり受け入れることができるのかと。

　すべてラノベの影響だと言い切ってしまうのは、志郎がラノベ脳だからだろう。

　それはさておき、今は目の前のスライムだ。

　転生という概念がどんなものかを伝える。

「……というわけで、主人公だけじゃなくて、その世界のみんなが最弱だと思い込んでいたスキルが実は最強で、その世界で成り上がっていくラノベとか、超盛り上がるんだよ！」

　伝えていたはずなのだが、いつの間にか志し郎ろうの好きなラノベの話になっていた。

「って、駄目だろ！」

「すごいの、すごいの！」

　だが、スライムは喜んでくれたので、よしとする。

「要するに転生ってのは、生きてる間はどんなに駄目駄目だったとしても、奇跡の一発大逆転が狙える素晴らしいものだってことなんだ」

「スライム、よくわかったの。つまり、ワンチャン狙えるってことなの！」

「おおっ、まさにそんな感じだ──ってワンチャン!?　どこでそんな言葉を知ったんだ？」

　スライムが「え？」みたいな顔をする。くっ、かわいい。ではない。

「そういうわけだから、スライムくん、君はどんな転生を望む？　これだけ転生ポイントがあれば、かなりいい感じの転生ライフを設計できると思うぞ」

「いい感じって？」

「最弱モンスターから一転、最強モンスターに転生して、その世界の頂点を目指すとか」

　最弱が最強という天てつ辺ぺんを目指して成り上がっていくのは、志郎の好きな『一〇八のラノベシチュエーション』のひとつだ。

「ふわぁ、面白そうなの！」

「そう思うか!?　なら、こんな感じの転生ライフを──」

「それはどんなお話なの!?」

「え、お話？」

　どうやらスライムは、志郎がさっきまでしていたラノベの話の続きだと思っているようだ。

　そうではなく、これから話すのはスライム自身の転生ライフだと伝えると、

「そういうことなら、スライムはお友だちいっぱいがいいの！」

　志郎はスライムが仲間を冒険者から守って倒されたことを思い出した。

　スライムにとって、仲間はそれほど大事な存在なのだろう。

「よし、わかった！」

　これはスライムの転生ライフだ。志郎の趣味を押しつけてはいけない。自重しろ、だ。

　スライムの転生ポイントを改めて確認。羨ましいほど高い。だが、これは、

「……スライムくんががんばって生きたって証拠なんだよな」

「スライムががんばったの？」

　志郎の独り言が聞こえたらしい。頷うなずく。

「転生ポイントは生き方で決まるんだ。これはスライムくんがそれだけがんばったっていう、何よりの証拠なんだ。すごいよ、スライムくんは」

「スライムがすごいの……？」

「ああ、すごい。本気ですごい」

　何せ、志し郎ろうにはできなかったことが、このスライムにはできたのだ。

　このスライムに最高の転生ライフをコーディネートしたい。志郎はそう思った。

　スライムの、仲間をかばって冒険者の経験値になった前世を踏まえ、今度は何があっても倒されないようにステータスすべてカンストは当然で、防御に関するスキルは軒並み取得。また、どんな話題にも対応できるようコミュニケーション系スキルも取るべきだろう。

　方針は決まった。

　端末を使い、世界を、種族を、生き方を、その他諸々の項目を設定し、スライムが持つ転生ポイントを最大限使って、設計していく。

「よし、できた！　こんな感じの転生ライフはどうだ！」

　志郎はスライムに提案する。

　最初から気に入ってもらえるとは思っていない。

　スライムにも好みがあり、これを叩たたき台だいに、何度も設計＆提案を続けて、悔いのない、満足のいく転生を目指すのだ。

　すでに、面談を数十回重ねる覚悟はできている。

　だが、スライムの答えは、志郎の予想を超えていた。

「転生しなくていいの！」

　なん、だと!?
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　聞き間違いかと思って何度も尋ねたが、

「スライムは転生しなくていいの！」

「転生がどういうことかよくわからなかったのか!?　それならもう一度説明を──」

「ううん、転生はわかったの。スライムはお友だちになりたいの！」

「だからそのための転生を──」

「スライム、あなたとお友だちになりたいの！」

「え？」

　スライムがつぶらな瞳で真っ直ぐ見てくる。くっ、かわいい。ではない。

「な、何で……？」

「スライムのことをすごいって言ってくれたの！　だからあなたとお友だちになりたいの！」

「それだけの理由で……？　たったそれだけのことで、転生しなくていいって言うのか？」

　志し郎ろうが困惑していると、スライムが悲しげな顔をする。

「スライムとお友だちになるの、嫌なの……？」

「なっ!?　そ、そんなことあるわけないだろ！」

　異種族の友人。しかもファンタジーな生き物。うれしくないわけがない。

「ほんと!?　なら、スライムとお友だちになって欲しいの！　スライムはあなたがいいの！」

　どうしてそこまで思えるのだろう。志郎はたった一言、すごいと言っただけなのに。

「あらあら、熱烈な告白ねぇ。ふふ、熱いわぁ」

　聞こえてきた声。見れば、緑色の瞳をとろんとさせた、気け怠だるそうな美女がいた。セルセラより長身の一七八センチくらいと思われる、超絶プロポーションの持ち主だ。

「ねぇ、あなた」

「あ、はい。何でしょう……？」

「あなたにとっては『たった一言』かもしれないけど、スライムちゃんにとっては心を震わされる『とっておきの一言』だった──そういうことでしょう？」

「そ、そうなのか……って、どうして俺が思っていることを!?」

「ふふ、何でかしらねぇ。私にはわかっちゃうのよ」

　美女が唇に触れながら微笑む。顔にでも出ていたのだろうか。それにしても口くち許もとのほくろが実に艶っぽい。

「スライムちゃんは彼とお友だちになりたいのよね？」

「そうなの！」

「なら、彼と一緒の世界に転生するといいわ」

　その瞬間、スライムが、ハッ!!　となった。

「なるほどなの！　ナイスアイデアなの！　スライム、絶対にそうするの！」

「いやいや!?　そんな簡単に決めちゃ駄目だろ！」

「あら、どうして？」

　美女が不思議そうに言う。

「悔いのない転生ライフをコーディネートするのが君のお仕事。スライムちゃんは君と本当に、心の底からお友だちになりたいと思っている。なら、何も問題ないでしょ？」

　そう言われるとそうかもしれないが……。

「というか、君も男の子なら、自分の発言の責任は取らなくちゃ」

　この美女は何を言っているのか。志郎が男かどうかは関係ないだろう。

「スライムくん。君は本当にそれでいいのか？」

「いいの！」

「俺が望む転生ライフはめちゃくちゃ転生ポイントが必要で、いつ実現できるかわからないんだぞ？」

「一緒にいるの！」

　スライムが見つめ、美女が見守る中、志し郎ろうは決断を下す。

「よし、わかった！」

　スライムの気持ちを受け止める。ここまで言われたら、そうするしかないだろう。

　満足そうに頷うなずき、立ち去ろうとする美女。

「あ、ちょっと待って！　名前を聞いてないんだけど！」

「私？　私は……そうね。異世界のちりめん問屋の楽隠居、みつえちゃんよ？」

「あともうちょっとで印籠ですべての問題を解決しそうな名前だ!?　てか、どう考えても偽名だよな……？」

「仕方ないわね。じゃあ、特別にフィスィと呼ぶことを許可してあげるわ」

「みつえちゃんはどこいった!?」

　楽隠居のみつえちゃんであるところのフィスィは笑って立ち去ろうとしたが、

「ああ、そうそう。大事なことを伝え忘れていたわ。その子、女の子だから。熱烈な告白にＯＫした責任、ちゃんと取らないと駄目よ。君、男の子なんだから。……ね？」

「は？」

　今度こそ、フィスィが立ち去る。

　志郎は考える。ここにいるのは志郎とスライム。志郎はもちろん男だ。つまり──。

「スライムくん──いや、スライムちゃん、君、女の子なのか!?」

「スライムはスライムなの！」

「あ、うん」

　ではない。責任を取るとか、かなり重大なことをフィスィは言い残していった。

「お、俺はどういう態度でスライムちゃんに接すればいいんだ!?」

　苦悩し、混乱している志郎に、スライムが体当たりをぶちかましてくる。さすがはモンスターだ。志郎は一ポイントのダメージを受けた。

「おおっ、ファンタジーっぽい！」

　などと感動している場合ではない。

　ひっくり返りそうになりながらも、何とか受け止める。

「うれしいの、ありがとうなの！　これからよろしくなの！　ずっとお友だちなの！」

　スライムが本当にうれしそうに、志郎の腕の中でぷるぷるする。

　志郎は思った。難しく考えることはないのではないか？

　スライムが望んでいることは何だ。志し郎ろうと友だちになることだ。なら、それでいい。

　これは決して逃げているとか、責任を取りたくないとかではない。本当である。

「よし、今日から俺と君は友だちだ！　だから俺のことは志郎って呼んでくれ」

「シロー？」

　若干舌足らず感があって、かわいらしい。

「わーい、シローとスライムは友だちなの！」

「なあ、スライムってのは種族だろ？　自分だけの特別な呼び方とかされてなかったか？」

「特別な呼び方！　すごいの！　シローにつけて欲しいの！」

「俺に？」

　スライムが飛び跳ね、肯定する。なんてことだ。何気に責任重大ではないか。

　考える。凝った名前は呼びにくいが、スライムから文字を取るのはありきたりすぎる。

「よし、決めた！　君の名前は──レンだ！」

　あれほどこだわっていた友だち──フレンドの真ん中を取ったのだ。

「どうだ？　気に入ってくれるか？」

「すごく気に入ったの！　今日からレンはレンなの！　レンって呼んで欲しいの！」

　スライム改めレンが、よりいっそう激しく飛び跳ねる。

「そうか、それはよかった！」

　セルセラがこちらを覗のぞいてきた。面談の途中である。この仕事の基本にしてたったひとつの極意はどこにいったのだ？

「ウメっち、ずいぶんご機嫌じゃねーか。死者を転生させねーと、転生ポイントはゲットできねーってのに」

　指摘されて思い出した。

「くっ、そうだった！　転生させなきゃ、転生ポイントが貯まらないじゃないか！」

　なんてことだ。

　こうして志郎の、転生ポイントを稼いでラノベみたいな異世界転生をするという目標を叶かなえるための最初の一歩は、失敗に終わったのだった。
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　一週間。

　志郎が第１転生課で臨時職員として働き始めてから、過ぎた時間だ。

　死者は四六時中、それこそ休みなくやってくるため、第１転生課は二四時間営業が基本で、働く職員はシフト制になっている。

　だが、志し郎ろうは当初、二四時間フルで働くつもりだった。少しでも早く転生ポイントを稼ぎたかったし、死んでいるし、寝なくても大丈夫だろうと判断したのだ。

　で、フィリアに怒られた。

「志郎くん、無茶は駄目！　死んでいるといっても疲れるし、眠たくなるし……何より、今、志郎くんは魂だけの状態で、そんな状態で無茶をすると、消滅してしまうこともあるのよ。だから、ちゃんとお休みを取らないと駄目なの。わかった？」

　彼女が大げさに言っているだけだと思って受け入れない志郎に、最終的には「これは課長命令なの！」と言い出して、他の職員と同じようにシフトを組まされた。

　だが、実際に働き始めると、フィリアの言っていたとおり、疲れるし、眠たくなったので、消滅してしまう可能性があるというのは本当のことだったのかと思ったと伝えたら、

「信じてくれてなかったの!?」

　と、頰をぷくりと膨らませ、拗すねられた。かわいい。ではない。大いに反省した。

　そんなこんながあって、仕事と他の職員たちにはすっかり慣れたのだが、問題もあった。

　志郎が今日もがんばるぞと気合を入れたところで、フィリアが声をかけてきた。

「志郎くん、そろそろ誰か転生させることができるんじゃない？」

「そ、そうだったらいいんだけど」

　それ以上言葉が続かず、口から出てくるのは「ハハハ」と、とても乾いた笑いだけ。

　この一週間、志郎が稼いだポイントはゼロだし、もうそろそろ転生させることができそうな死者もいない。

　問題というのは、何の成果も挙げていないということだった。

　レンとの面談後、志郎は考えた。どうしたら面談する死者を転生させることができるだろう。

　志郎ならではの強みは何かないのか。

　思いついたのは、ラノベやネット小説を読み漁って得た、極めて偏った知識を活用できるのではないかということだった。

　ラノベといえば転生もの、転生ものといえばラノベというくらいだ（志郎調べ）。

　これを使うことで、かなりいい感じの転生プランを設計して、提案できるはずだ。

　で、実践した結果、面談した死者の感触はかなりよかった。これならいけるのではないかと思うことが何度もあった。ラノベみたいな異世界転生をする日はそう遠くないと思った。

　だが、駄目だった。転生させるところまで、まったくこぎ着けられなかった。

「ごめん！」

「あ、えっと、謝って欲しいわけじゃなくて……その、駄目なのね？」

　ここで頷うなずく以外のことができたら、どれだけよかっただろう。

「シローはがんばってるの！　いつも一緒にいるレンは知ってるの！」

「ありがとな、レン」

　頭の上のレンを撫なでる。ぷにぷにだ。気持ちいい。

「確かにウメっちはがんばっているけど……誰も転生させることができないのは、ウメっちが悪いからだぜ？」

　そう言ったのは、隣の席を使用しているセルセラで、当然、絶賛面談中である。

「セルセラひどいの！　シローは悪くないの！」

　この一週間でセルセラとも打ち解けたレンが、セルセラに体当たりをぶちかます。

　セルセラはしっぽで器用に受け止めた。それだけでなく、レンを弄もてあそび始めたではないか。

　なんてことだ。どこからどう見ても楽しそうではないか！

　さっきまで怒っていたはずなのだが、レンは意外とアホの子なのだろうか？　だとしてもかわいいから問題ない。

「あー、悪いな、レンちん。あたいの言葉が足りなかったぜ。ウメっちが悪いってのは、ウメっちが設計した転生プランが、魅力的すぎるのがいけねーってことなんだ」

　セルセラがレンを持ち上げ、志し郎ろうの頭の上に乗せる。
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「どういうことだ？　セルセラ先輩」

「文字どおりの意味さ。ウメっちの提案する転生プランはあたいたちのと毛色が違う。かわいいお嫁さんになるって野ゆ望めがあるあたいでも、何か面白い提案をしてくれるんじゃねーかって思っちまうくらいなのさ。しかもだ。そんな提案を何通りもしてくる。迷うだろ。普通に考えてよー」

　志し郎ろうはただラノベ知識を元にしているだけだ。特別なことをしているつもりはない。

　だが、セルセラの言うとおり、ここでは魅力的に映るのだとしたら？

「はっ!?」

　志郎は気づいてしまった。図らずも『前世の知識で俺ＴＵＥＥＥＥＥ！』展開をしているのでは？　まだ転生していないので、正確には前世ではないのだろうが。

「それにあれだ。ウメっちはその人が持ってる転生ポイントでできる以上の転生ライフを語る時があるだろ？」

「え？　ああ、うん」

　もう少しポイントがあれば、こんな燃える展開ができるのにと、ついつい語ってしまうことがあった。そこには、もし自分だったらこうしたい、という願望も含まれていた。

　面談する死者のほとんどが志郎よりずっと多くの転生ポイントを保有していて、それだけの転生ポイントがあれば、できる転生プランがたくさんあるのだ。そういう妄想をしてしまうのは、仕方ないことではないか。

　もちろん、その死者にとって悔いのない転生ライフをコーディネートするという基本は忘れていない。

「そんな話を聞かされたら、今ある転生ポイントでできる転生ライフ以上のものを夢見る奴が出てくるのは当然だろ？」

　確かになの、と頷うなずいたのはレンだったが、志郎も同じ気持ちだった。

「でさ、そういう人たちに、ウメっちはどーしてるよ？」

「俺と同じように臨時職員として働かないかって提案して……」

　志郎は、継続面談の死者たちが、働くかどうかで迷っていることが多くなってきていることを思い出した。

「あ、あれ……つまり、俺のやることがすべて裏目に出てたってことなのか!?」

　衝撃を受けていると、セルセラがニシシと意地悪く笑った。

　レンが「大丈夫なの？」と気遣ってくれなければ、やさぐれていたかもしれない。

「けどさ、俺、面談をしながら思ったんだよ。みんな、俺よりずっと多い転生ポイントを持っていて──」

　レンを筆頭に、面談した死者の全員が、たくさんの世界を、種族を、生き方を、選択することができた。

　それはつまり、生きている間、それだけがんばってきたということだ。

　まったくがんばってこなかった志し郎ろうだからわかる。それはとてもすごいことなのだ。

　それに、面談の時、志郎は聞いた。死者たちの、大事な人を残してきてしまった苦悩を。道半ばで倒れ伏した無念さを。やり直したいことがあるという後悔を。

　だからこそ、強く思ったのだ。生きている間、さんざんがんばってきた分、報われなかった分、彼らには転生して、報われて欲しい。幸せになって欲しい。転生は彼らに与えられたチャンス、いや、絶対に幸せになるチケットなのだ。

　ならば、中途半端な転生ライフで妥協するなど、あってはならないはずだ。

　志郎が多く語りすぎてしまうのには、そういう理由もあった。

　今もそんな理由を熱く語ってしまったことに、セルセラが笑っていることで気がついた。

「ウメっちって、意外と熱い男だよな。そーいうの嫌いじゃないぜ？」

　自分でも、自分がこんなふうに思うなんて、意外だった。

　レンが志郎の頭で、ぽぷんっ！　と飛び跳ねる。

「シローはすごいの！　かっこいいの！」

　シンプルな言葉だからこそ心に響いたし、今までこんなふうに誰かに言われたことがなかったから素直にうれしかった。

　それまで黙って成り行きを見守っていたフィリアが、ため息を吐き出した。

　理由はどうあれ、一人も転生させられていないのは事実だ。怒られるに違いない──と思ったのだが。

「その調子でこれからもお願いね」

「お、怒らないのか……？」

「怒る？　どうして？　志郎くんは何も間違ったことはしていないのに」

　だって、とフィリアが言う。

「悔いのない転生ライフをコーディネートする。それが第１転生課のモットー。志郎くんはそれを実践してくれているでしょ？」

「もちろん」

「なら、ほら。怒る理由はどこにもないわ」

　フィリアが笑い、志郎は見とれる。

「期待しているからね、志郎くん。……志郎くん？」

「え、あ、ああ、うん。がんばるます！」

　変な返事になってしまったのが恥ずかしすぎる。

「おかしな志郎くん」

　しかもくすくすと笑われてしまった。だが、かわいいので問題ない。

　が、しかし、別の問題が発生した。

「それじゃあ、わたしは行くわね」

　と言って、歩き出したフィリアが、数歩も行かないうちに、転びそうになったのだ。

　慌てて駆け寄り、支える。

「よしっ！　今度は何とか間に合った！　……まったく、フィリアはドジっ子だな」

　フィリアを見る。顔色が悪い。

「も、もうっ。わたしはドジっ子じゃないって言ったでしょ！　それに、あ、あの、助けてくれたのはうれしいんだけど……こ、これはいくら何でも近すぎるというか」

　悪かった顔色が、どんどん赤くなっていく。

「ウメっちのエッチ」

　にまにま笑うセルセラに言われて気づいた。志し郎ろうとフィリアの顔の距離が、キスできそうなほど近いことに。

　慌てて離れる──が、すぐに、フィリアの顔色がよくなかったことを思い出して、

「顔色が悪かったけど、大丈夫か？」

「え？　別に大丈夫よ。それより早く仕事をしないと」

　助けてくれてありがとう。礼を言って、フィリアは自分の席に戻っていった。

　そんなフィリアが席に着く姿を見ていると、頭の上でレンが激しく飛び跳ね始めた。これがけっこうな勢いなのに落ちることがない。なかなか器用である。

「どうしたんだ、レン？」

「何でもないのっ」

　言いながらも、レンは飛び跳ね続ける。

　実は志郎がフィリアに見とれていたことに対するヤキモチなのだが、その事実に『年齢＝彼女いない歴』の志郎はもちろん気づかず、また、レン自身も気づいていない。

　レンの認識は『レンはどうしてこんなことしているの？』『レン、すごく変なの』『でも、やめられないの』『もうっ、もうっ』という感じなのだ。

　そんな志郎たちを、セルセラだけがむふふと微笑ましそうに見つめている。元魔王様はすべてお見通しなのである。

　だが、すぐにセルセラは表情をきりっとしたものにして、

「フィリるんのことなんだけど。あれ、寝てねーんだよ」

「寝てない？」

「死者には休みがねーんだ。だから、いつ、転生プランに納得して、転生すると言い出すかわからねー。だからフィリるんは、それに備えてるってわけだ」

「つまり、この間、転んだりしたのも同じ理由……？　まさか本当にドジっ子じゃなかっただと!?」

「ドジっ子？」

　と首を傾かしげるセルセラに、何でもないと返す。

　セルセラの言葉は、にわかには信じられなかったが、噓うそではない気もした。

「けど、ずっと寝てないって……精霊は寝ないでも大丈夫なのか？」

「そんなわけねーだろ。精霊であっても休みは必要さ」

「だったら」

「それでも、彼女は休まねーのさ。すげーよな」

　すごいなんてものじゃない。仕事の鬼だ。

　フィリアを見る。こちらを見て、頰をぷっくり膨らませていた。

「いつになったら仕事を始めるのかな？」

　怒っているのだろう。だが、かわいい。

「いいいい今すぐ始めまるからららららら！」

　舌がもつれたわけでも、いきなりミュージカル好きになったわけでもない。レンの頭上での飛び跳ねがいっそう激しくなり、首がガクガクなった結果である。

　笑いながらようやく自分の仕事に戻るセルセラを睨にらみつけつつ、志し郎ろうも仕事を開始すると、レンは飛び跳ねるのをやめてくれた。

　呼び出し番号表示機に番号が表示され、やってきたのは、目元のほくろが色気を漂わせる、身長およそ一六三センチの、垢あか抜ぬけた感じの美少女だった。

　彼女は志郎に似ていた。容姿ではない。作りというか、雰囲気がだ。

　当然だ。彼女は志郎と同じ、日本人だったのだ。
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　その少女はフィリアやセルセラ、その他の職員で美人をすっかり見慣れているはずの志郎でも、思わず見とれてしまうほどだった。

　当然、再びレンが頭上で激しく飛び跳ね始める。

　艶やかなセミロングの黒髪。切れ長の目。淡い桜色に色づいた薄い唇。どれをとっても完璧なパーツだ。それらが合わさることで、完璧の上をいく完璧なものに仕上がっていた。

　だが、残念な点がある。機嫌が悪いのか、ムスッとしていることだ。

　それがなければ一〇〇点満点を上回る一二〇点なのに……などと思っていたら、

「ねえ、ここどこ？」

　目の前の美少女が言った。やはり不機嫌なのだろう。声にとげが含まれている。

「目が覚めたらこんなところにいたんだけど」

　なるほど。彼女は自分が死んだことに気づいていないパターンのようだ。

　死者には死んだことに気づいていないパターンと、気づいているパターンが存在する。

　気づいている場合は当然話が早く、すんなりと転生の話に移行することができるが、そうでない場合、まずは死んだことから説明する必要があり、中には自分が死んだことを受け入れられない場合もあった。最悪、暴れ出す、なんてこともある。

　そういう時は、見回りをしている衛兵みたいな人たちがやってきて、対処してくれる。この衛兵さんたちも精霊であり、美形で、圧倒的な強さを誇る。細腕一本で、自分より数十倍も大きいドラゴンを圧倒したり、威圧感バリバリの魔王を制圧したりするところを何度か目まの当たりにしていた。

　果たして彼女はどうだろうか。

　志し郎ろうは端末で彼女のプロフィールを確認する。

　名前──隈くま坂さか茉ま琴こと。

「ん？」

　彼女の名前に覚えがあった。だが、どこで見たのか思い出せない。

　しばらく考えて、ようやく思い出すことができた。クラスメイトだ。

　だが、教室での彼女はこんなアイドルみたいな感じではなかった。もっと地味で、もっさりしていた。確か、お下げに黒縁メガネだった。
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「俺の記憶違いか？　いや、でも……」

「何？」

「俺、君のクラスメイトだったんだ」

「覚えてない」

　別に傷ついたりはしない。本当だ。志し郎ろう自身、目立つほうではなかったというのもある。

「あたし、学校、よく休んでたから」

　言われて思い出す。そういえば、彼女はよく休み、変な時間に登校してきたりしていたような気がする。

「それじゃあ話を進めるけど。隈くま坂さか茉ま琴ことさん。あなたは死にました」

　死因は、夕方のラッシュ時の電車に轢ひかれたこと。

「………………そう。それで？」

　死んでいる自覚がなかったのに、あまりにもあっさり受け入れられて、驚く。

「それでって、それだけ？」

「何？　悪いの？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

　問題を起こされるよりいいかと思い直して、説明をした。

　転生ができること。

　その際、転生ポイントを使って、いろんな世界、いろんな種族、いろんな生き方の中から好みのものを選べること。

　転生ポイントが多ければ多いほど、転生ライフの選択肢が広がること。

　ここが第１転生課という、悔いのない転生ライフをコーディネートする場所であること。

　すべての説明を聞き終えた茉琴の反応は、

「ふーん」

　という、興味がないというか、どうでもいいみたいな感じだった。

　反応が薄い死者は何人か見てきたが、ここまでなのは初めてかもしれない。転生に興味がないのか、あるいは転生を信じていないのか。

「ねえ、聞きたいことがあるんだけど」

「何だ？」

「第１ってことは、第２もあるの？」

　そんなことが聞きたいことなのか!?　と叫びそうになったが、寸前で止める。

　今まで気にしていなかったが、彼女の言うとおり、普通に考えれば、第１があるなら、第２、第３があってもおかしくない気がする。

「ごめん、よくわからない」

「あっそ」

　どうやら、単純に気になっただけみたいである。

　志し郎ろうは面談を進めることにして、茉ま琴ことの転生ポイントを確認。表示された数字に驚いた。億に届いているではないか。どう生きてきたら、こんなに貯めることができるのだろう。

　茉琴の、詳しい生い立ちを端末に表示させる。それでわかった。

「君、すごいな！」

　茉琴がわけがわからないという顔で首を傾かしげる。

「声優になるためにがんばってきたんだろ？」

「な、何で知ってるの!?」

　志郎は、端末を見ることで、彼女がどうやって生きてきたのかがわかることを説明した。

　茉琴の転生ポイントが高かったのは、こういう理由だ。

　茉琴は声優になるため、声優部門を新設した芸能事務所のオーディションに応募し、見事に合格。以来、昼夜を分かたず、事務所が開設した養成所でレッスンなどをがんばっていた。

　死ぬ間際には、グラビアアイドルとしても活動を始めていたらしい。事務所の方針だろう。露出を増やして人気を獲得する、みたいな。

　志郎はただのラノベ好きであって、声優事情に特別詳しいわけではないが、最近の声優が表舞台に出ることが多いことは知っている。

　もちろん、茉琴の努力はそれだけではなかったようだ。彼女の学校での成績を思い出したが、トップクラスだったような気がするのだ。授業にあまり出ていなかったのに、である。

　あるいはそれは、声優業をするにあたって、両親か事務所に言われたからなのかもしれない。学業をおろそかにしては駄目だと。

　何にしても茉琴の転生ポイントが高いのは、それだけ、毎日、がんばってきたからだ。

　彼女はこれまでに、志郎が面談してきた死者と同じ──いや、彼女ほどがんばってきた人は初めてだ。

　プロフィールを三度見る。生きている間、彼女は報われなかった。声優になって、アニメに自分の声を当てるという夢は、叶かなわなかった。

　報われて欲しいと、志郎は思った。

「隈くま坂さかさん。君は億を超える転生ポイントを持っている。これだけあれば、かなりすごい転生をすることができるんだ」

　彼女は何を望む？　彼女の悔いは何だ？　彼女の生き方を考えれば、自ずとわかるだろう。

「隈くま坂さかさんの転生先は、日本でいいんだよな」

「え？」

　それまで冷めた眼まな差ざしをしていた彼女が、ぽかんと驚いた顔をする。

「できるの……？　こういう場合、普通は元の世界には戻れないものなんじゃ──」

　そこまで言った彼女がハッとして、口くち許もとを押さえる。

　声優を志して、芸能事務所に所属するだけのことはある。お約束をよくわかっている。

　確かにラノベとかだと、元の世界に戻ることはできない。だが、

「戻れる！　……というと、ちょっと違うけど、地球に転生することは可能なんだ」

　余談だが、面談していて地球──というより日本に転生したがる死者が相当数いたのは驚きだった。

　なぜかと言えば、日本人の死者が、ラノベから知識を得たチート能力を授かって異世界に転生し、その知識の源泉が何であるのかを知った異世界人たちが、そんなラノベが読める世界に転生してみたいと思うらしいのだ。ということは、志し郎ろうが気づかなかっただけで、身の回りに元異世界人はいたのかもしれない。

　地球以外の世界の出身者が地球に転生するには、転生ポイントがかなり多く必要になるが、地球出身者が地球に転生するのにはそれほど転生ポイントは必要とされない。生まれ育った世界に転生する場合に限り、そうなっているのだ。

　なので茉ま琴ことの場合、そこに転生ポイントを割かないで済む分、他に多く使用できる。

「チート声優として活躍できるような能力とかスキルを獲得しよう。たとえば、誰もの目を惹ひくカリスマ性とか、どれだけ声を出しても疲れないように声帯を強化するとか」

　果たして茉琴の反応はといえば──。

「……いい」

「え？」

「どうせ生まれ変わるなら、別の世界でいい」

「そうか。わかった」

　死本者人がそれを望むなら、それを叶かなえるのが第１転生課の仕事だ。

「隈坂さんは、どんな世界に転生するかを決めてから、転生ライフを設計するか。あるいは転生ライフを決めてから、その条件に合う世界を決めるか。どっちがいい？」

「どうでもいいから、早くして」

「ちょ!?　どうでもいいって何だよ。自分の転生だろ？　後悔しないように真剣に考えないと駄目だって」

「ほっといてよ。あたしの人生なんだから、どうしようがあたしの勝手でしょ？」

　確かにそれはそうだ。だが、そう言われて、素直に引き下がることはできなかった。

「そんな投げやりな感じで決めると、絶対に後悔するぞ!?」

「あたしがいいって言ってるんだから、それでいいじゃない」

「いいや、絶対に駄目だ！」

　茉ま琴ことが苛いら立だった様子で立ち上がり、歩き出した。

「おい！　どこ行くんだよ!?　面談終わってないぞ！　隈くま坂さか、待てって！　待てよ！」

　気がつけば彼女のことを呼び捨てにしていたが、茉琴はそれを気にすることなく、どこかに行ってしまった。

「何なんだよ」

　腹が立った。がんばった彼女には報われて欲しいのに。どうしてあんな投げやりな態度を取るのか。

　頭の上にいたレンが言う。

「ほっとくの？」

「当たり前だ。どうでもいいって言ったんだ。追いかけたって無駄──」

　志し郎ろうは拳を握りしめる。

「──に決まってる、けどっ！　ほっとけるわけあるかっ！」

「うん！　シローならそう言うと思ったの！」

「レン、何でそんなにうれしそうなんだ？」

「だって、誰かのために怒れるシローは、すごくかっこいいの！」

「ぐぬっ。そ、そうか？」

「そうなの！」

　こんな自分がすごくかっこいいとは。だが、レンの言葉に噓うそは感じられない。本当なのだ。

　マズイ。うれしくて涙が出そうだ。

「よ、よーし、それじゃ、急いで追いかけるぞ！」

「お～！」

　珍しくこちらに話しかけてこずに仕事をしているセルセラに席を外すことを告げ、志郎は茉琴を追いかけた。

　しかし、遅かったようだ。茉琴の姿は、どこにも見つけることができなかった。

「……転生するためには、ここに来るしかない」

　その時、ちゃんと説得しよう。投げやりになるな。幸せになれ、と。

　第１転生課に戻ってきて、自分の席に着いた時だった。

　影が差す。何だ？　と顔を上げると、

「様子を見に来てみれば……やっぱり。ここが取り潰しになるのも時間の問題ですわね」

　身長一五八センチくらいに見える浅黒い肌の美少女がいて、そんなことを言ったのだった。
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　その少女は桃色の髪、キツい印象を与えるつり目は茶色、耳はフィリアと同じように長く、浅黒い肌と相まって、ダークエルフという単語が志し郎ろうの頭の中に思い浮かんだ。

　が、すぐにそんな場合ではないと思い直す。

「面談は番号で呼ばれるんだ。自分の番号が表示されるまで、あそこの長椅子に座って待ってて欲しいんだけど」

「何を言っているんですの？　私わたくし、面談に来たわけではありませんわ」

　では、何の用があるのだろうと思っていたら、背筋が、ゾクッ!!　となった。寒気とは違う。何だか嫌な感じだ。

「どうしてあなたがここにいるの？」

　後ろからの声はフィリアのものだ。しかしそれは志郎が初めて聞く、鋭いものだった。

　見れば、ダークエルフに向けられる視線や表情も厳しい。

　フィリアをこんなふうにさせるダークエルフは、いったい何者なのだ。

「あいつはウィルゴ。第２転生課の課長さ」

　つまり、ダークエルフではなく、この世界の住人。精霊。

　教えてくれたのは、セルセラだった。当然のように面談の途中だ。さっきはちゃんと仕事をしていたのに。

　面談中、セルセラに放っておかれた死者に提案したことがある。担当を代わるかと。だが、死者は断った。その必要はない、セルセラがいい。あの豪ごう放ほう磊らい落らくな感じがいいのだと。

　セルセラが継続面談している死者たちは、そういうマニアックな層ばかりらしい。本人たちがいいならいいかと思うようになった。

　だが、それはそれだ。

「セルセラ先輩、かわいいお嫁さんになるつもりないのか？」

「ウメっち。世の中には向き不向きがあるって知ってるか？」

「だったらどうして働くことにしたんだよ!?」

「まったく不思議な話もあるんだなー？」

「まさか自分で言うか!?　しかもあどけない感じが意外とかわいいし……！」

「ちょ、いきなりかわいいとか言うなんて、ウメっち、卑ひ怯きようだろっ!?」

　この程度でもセルセラはかなりうれしいようで、ものすごい勢いでしっぽを振った。世界を滅亡寸前まで追い詰めた元魔王は、意外とチョロいのかもしれない。

「で、セルセラ先輩、第２転生課って？」

「ん？　ああ、その話だったな。第２転生課ってのは、増加傾向にある、まだ転生できていない死者に対応するため、ウィルゴが創設した部署なんだ。で──」

　ウィルゴがフィリアを強い眼まな差ざしで見据えている。まるで敵と対たい峙じしているかのような雰囲気だが、それはフィリアも同じだった。

　ウィルゴがフィリアに言う。

「本来であれば、第２転生課など作る必要などなかったのですわ。ですが、どこかの誰かさんが『悔いのない転生ライフ』とやらにこだわって、執しつ拗ように面談を繰り返すせいで、死者は増える一方で、そのまま放っておけば、死者で溢あふれかえることになる……だから、必要に迫られて、作らざるを得なかったのですわ」

　志し郎ろうはカウンターの向こう側を見た。たくさんの死者で溢れている。

　ウィルゴの言うとおり、納得するまで面談を繰り返しているせいかもしれない。だが、それは悔いのない転生ライフのためには、絶対に必要なことだ。妥協することはできない。

　それより、ウィルゴの言葉で気になることがあった。

「ちょっと聞きたいんだけど。増える死者に対応するために第２転生課を作ったっていうのは、間違いないのか？」

「誰ですの、あなた？」

　言われて、志郎は自己紹介したが、ウィルゴは名乗らなかった。感じが悪い。

　それだけならまだしも、

「で、何が言いたいんですの、あなた？」

　名前を覚えるつもりはないらしい。なら、どうして聞いたんだと言いたい。

　レンが「落ち着いてなの！」と志郎に体当たりをぶちかまして「ぐふっ!?」となっていなかったら、怒りを爆発させていたかもしれない。

「レンに感謝するんだな！」

「わけがわかりませんわ!?」

　知ったことではない。質問を続ける。

「さっき、この第１転生課が取り潰されるみたいなことを言ったじゃないか。それじゃ結局、増える死者に対応できないんじゃないのか？」

「第１転生課は潰れねーよ」

　答えたのはウィルゴではなく、セルセラだった。

「ただ、やり方が変わるってだけで」

「やり方が……変わる？」

　セルセラの話を要約すると、こうだ。

　とにかく第１転生課は効率が悪い。現在進行形で増え続けている死者に、対応し切れていない。一方、ウィルゴが創設した第２転生課は、対応できている。

　だから、ウィルゴは、第１転生課も、自分と同じやり方を取るべきだと言い出した。だが、フィリアは、ウィルゴのやり方は間違っていると猛反発。

　フィリアとウィルゴは自分のやり方こそ至上であると譲らず、一触即発の状態に。

　それを、この世界の神が執とり成なした。

「そうなのか。神様が……って、えぇっ!?　この世界に神様なんているのか!?」

「いるよ、いるに決まってんだろ。何言ってんだよ、ウメっち。大丈夫か？」

　セルセラに心配されてしまった。何だか悔しい。

　それはさておき、この世界の神様は、それはそれは、ものすごい美女らしい。しかもセルセラよりもナイスバディなのだとか。

　その神様は言ったそうだ。ノルマを決めて、第１転生課が期日までにそれを達成できなかったら、やり方を変えるというのはどうかと。

「……なるほど。第１転生課が取り潰されるというのは、そのやり方を変えさせられることで、実質的に取り潰されるみたいなことなのか」

「そういうことさ、ウメっち」

　ウィルゴが言う。

「フィリアさん、あなたのやり方は自己満足に他人を巻き込んでいるだけですわ！　偽善ですわ！」

「違うわ！　悔いのない転生ライフをコーディネートすること。それが大事なの！　わたしの自己満足なんかじゃ、絶対にない！」

　二人が衝突する。お互いに絶対に譲らないという雰囲気を醸し出し、みなぎる気迫が空気を伝って、びりびりする。

「いいえ、あなたの自己満足ですわ！　そして、早く負けを認めるべきですわ！　遅れれば遅れるほど、それだけ死者を待たせることになるのですから！」

　ウィルゴは去っていった。何だか嫌な感じの空気を残して。

「時々、あんな感じでやってくるんだよ。敵情視察なのかねー？」

　セルセラの言葉に頷うなずいていると、フィリアが、

「空気を悪くしてごめんね」

　そんなことを言って微笑み、自分の席に戻っていく。

　あんな嫌な奴を相手にしたら、志し郎ろうならレンを撫なで回すなどして一度気持ちをリセットしたくなるものだが、フィリアは「よしっ」の一言で、気持ちを切り替えられるようだ。

　その姿を見ながらすごいと思いつつ、志郎はセルセラに聞いた。

「そのノルマって達成できそうなのか？」

　何となく嫌な予感がして尋ねたのだが、セルセラが笑みを浮かべたことでほっとした。

「よかった。達成できるんだな」

「まさか。その逆さ」

「ならどうして笑ったんだよ!?」

「知らねーのか、ウメっち。困ってる時こそ笑うべきなんだよ！」

「何だよそのちょっとした人生哲学みたいなの！　かっこいいじゃないか！」

「マジで!?」

　相そう好ごうを崩して喜ぶセルセラは、あまりかっこよくはなかった。

　改めてノルマがどれほどなのか尋ねた。期間は残り一ヵ月。その間に転生させなければいけない死者数は約一〇〇〇万人。第１転生課の職員数は志し郎ろうも含めて一九八人。一人、一日一七〇〇人弱転生させれば達成できる計算だ。

「で、できるのか……？」

　途方もない数字に、志郎は圧倒された。

「転生させるだけなら簡単だし、休まずがんばればあるいは何とかなるかもだろうけどなー。けど、ウメっち。ここのモットーはなんだ？」

「悔いのない転生ライフをコーディネートすること」

「そうだ。ウィルゴが言ったとおりなんだよ。ぶっちゃけ、ノルマ達成は無理だぜ」

「そんな……」

　第１転生課が潰れる？　本当に？

「けど、フィリるんは諦めてねー。言っただろ？　あいつは寝てねーって。それは何も死者がいつ転生するって言い出すかわからねーからってだけじゃねー。寝る間も惜しんで面談して、悔いのねー転生ライフを設計してるんだ」

　すげー奴だぜ、とフィリアに目を向け、セルセラは言った。

　志郎はフィリアをすごいと思った。

　だが、違った。彼女はそれ以上だったのだ。
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　志し郎ろうはレンと一緒に、第１転生課の近くにある食堂で、お好み焼きを食べていた。

　第１転生課は堅けん牢ろうな城みたいな建物の中にある。その周りをいかにもファンタジーな街並みが取り囲み、さらにそれを石の壁がぐるりと囲っている。

　この建物には、食堂の他に、図書館、フィットネス施設、温泉施設、居住用の施設などが入っていて、そのすべてが、ここに勤める職員のためにある。

　なので、この食堂は本来は職員専用なのだが、死者にも開放されていて、無料で食事することができた。

　ただ、本当なら、死者が何かを口にする必要はないのだ。そもそも死んでいるし、食べても栄養になることがない。それでも食べてしまうのは、生きていた頃の習慣だった。

　というわけで、まったく栄養にならないお好み焼きを食べているわけだが、

「……当たり前のようにあるんだよな」

　異世界で食事と言えば、マヨネーズを開発したり、あるいはプリンやホットケーキ、クレープといった簡単なデザートを使って権力者に取り入ったり、そのレシピを売り出したりして金を稼ぎまくる食事無双がお約束だと志郎は思っている。

　だが、志郎がここで食事無双することはできない。今食べているお好み焼きもそうだし、それ以外にも、食事無双できそうな食べものが当たり前のように提供されている。

　食堂のおばちゃん（精霊）に聞いた話では、志郎と同じ日本人が広めたんだとか。

　志郎と同じように転生ポイントが足りず、転生課で臨時職員として働きながら、転生ポイントを貯めていたらしい。

　果たしてその人物は、今ごろ、悔いのない転生ライフを送っているのだろうか。

　同じように働いている身として気になるが、そんなことを考えている場合ではなかったことを思い出す。

　第１転生課で働き始めて二週間が過ぎようとしているのに、志郎はまだ誰も転生させることができていないのだ。

　さらに、先週、約一〇〇〇万人の死者を一ヵ月以内に転生させなければ、第１転生課が潰れるという情報まで飛び込んできた。そんなことになったら、志郎はどうすればいいのか。

「……よし」

　志郎は残っていたお好み焼きを一気に頰ばり、歩き出す。

「どこに行くの？　そっちは第１転生課とは逆の方向なの」

　頭上のレンが聞いてくる。

「第２転生課に行こうかと思って。第１転生課と違うやり方がどんなものなのか、気になるんだ」

「偵察なの！」

　それから、第２転生課はどんなところだろうと、夢中になって話していたのがいけなかったのだろうか。気がついた時、志し郎ろうたちは尖せん塔とうの天てつ辺ぺんみたいな場所にいた。

「ここが第２転生課なの？」

「一人も死者がいない時点で、それはないだろうな」

「つまり？」

「……どうやら認めなけりゃいけないみたいだな。迷ってしまったという現実を！」

　何となく、かっこつけて言ってみた。

「シロー、かっこいいの！」

　今のはどう考えてもすべったと思ったのだが、レンがそう言うのでかっこよかったのだ。間違いない。志郎はレンにありがとうを伝えた。

「さて、そういうわけだから、戻らないとな」

　そう口にした時だ。

「あなたたち、何をしているのかしら？」

　周りを見るが、姿はない。幻聴か？

「ここよ、ここ」

　柱の陰から聞こえてくる。

　見れば、先日、出会った人物がいた。

「楽隠居のみつえちゃん！」

「え、誰それ？」

「言った本人が忘れている!?」

「冗談よ。でも、特別にフィスィって呼ぶことを許可したはずだけど？」

　色っぽい感じでそんなことを言いながら、フィスィがこちらにやってくる。

「あー、わかりましたよ、フィスィ」

「よろしい」

「で、フィスィはどうしてこんなところに？」

「こんなところとはひどいわね。私のお気に入りの場所なのよ？　ここから見える景色を見ていると、仕事のことを忘れられるんだから」

「どんな仕事をしてるんだ？」

「それより、あなたたちはどうしてここに？」

「あからさまに誤魔化そうとしてる？」

「さあ、何のことかしら？」

　答えたくないこともあるだろうと思い、志し郎ろうはフィスィの質問に答えた。第２転生課に行こうと思っていたのに、気がついたらここにたどり着いてしまったと。

「大丈夫？　ここは第２転生課じゃないわよ？」

「知ってるよ！　気づいてるよ！　これから戻るところだったんだよ！　だからそんなかわいそうな目で見ないでくださいお願いします！」

　フィスィが「冗談よ」と笑ってから、

「なら、私が案内してあげる。私、困っている人を見たら、放っておけない性分なの」

「ちりめん問屋の隠居ってのは、どこの世界でもお節介焼きなんだな」

　──というわけで、フィスィに案内され、第２転生課にやってきた。

「ここよ」

　ありがとうと礼を言うと、フィスィは笑顔を残して立ち去った。

　昼飯を食べると言って第１転生課を抜け出してきたので、そろそろ戻る必要がある。

「レン、時間がない。急いで覗のぞくぞ」

「ラジャーなのー！」
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「これは……」

　カウンターや長椅子があるという見た感じこそ第１転生課と同じだが、職員の数が違う。多い。

「君は……？」

「え？」

　振り返れば、長い金髪を後ろでちょろっと結び、茶色の目をした冴さえない二〇代ぐらいの男が立っていた。身長は志郎よりグッと高く、おそらく一八〇センチはあるだろう。

　まずい。偵察することに夢中になって、気づかれた時の言い訳を考えていなかった。

　いや、待て。落ち着け。大丈夫だ。まだ自分たちが第１転生課の者だとバレてはいない。

「第１転生課の人だよね」

「何でバレた!?」

「え、それ、本気で言ってる!?　だってその制服、第１転生課のものじゃないか」

「くっ、そうだった……！」

　うっかりすぎる。志郎が落ち込んでいると、レンが「大丈夫なの」と慰めるように、ぽよよんとした体でやさしく包み込んでくる。

「ちょ、君、スライムに食べられてない!?」

　志し郎ろうを第１転生課の職員と見抜いた男がそんなことを言うが、あり得ない。

「俺とレンは友だちなんだ。友だちにそんなことするわけないだろ。な、レン？」

「そうなの！　レンはシローのことが大好きなの！」

　微妙に答えになっていないような気がしたが、志郎の気のせいだろう。それより、

「大好きなんて言われると照れるじゃないか。俺もレンのこと、大好きだぞ？」

　友情とはとてもいいものである。

「まあ、君がそれでいいならいいんだけど。それより、ここには偵察しに来たんだよね？」

　今度は驚いたりしない。第１転生課の志郎がここに来た理由は、それ以外には考えられないからだ。

「早く戻ったほうがいい」

「つまり、見られたらマズイものがあるんだな？」

「違うよ」

「噓うそだ。何か秘密があるに違いない」

　レンが「そうなの！」と同意する。

「だから違うって。そういうのは別にないよ。ただ、あの人に見つかるとうるさいから。あの人、第１転生課を目の敵かたきにしてるから」

「シャッテン、誰と話しているんですの？」

「……遅かったみたいだ」

　シャッテンと呼ばれた彼が顔を手で覆う。

　ウィルゴが現れた。

「その制服は第１転生課の……。なるほど、そういうことですのね。あの子が私わたくしの第２転生課を偵察してこいと、そう言ったんですのね」

「違う。フィリアはそんなこと言わない。ここに来たのは俺の意思だ」

「かばう必要はありませんわ。あの子は自分では立派だと思っているモットーを掲げ、他人を振り回すひどい人物、そう、自分勝手を極めた、迷惑の権化とも呼べる存在なのですから」

　フィリアのことを嫌いすぎだ。彼女のフィリアを語る言葉には強い憎悪しか感じない。

「悔いのない転生ライフをコーディネートすることの、どこが自分勝手なんだよ」

　彼女とフィリアの間に何があったのかは知らない。ただ、フィリアに対する暴言が許せなかった。志郎はウィルゴを鋭く睨にらみつける。

　そんな志郎を、彼女は哀れむように見る。

「来なさい。あなたに、第２転生課のやり方を見せてあげますわ。そうすれば、あの子が自分勝手な思いを死者に押しつける、どれだけわがままな存在かわかるというものですわ」

　志し郎ろうの返事も待たずに、ウィルゴがシャッテンをつれて歩き出す。

　フィリアがどれだけがんばっているか知らずに好き勝手言うな。フィリアが自分勝手でわがままなら、どうしてあんなにがんばれるんだ。二四時間、休むことなく、死者のことばかり考えて。

「どうするの、シロー？」

　頭上のレンが聞いてくる。

　ウィルゴにつき合う義理など志郎にはない。もうそろそろ帰らないとまずいというのもある。だが、志郎はウィルゴの背中を追いかけた。

　ウィルゴがどんなことをやっているのか確かめる。きっと、彼女こそが自分勝手で、わがままに違いないのだ。

　死者と面談する受付カウンターの、職員側にウィルゴが立つ。その隣に志郎が並ぶと、彼女が言った。

「質問に答えなさい。あなたには、どう見えますの？」

「どう見えるって……第１転生課より職員が多いな」

　一番初めに、感じたとおりだ。

　あの時は面談者側からだったが、職員側から見てもそれは変わらない。いや、若干だが、待機している死者の数が少ないだろうか。

　だが、差異はそれくらいだ。

　これで、どうして、フィリアのことを悪あし様ざまに言うことができるというのか。

「まあ、そうですわね。表面上はそうかもしれませんわね」

「表面上？　裏はまったく違うとでも言いたげだな」

「あら、気づきました？　ええ、そうですわ。中身がまったく違うのですわ。第２転生課では死者をランク分けします」

「ランク分け？」

「そうですわ。転生ポイントが多い者から順に、ＳＳＳ、ＳＳ、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇという感じですわ」

「なるほど、基本だな」

「基本？　それは何ですの？」

「何でもない」

　つい、いつもの調子で、志郎的ラノベあるあるを口にしてしまっただけである。

「で、ランク分けしてどうするんだよ？　そんなことして、何か意味があるのか？」

　そんなこともわからないのか。そんな眼まな差ざしをウィルゴが向けてきて、イラッとする。

「よく聞きなさい。ランクごとに転生形式フオーマツトがいくつか用意されていて、その中から選ばせるんですわ。そうすることで、面談にかかる時間を短縮できる、これは画期的なアイデアなのですわ」

　ウィルゴの言っていることは理解できた。そうすることで彼女の言うとおり、時間は短縮できるだろう。だが、それでは、

「おい、本人の思いはどうなるんだ？　生きていた時にやり残したこととか、後悔もあるはずだろ？」

「……悔いのない転生ライフをコーディネートする。第１転生課のモットーですわね」

「ああ、そうだ」

　転生ポイントを稼ぐために始めた仕事だが、それなりに多くの死者と面談を重ねたことで、志し郎ろうは思った。この人たちの後悔を何とかしたい。やり残してきた思いを、悔いを、どうにかしたい、と。

　せっかく生まれ変わることができるのだ。そのチャンスを手に入れることができたのだ。後悔がなくなるような、幸福な日々を、転生して過ごして欲しい。そう思うことは間違ってはいないはずだ。絶対に。

　だからこそ思う。転生ポイントでランク分け？　ランクごとに転生形式フオーマツトをあらかじめ用意しておく？　そんなことで死者の思いに応えられるわけがない。

　死者の後悔は、一〇人いれば、一〇人とも違う。型にはめるような、そんなやり方ができるわけがない。ウィルゴのやり方は、絶対に、間違っている。

「あの顔を見ても、あなたは同じことが言えるんですの？」

　ウィルゴが指したのは、死者と職員の面談が、今、まさに終わったところだった。

「あれがなんだよ」

「まだわかりませんの？」

「だから、いったい何が──え、どうして？」

　戸惑う志郎。死者が笑みを浮かべていたのだ。そこから感じ取れるのは希望、夢、未来といった、ポジティブな感情ばかり。ネガティブな感情は、どこにも、見つけられない。

「おかしいだろ……」

　死者の後悔は十人十色で、こんなふうに、型にはまったやり方で、満ち足りることなど、できるはずがないのだ。

「わからないんですの？　生きていた時のしがらみや苦しみから、ようやく解放されるからですわ」

「解放……？」

「そうですわ。新しい世界で、新しい人生を過ごすというのは、そういうことでもあるのですわ」

「…………」

「あの子が死者を振り回しているといった理由が、これでわかったはずですわ。フィリアは自分勝手な正義感を振りかざし、死者に生前の苦悩や葛藤を引きずらせているのですわ。迅速に新しい世界、新しい生き方を提示して、苦悩や葛藤から解放する。それこそが転生課の役割だと、私わたくしは考えているのですわ」
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　志し郎ろうは言いたい放題のウィルゴに、何か言おうとした。だが、できなかった。

　志郎にできたことは、何も言い返せないまま、その場を去ることだけだった。

「……シロー、元気がないの」

　頭上から肩口に下りてきたレンが、わがままボディならぬぷにぷにボディを頰に擦りつけてくる。心配してくれているのだ。

「……ありがとな、レン。俺なら大丈夫だ」

　レンのぷにぷにボディを撫なでながら、志郎は心の中で考える。

　第１転生課の、フィリアのやり方こそが正しい、唯一無二の方法だと、そう思っていた。

　だが、本当にそうなのか。ウィルゴのやり方を目まの当たりにして、その思いが揺らいだ。

　本当に正しいのはどっちなのだ。

　第１転生課に戻ってくると、大声がした。

「これでいいって言ってるでしょ!?」

　茉ま琴ことだ。顔を険しくして、フィリアを睨にらみつけていた。

「またか」

「おう、まただぜ」

　志郎の呟つぶやきにすぐ近くから反応が返ってきて、ビクッ!!　となった。セルセラだった。

　志郎たちが『また』と言ったのは、ここ最近、茉琴が第１転生課で、怒鳴らない日がないからだ。

　茉琴は自分の転生に投げやりで、だがそれでは、悔いのない転生ライフをコーディネートすることをモットーに掲げる第１転生課では転生させられない。どれだけ彼女自身がそれでいいと言ってもだ。

　だが、彼女は、そんなことは知らないとばかりに、志郎が転生させないのだったらと、セルセラの元へ行き、セルセラが駄目だとわかれば他の職員のところへ。

　で、今日は、フィリアのところに向かったようだ。

　しかし、それは、一番選んではいけない選択肢だった。なぜなら、誰よりフィリアこそが、第１転生課のモットーを遵守しているのだから。

　つまり、茉ま琴ことは怒るだけ無駄で、早く転生したいのなら、自分の転生にもっと真剣に向き合うべきなのだ。

　何より、彼女には億を超える潤沢な転生ポイントがあり、生きている間の後悔を解消できるかもしれないチャンスがあるのに、どうしてもっと真剣にならないんだ──と、今までの志し郎ろうなら、思っていただろう。

　茉琴を見る。転生できないことに、転生させないフィリアに、端整な顔を真っ赤にして、歪ゆがめて、怒りをあらわにしている。だが、それだけか？

　違う。苦しんでいる。彼女は声優になりたかった。だが、なれなかった。なれないまま死んだ。その思いを、忘れられないまま、ずっと引きずっているのだ。

　順番待ちをしている死者たちに目を向ける。

　暗い顔をしている者が圧倒的に多い。死んでいるのだ。当然といえば当然だが、それだけが理由ではないはずだ。

　志郎が継続面談を担当している死者たちもそうだ。暗く、苦しそうな顔をしている者たちがいたではないか。

　茉琴がフィリアを睨にらみつけ、フィリアはそれを真っ向から受け止める。お互いに譲る気持ちはまったくない。

「シロー？」

　レンが声をかけてくるが、志郎は応えず、二人のそばまで近づいた。

「ちょっといいか」

「……何？」

　茉琴が眼光鋭く睨んでくる。志郎は彼女を転生させなかった最初の人物であり、それは納得できる反応だ。

　しかし、志郎が声をかけたのは、茉琴ではない。

「フィリア。隈くま坂さかがいいって言ってるんだから、転生させてもいいんじゃないのか？」

　フィリアが目を見開く。

「志郎くん、第１転生課のモットーを忘れたの!?　ここのモットーは……！」

「忘れてない」

「だ、だったら、どうしてそんなことを言うの……!?」

　理解できない。フィリアの顔に滲にじんだ困惑に、志郎はなぜか胸の奥が苦しくなった。

「……ほら、生きていた時の苦しみとか後悔から、早く解放されたほうが、そのほうがいいんじゃないかって思ったんだよ」

　そう、思ったのだ。

「悔いのない転生ライフを設計して、提案する。それはすごく立派だと思うし、俺自身もそうしたいと思ってる。けどさ、みんながみんな、そうしてほしいとは限らないんじゃないか？」

「……志し郎ろうくん、正直に答えて」

「え、何を？」

「あの子の──ウィルゴのところへ行った？」

　フィリアがじっと見つめてくる。

　志郎は視線を逸らした。

「………………そう、行ったのね」

　重苦しい、フィリアのため息。

　慌てて言い訳したくなる。だが、そんなことをする必要があるのか？　志郎はただ、第２転生課がどんなところか見に行ってみただけ。何も悪いことはしていないではないか。

　だというのに、胸の奥がモヤモヤする。どうしてだろう。

「なぁ、ウメっち」

　セルセラが近づいてきて志郎の肩を叩たたく。

「第２転生課のやり方は迅速だよ。それは確かだ。けどな、あいつの考え方の根底には、さっさと転生して、そこで駄目でも、また転生してやり直せばいいっていうのがあるんだよ」

　志郎はその考え方に衝撃を受けた。転生して、それが気に入らなければ、また転生してやり直す。それができるなら、やはりウィルゴのやり方がいいのではないか？

「それなら、嫌なことはさっさと忘れられるし、後悔しても何度でもやり直せる……」

「まあ、そう考えれば、いいこと尽ずくめなんだけどなー？」

「何かあるのか？」

　答えたのはセルセラではなく、フィリアだった。

「問題があるの。決して見過ごせない、大きな問題が」

「大きな問題？」

「あの子の考え方は、何度でも転生できることが前提になっているわよね」

「え、できるんじゃないのか？」

「できるかもしれない。でも、できないかもしれない。だって、魂は劣化するから」

「は？」

「転生すると、魂は劣化するの。そして、劣化した魂が次の転生に耐えられるかどうかは、誰にもわからないわ」

「ちょ、ちょっと待って！」

　志郎は混乱してまとまらない頭を使って、無理矢理に思考した。

「それはつまり、もう一度、転生できるとは限らないってことなのか!?」

「そうよ」

　フィリアが頷うなずいた──頷いてしまった。

「そんな……」

　呆ぼう然ぜんとなった志し郎ろうの頭に思い浮かんだのは、第２転生課で転生していった死者たちのことだった。

　ランクごとに用意された転生形式フオーマツトの中からひとつを選んで、転生していった。生前の苦しみや後悔から解放され、よかったと思っていた。だが、あれが、一時の気の迷いだったとしたら？　転生した先で、こんなはずではなかったのにとなったら？

「わたしだって転生課の職員だもの。生きていた時の苦しみや後悔から少しでも早く解放してあげたいと思っているわ。でも、一度転生すると魂が劣化して、次も必ず転生できるとは限らないからこそ、悔いのない転生ライフをコーディネートする必要があると、わたしは考えているの。何度も繰り返し面談を行うのはそのためだし、最終確認として転生体験をするのもそう。転生体験をした後、少しでも迷いがあるなら、わたしは転生を承認しないわ。……もちろん、それでも転生した後、絶対に後悔しないとは言い切れないんだけど。でも、それでも、わたしは今のやり方を続けるわ」

　真摯な、訴えるようなフィリアの声は、志郎の心に、素直に染みこんだ。

　そのとおりだと、志郎は思った。

　だが、みんながみんな、そう思うわけではないのだ。ウィルゴがそうだったように。

　茉ま琴ことも、フィリアとは違う考えを持っていた。

「それはあんたの考え方でしょ！」

　茉琴が吠ほえる。声優としてデビューするため鍛えていた喉の力を十二分に発揮して。

「持論を押しつけるな！　あたしはさっさと転生したいの！　転生して、思いどおりにいかなかった過去を忘れたいの！　転生できるならどこだっていいのよ!!」

「そう。でも、わたしの意見は変わらないわ。今の段階であなたを転生させることはできません。──絶対に」

　茉琴が敵を見るような眼まな差ざしでフィリアを射貫く。フィリアは怯ひるまない。

　先に折れたのは茉琴だった。顔をくしゃくしゃに歪ゆがめ、背中を向ける。

「隈くま坂さか……！」

　止める志郎の声は届かず、茉琴は姿を消した。

「わたしが恨まれるのはかまわない。ただ、二度と後悔して欲しくないだけ」

「フィリア……」

「ね、志郎くん。悔いのない転生ライフをコーディネートするのが第１転生課のモットーよ」

「あ、うん」

「でも、わたしはそれを無理強いするつもりはないの。あの子の、ウィルゴのところへ行きたいなら、行ってもいいと思う」

「え？」

「ウィルゴのやり方なら、短時間でたくさん転生させることができるのは本当のことだし、そのほうが転生ポイントを早く貯めることができるでしょ？　第１転生課にいたら、志郎くんが望む転生がいつまで経ってもできないかもしれないもの」

　それは考えていなかったが、フィリアの言うとおりではある。

「け、けど、ノルマを達成できなければ、第１転生課は実質的に取り潰されることになるんじゃないのか？　今は一人でも人手が欲しいんじゃ……」

「志し郎ろうくん一人いなくても問題はないわ。今までそれでやってきたんだもの。……ウィルゴのところへ行くつもりがあるなら、話はつけるから、いつでも言ってね」

　それだけ言うと、もう話すことは何もないといわんばかりに、フィリアは持ち場へ戻ってしまった。

　志郎は声をかけようとして、だが、何を言えばいいのかわからなくて、口ごもることしかできなかった。
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「……知らない天井だ」

　元ネタはアニメだが、志郎が口にしたのは、ラノベで──特に異世界転生もので、使われているほうだ。台詞は同じだが、志郎的にはそこにはこだわっていきたい所存なのである。

　だが、それは知らない天井ではなく、知っている天井だった。

　第１転生課職員用宿舎の、志郎に貸し与えられた一室。

　第２転生課に行ってもいいと言われた翌日、備え付けられているベッドの上で体を起こす。

「眠れなかったみたいだけど、大丈夫なの？」

　枕元でぽぷんと揺れるレンが言った。

　志郎とレンは、ここで共同生活を送っていた。レンがそうしたいと言ったからだ。

　もちろん、最初は駄目だと断った。フィリアやセルセラ、他の第１転生課の職員たちも間違いが起こってはまずいと反対した。レンは女の子なのだ。スライムだが。

　だが、どうしても一緒にいたいというレンに押し切られた。

　今のところ、みんなが心配するような間違いは起こっていない。

　レンをぽんぽんと撫なでてから、志し郎ろうは立ち上がる。レンがじっと見てくる。

「どうした？」

「どうするか決めた、そんな顔をしているの」

「そうか。わかるか」

「シローがどこに行くにしても、レンはシローについて行くの」

　レンならそう言うと思っていた。

「いいのか？」

「言ったはずなの。レンはシローと一緒に転生したいの！　レンはシローとずっと一緒なの！」

「……そっか。ありがとな、レン」

　一人じゃないということが、こんなにも心強いと思ったことはない。

　制服に着替えた志郎はレンを定位置となっている頭の上に乗せると部屋を出た。

　自分が下した決断は、ある意味、大変な選択だ。だが、そこに迷いはない。問題があるとすれば、フィリアにどう伝えるかだ。

　第１転生課にやってくる。

　受付カウンターの向こうには、今日も当たり前のように、死者が多く集まっていた。

　その表情は、やはり暗い。生きていた時の苦悩や後悔のせいだろう。

　そんなことを思っていると、セルセラがこちらに気づいて、怪け訝げんな顔をした。

「ウメっちじゃねーか。どーした？　まだ担当時間じゃねーだろ」

「そういうセルセラ先輩は担当時間なのに相変わらず仕事してないな……」

「ちょ、そんなに褒めるなよっ。照れるだろっ!?」

　本気で照れているっぽいところが始末に負えないし、真っ赤になって猫耳を両手でくしくしする姿がかわいいのも始末に負えない。

「フィリアに話したいことがあって」

「フィリるん？　どこかに行くって言って出て行った……ああ、ちょうど戻ってきたぜ」

　セルセラが指さす方を見れば、フィリアがいた。

　顔色が悪い。今日も休んでいないのだろう。死者のために無理をしているのだ。

　志郎が見ていることにフィリアが気がついた。怪訝な顔をする。おそらく、セルセラと同じ理由に違いない。担当時間ではないのに、志郎がいるから。

「フィリア。君に話したいことがあるんだ。その、大事な話なんだ」

　フィリアは唇を嚙かみしめ、沈鬱な顔をしたが、すぐに真面目な顔になった。

「………………そう。わかったわ」
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　人気のない、邪魔が入らない場所に移動して話をする。

「……それで、話っていうのは？」

　ここに来るまで、フィリアはずっと志し郎ろうに背中を向けていた。

　今もだ。だから、どんな表情をしているのか、わからない。

　まるで拒絶されているみたいな感じに、志郎の気持ちがしぼんでいく。それでも、伝えなければいけない。志郎が下した決断を。

「転生のことだ」

「……っ」

「俺、フィリアのやり方しか知らなかったから、それが正しいんだと思ってた。でも、ウィルゴのやり方を知って──」

「考え方が変わった？」

「……誰だって、生きていた時の苦しみや悩みから、早く解放されたいよ」

　その思いは、否定できない真理のはずだ。

　何せ、志郎自身にもある。忘れたい悩み、思い出したくもない後悔。とりわけ一番大きなことは、自分が何もしてこなかったことだ。

　楽なほうへ、流されるように生きてきた。毎日、もう少し、ほんの少しだけでも、真剣に生きていたら。生きることに、真面目だったら。

「それに、転生できるなら、とりあえず転生してみるっていうのも、そんなに悪くない考えだと思うんだ」

「………………わかったわ。ウィルゴに話は通しておくから。がんばってね、志郎くん」

　そう言って、フィリアが行こうとする。最後まで、志郎の顔を見ようともせずに。

　だが、それは叶かなわなかった。

「志郎くん……？」

　フィリアが戸惑うのが伝わってくる。──その手を通じて。

　そう、志郎がフィリアの手を摑つかんで、立ち去ろうとしたのを阻止したのだ。

「待ってくれ、フィリア！　まだ話は終わっていない！」

　フィリアは惚ほうけたまま志郎を見る。かわいい。違う。そうではない。

「俺の決断を聞いて欲しい！」

「は、はい」

　フィリアの頰がほんのりと赤くなっている。なぜだろう。

「生きていた時の失敗を、転生してからも繰り返すようなことは駄目だ。絶対に避けなくちゃいけない。だって、一度転生すると魂は劣化して、次も必ず転生できるとは限らないから。だから、失敗しない、悔いのない、よりよい転生ライフを設計して、提案する必要があるんだ」

「それって……」

「要約すると、これからもよろしくってことだ！」

「……もう、何それ。要約というより、飛躍じゃない」

　意外と決まったんじゃないかと思っていただけに、フィリアに指摘され、志し郎ろうは焦った。フィリアがくすくす笑っていることも、それに拍車をかける。笑顔が超かわいいとか思う余裕などない。少ししか。

「ね、志郎くん。このままだと、たぶん……ううん、きっと、転生ポイントをすごく貯めることは難しいと思うの。それでも、志郎くんは後悔しない？」

　フィリアは笑いを収め、真面目な顔をした。自然と、志郎も同じ顔になる。

　志郎の望みは、ラノベみたいな異世界転生をすることだ。そのためには莫ばく大だいな転生ポイントが必要なのだが、志郎は手持ちの数千ポイント以外、いまだに一ポイントも稼ぐことができていない。

　だが、第２転生課に移籍すれば、転生ポイントを荒稼ぎできるはずだ。つまり、これはチャンスなのだ。

　それを志郎は棒に振ろうとしている。惜しくないといったら噓うそになる。それでも、

「しないよ、後悔」

「本当に？」

「フィリアに誓って」

　勢いって怖い。思わずやらかしてしまったが、もう取り消せない。

　志郎が、ぐおおう！　となっていると、

「ありがとう、志郎くん！」

　フィリアが抱きついてきて、ファッ!?　となる。

　フィリアはすごくやわらかく、とてもいい香りがした。

　ラノベでは、女の子は甘い匂いがして、すごくやわらかいと書いてあったが、それは本当のことだったのだ！

　レンが、どすっ！　と体当たりしてくる。

　おかげで、志郎は我に返ることができた。

「お、おい、フィリア！　なななな何してくれちゃってるんだよ!?」

　我に返ることはできたが、心臓はあり得ないくらいバクバクしている。

「え、あ、ごめんなさい。その、すごくうれしくて」

　フィリアが恥ずかしそうに、だが、どこかうれしそうな顔をする。

「え……俺が残ることを決めたのが、そんなにうれしかったのか？」

「うん！」

　ものすごいいい笑顔でフィリアが頷うなずく。

　志し郎ろうは思った。あれ、もしかしてフィリアってば、俺のこと好きなんじゃね？　と。

　そもそも、好きでもない男子に抱きついたりしないと思うし……これは間違いない！

　なら、どうする？

　志郎も男だ。ここは男らしく、ビシッと応えるべきだろう。

「あのね、志郎くん。実は、ウィルゴにうちの課の職員を引き抜かれたりしていてね。それで人手が足りなくなってきていたの」

　聞けば、元々は一〇〇〇人以上いたらしい。

「だから、志郎くんが残るって言ってくれて、本当にうれしかった！」

　応えなくてよかった。思いきり志郎の勘違いだった。

「でも、うれしいと思ったのは……それだけじゃないの」

　まさかの展開!?　勘違いだと思ったが、そんなことはなかったという感じなのか!?

「だって、志郎くんがいてくれて、すごく助かってるの。真面目だし、対応もしっかりしているし、親身になって面談もしているし。……知ってる？　死者からの評判も、すごくいいのよ？　ふふ、モテモテね」

「フィリアってば、俺の心を弄もてあそびすぎ！」

「え、え、え!?」

　フィリアが、わけがわからないという顔をする。当然だが。

「……まあ、うん。とりあえず自爆しなくてよかったよ」

「自爆って？」

　こっちの話、と志郎はそっぽを向いて誤魔化す。

「これからもよろしくね、志郎くん」

　フィリアが手を差し出してくる。握手をしようということか。

　志郎はおっかなびっくり、その手を握る。

　すごくやわらかかった。あと、すごくすべすべしていた。

「……志郎くんの手って、大きいのね。何だか男の人って感じがするわ」

「まあ、男だからね」

「ふふ、そうよね」

　戻らないといけないからと、フィリアが戻っていった。その後ろ姿を見送り、

「まさか、フィリアにあれほど期待されてるなんて、思ってなかったぜ……！」

　うれしさがわき上がり、やる気になる志郎の足下では、ヤキモチを焼いたレンが志郎に体当たりをしていた。

「いつになく激しいんだけど……どうしたんだ、レン？」

「わからないの！」

　あまりにも元気な返事に「お、おう。……おう？」となるが、わからないのなら仕方がないなということに、志し郎ろうはしておいた。
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　第１転生課に残ることにした志郎は、シフト以外の時間にも、がんばるようになった。

　シフトの少し前に出て行き、少し遅くに帰る。そうやって数多くの面談をこなした。

　そのおかげもあって、何人か転生させることができた。

　転生が決まった時、死者は本当にうれしそうだった。だが、志郎が、死者以上に喜んだ。それこそ、涙を流して。

　ようやく転生ポイントを得ることができたという喜びもあったが、それ以上に、自分が担当した死者が、悔いのない転生ライフを送ることができると思ったら、本当にうれしくなったのだ。

　自分が涙していることに気づいた時はこっ恥ぱずかしくなって誤魔化したが、死者に「本当にありがとう。あなたが担当でよかった」と言われたら、誤魔化せないくらい泣いてしまった。

　そういうこともあって、志郎はさらにがんばった。死者のことを思い、考え、転生プランを練った。

　それは時間がかかることだった。そのせいで、面談の数はこなせず、転生数も増やすことができない。

　しかも、第１転生課には達成しなければいけないノルマがある。残りあと二週間と少しで約九九六万五〇〇〇人。これが達成できなかった時、第１転生課は実質的な取り潰しとなる。

　ジレンマだ。

　第１転生課に向かいながら、志郎が「くそっ」と舌打ちする。

「おいおい、どーしたよ、ウメっち。荒ぶってるじゃねーか」

　言ったのは、今日も同じシフトらしいセルセラだ。

「レンが心配そうにしてるぜ？」

　言われて、気づいた。いつもの頭の上ではなく肩口に乗ったレンが、心配そうな顔で志郎の頰に体を寄せているではないか。

「がんばってもがんばってもなかなかノルマ達成できなくて、焦る気持ちはあたいにもよーくわかる。でも、まずは落ち着け。そんで余裕を取り戻せ。な？」

　言われるまでもないと思ったが、指摘されるまでレンに心配されていることにも気づけなかったのだ。ようやく、自分が、あまりにも余裕を失っていたことを自覚する。

「ごめんな、レン。気づけなくて」

「ううん、レンなら気にしないの！　それよりシローは大丈夫なの？」

　レンがいい子すぎてやばい。志し郎ろうはそのぷにぷにボディを思いきり撫なで回まわした。

　そんな二人をセルセラは見つめて、ふっと笑う。

「がんばらねーといけねーのは確かだ。ノルマ達成は厳しいしな。けど、それで余裕を失ったらいい面談はできねー。これはこの仕事の基本にしてたったひとつの極意だぞ？」

「最初に聞いた基本にしてたったひとつの極意と違う!?」

「フッ、そーいうこともあるさ！」

　あってたまるか。だが、セルセラの言うとおりだ。心に余裕のない状態で、いい転生プランを設計することはできない。面談をしながら気づいたことだが、遊び心も大切だったりするのだ。

「セルセラ先輩、時々いいこと言うな」

「そんなに褒めても、何も出ねーぜ？」

　それほど褒めてはいないのだが。セルセラがうれしそうなので、まあいいことにする。

　余裕を持とう。現実は思うようにいかないが、余裕を持たなければ駄目だ。

　そんなことを思いながら第１転生課にたどり着く。いつもと雰囲気が違った。

　どうしたのか。近くにいた職員に尋ねると、衝撃の答えが返ってきた。

「フィリアが倒れたって……大丈夫なのか!?　なあ、どうなんだよ!?」

「落ち着け、ウメっち。そんなに揺さぶったら、そいつも話すに話せねーよ」

「え、あ、ああ、そう、だよな」

　深呼吸して、気持ちを落ち着かせてから、話を聞く。

　フィリアは面談をしながら意識を失ったらしいが、原因は単なる過労で、今は休憩室で寝ているらしい。

　よかったと安あん堵どすると同時に、無理もないとも思った。

　フィリアは休みなく働いていた。つまり、いつ倒れてもおかしくない状態だったのだ。

　とりあえず、しばらくフィリアは動けない。いや、休ませなければいけない。

　なので、その分、みんなでがんばろう！　という感じになったのだが……。

　一部の職員が、不安そうな顔をしていた。

　それだけではない。小声で、「やはり、ノルマ達成は無理だったんだ」みたいなことを口にしていた。フィリアが倒れたせいで、弱気になっているのだろう。

「あ、諦めるのかよ！　まだ期限まで日があるっていうのに！」

　気がついた時にはそう口にしていた。

　勢いって怖い。だが、それは紛れもない志郎の本心だった。

「死者に、悔いのない転生をしてもらうんだろ!?　なら、俺たちがここで諦めてどうするんだよ!?　がんばらないでどうするんだよ!?」

　勢いついでに、そこまで言い切った。

　肯定的に受け止めてもらうことができれば一番だが、たとえ反発されたとしても、気持ちが後ろ向きにならなければそれでいい。志し郎ろうはそう思った。

　果たして職員の反応はというと、肯定的に受け止めてくれる者もいたが、新人のくせに生意気言うなと反発する者も一定数いた。それは想定していたことだった。

　志郎なんかに偉そうに言われてたまるか。自分たちは志郎が働き始める前からずっとやっている。がんばっている。その意地がある。そう言って、やる気を取り戻していた。やる気が戻れば、それでいいのだ。

　だが、そうではなく、不安そうなままの職員も、少しだが残った。

「シロー？」

　レンが体をすり寄せてくる。志郎の何かを察知したのか。

「何でもない……こともないけど。まあ、仕方ないこともあるよなって思っただけだ」

　そう、仕方ないことなのだ。

　職員たちは志郎に言われずとも、すでにたくさんがんばってきている。しかも、その中でも群を抜いてがんばってきたフィリアが倒れてしまった。不安になるなというのは、どだい無理な話なのだ。

　それでも、がんばるしかないと、そう思った時だった。

「フィリア……!?」

　蒼あお白じろい顔をしたフィリアが現れたのだ。

　元より美しい少女だったが、儚はかなげな雰囲気が加味され、その美しさに磨きがかかっている。だが、それは不健全な美しさだ。

「無理したら駄目だろ！　早く戻らないと！」

「大丈夫よ。少し休んだら、具合はよくなったわ」

　どう見ても大丈夫ではないのに、フィリアは休憩室に戻ろうとしない。

「だってこれも飲んだし」

　フィリアが手に持っていた小さな瓶を見せてくる。ファイトが一発的というか、『ゆ』で始まり『る』で終わる的なものっぽい感じで、ラベルには『シャチクタンＺ』とあった。

「眠気はもちろん、疲れも取れて。すごいのよ、これ。前にここで臨時職員として働いていた人が食堂のおばさま方と開発したものなのだけど」

　精霊が栄養ドリンクシヤチクタンＺに頼って仕事する異世界……これはこれでありだなと思うラノベ脳の志郎だった。あと『シャチクタンＺ』のネーミングの元ネタは『社畜たん乙』なのではないかとも思った。いや、今はそんなことを思っている場合ではない。フィリアだ。

「担当している死者の面談があるの」

　それに、と続ける。

「わたしはここの課長よ。わたしがいないと、転生が決まった時、書類に判子が押せないでしょ」

「それはそうかもしれないけど……」

「ほら、志し郎ろうくんも仕事しないと。ラノベみたいな異世界転生、するんでしょ？　……心配してくれてありがとう。その、うれしかったわ」

　フィリアが微笑む。それはこれ以上の志郎の心配を拒絶するかのようだった。

　フィリアが長い髪を手早くまとめて、ポニーテールにする。職員たちが「課長が修羅場モードを発動した！」とか言っている。

　ポニーテールを揺らしながら受付カウンターに向かうフィリアの背中を見つめ、

「……こうなったら、俺たちががんばって、フィリアの負担を、極力減らすしかない」

「なー、ウメっち。そんなにフィリるんのことが大事なのか？　もしかして惚ほれたのか？」

「なっ!?　ほほほほ惚れたとか、なななな何言ってくれちゃってるんだよ!?」

「なるほど、図星か」

　確かにフィリアはかわいいし、好みのタイプである。しかし、惚れてなどいない。
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「そもそも、俺なんかが相手にされるわけないだろ!?」

　それは生きていた頃の記憶。

　休み時間になると、隣の席の女子が、時々、話しかけてきてくれた。あれ、この子、自分のことが好きなんじゃないか？　そう勘違いするのは、思春期男子ならば、当然だろう。そして、それは本当に勘違いだった。

　その子が運動部のエース男子と腕を組んで帰る姿を目撃した時には、告白しなくてよかったと、心の底から思ったものだった。危うく黒歴史を創造してしまうところだった。

　レンが志し郎ろうの肩口で飛び跳ねる。

「レンはシローのこと、かっこいいって思ってるの！」

「ありがとな、レン。そう言ってくれるのはレンだけだ」

　志郎はレンをぐりぐり撫なでながら、どうすればフィリアの負担を減らせるのか考えた。
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　で、志郎が思いついたフィリアの負担軽減策は、フィリアが担当している死者のうちの一部の面談を受け持つというものだった。

　志郎がそう提案すると、フィリアは迷うような顔をして、

「本当はわたしが最後まで面談したいんだけど……でも、それはわたしのわがままだものね。最近は志郎くんの面談の評判もいいし……志郎くんがそう言ってくれるなら、甘えてもいいのかな」

　などと、うれしいことを言ってくれた。

「お、おおう、任せてよ！」

「それじゃあ死者のみなさんに聞いて、代わってもいいってなった人は、お願いするわね」

　──というところまでは、この作戦の成功を確信していた志郎だったのだが……。

　面談するのが志郎でも問題ないと言ってくれた死者の分だけ手が空いたフィリアは、その分を休みをとるのに使うのではなく、積極的に面談を行っていくスタイルだったのだ。というか、今までより増えているぐらいだったりするのである。

　このままいくと、彼女は間違いなく再び倒れるはずだ。

　ノルマを達成できなければ、第１転生課が取り潰されることになる以上、仕方ない部分もある。だが、フィリア一人ががんばれば、達成できるというものでもないのだ。

　何とかできないか。面談をする一方、頭の片隅で、志郎は必死に考え続け、

「そうだ！　神様だ！」

　面談が終わった直後、叫んだ。レンが志郎の頭上で、ビクゥッ!!　となり、ずるぅっ！　と肩口まで落ちてくる。相当驚かせてしまったらしい。

「ご、ごめん！」

「大丈夫なの。で、神様がどうしたの？」

「ほら、教えてもらっただろ。ノルマを達成できなければ、実質取り潰されることになるって言い出したのは、この世界の神様だって。だから、その神様に、それを取り消してもらうように直訴するんだ！」

「なるほど、そういうことなの。そんなことを思いつくシローはすごいの！　天才なの！」

「いやいや、持ち上げすぎだって。この程度は誰でも思いつくことだ」

「そんなことないの！　シローはさすがなの！」

「そ、そうか？」

　さすがに持ち上げすぎじゃね？　と思いつつも、悪い気はしない志し郎ろうだった。

　と、志郎とレンの会話を聞いていたのだろう、セルセラが入ってきた（面談中）。

「ウメっち、神様がどこにいるか知りたいんだろ？　あたいが教えてやろうか？」

「セルセラ先輩、知ってるのか!?」

「おうっ、探せばどこかにいると思うぜ！」

「当たり前のことをめちゃくちゃいい笑顔で言い切りやがったよこの先輩！　ちくしょう、どうもありがとうございます！」

　そして仕事に戻れとも言っておいた。花嫁修業だと思ってがんばるらしい。すごい花嫁修業もあったものだ……。

　自分のシフトが終わり、志郎は、邪魔にならないようにしながら、他の職員たちにも聞いてみた。

　返ってきた答えは芳かんばしくなかった。みな、どこにいるのか知らないというのだ。

　セルセラの言うとおり、手当たり次第、探さなければいけないらしい。

　さっそく、志郎は頭上のレンとともに、この世界の神様を探すことにしたのだが。

「な、何でここに……!?」

　気がついた時には、以前来たことのある、尖せん塔とうの天てつ辺ぺんみたいな場所にいた。前回とは違う道を通ったような気がしていたのだが。

「というか、こんなところにいるわけがない。戻ろう、レン」

　言った時、

「あらあら、また会ったわね？」

　聞き覚えのある声が柱の陰から聞こえてきた。フィスィだ。相変わらず緑色の瞳はとろんとしていて、気け怠だるそうだ。

「誰かを探していたみたいだけど、いったい誰を探していたのかしら？」

　フィスィが知っているとは思えなかったが、手がかりが何もない状態で、このまま闇雲に探すよりは、少しはマシかと考え、話すことにした。

「この世界の神様を探していたんだ」

「……ふぅん。どうして探しているの？」

　志し郎ろうは理由を話した。

「なるほど、そういう理由で探しているのね」

「知っていることがあったら、何でもいい、教えて欲しい」

「フィリアちゃんは神様のお気に入りなのよ」

「そうなのか。……って、何でそんなことをフィスィが知ってるんだ？」

「どうしてだと思う？」

　フィスィがフフッと笑う。妖艶な感じにドキッとした。

「え、えっと、女の勘、とか？」

「残念。私、この世界の神様とは、まんざら知らない仲ではないのよ」

「神様と交流があるとか、フィスィって実はすごい人だったりするのか!?」

　志郎の言葉にフィスィがどこか困ったような顔をした。

　何でそんな顔をしているのか気にはなったが、それよりも大事なことがあった。

「なあ、フィスィ。大事な話があるんだ」

「あらやだ。そんな真剣な顔をして……まさか私に告白？」

「そうそう──って違うよ！　俺を、神様に会わせて欲しいんだ！」

「何、ですって!?」

「何で驚いた!?　今の話の流れ的に、そうなるのが自然だったはずだけど!?」

「冗談よ」

「……本気って言われたら、困ってたよ」

「で、会ってどうするつもりなの？」

「決まってる！　勝負をなかったことにしてもらうんだ。このままだと、フィリアが本当に倒れてしまうから」

「つまり、ノルマが達成できなくても、取り潰さないようにするっていうこと？」

「そうなるな」

「どうしてあなたがそんなことをお願いするの？　もしかしてフィリアちゃんのことが気になってるとかだったりして？」

「べ、別にそんなことないし！」

「じゃあ、かわいいと思っていないのね？」

「いや、普段、真面目にがんばってる分、にこっと笑った時とのギャップがすごくかわいいというか……って何を言わせるんだよ！」

「それはそれとして」

「くっ、人のことをからかっておいて、その一言で片づけるとは……！」

「たとえ神様に会えたとしても、その話を聞き入れることは難しいと思うわ」

「どうして？　フィリアは神様のお気に入りだって言ったじゃないか」

「ええ、そうよ」

「なら、おかしいだろ」

「いいえ。だって、それはフィリアちゃんに限った話ではないのよ」

「え？」

「がんばっている子は、みんな等しく神様のお気に入りで、誰一人、例外はないの。だから、特定の誰かに肩入れすることは絶対にないの」

「けど、達成しないといけないノルマが厳しすぎるんじゃないのか？」

「簡単に達成できるノルマで、ウィルゴちゃんが認めると思う？」

「質問に質問で返すのはずるいと思う！　……じゃあ、撤回はあり得ないのか？」

　フィスィが頷うなずき、続けた。それでも神様に会いたいかと。

「会わなくていい」

　志し郎ろうはフィスィに背中を向けた。

「どこに行くの？」

「第１転生課だ。一人でも多く面談して、転生させるために！」

　遠回りかもしれないが、結果的に、それがフィリアを楽にすることに繫つながるのだ。ノルマが達成できれば、今の、追い立てられるようなこの忙しさから解放されるのだから。

「そう。あなたはそんなにフィリアちゃんのことを思って……」

「ち、ちちち違う！　だ、だだだ第１転生課のモットーに共感しただけだ！」

「うふふ、そういうことにしておいてあげるわ。大変だと思うけど、がんばりなさい」

　フィスィが意地悪く笑った。

　志郎はその場を立ち去ろうとして、立ち止まる。怪け訝げんな顔をしているフィスィに、

「神様に伝えておいて欲しいんだ。絶対にノルマ達成してやるから、見てろよって！」

「………………」

「フィスィ、どうかしたのか？」

　自分を見つめるフィスィの眼まな差ざしが不思議なやさしさに満ちていて、志郎は首を傾かしげた。

「いいえ、何でもないわ。約束よ。しっかり伝えておくから」
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　第２転生課の課長ウィルゴは、昔からフィリアのことが大嫌いだった。

　どこが嫌いなのかと聞かれれば全部であり、それでも特に嫌いなところをあげるとすれば、あの優等生的なところだろう。いい子を演じている姿を見ると吐き気を催してくる。

　そんなウィルゴに、挨拶をしてくる者がいた。第１転生課から引き抜いてきた職員たちである。

「同じ職場で働く者同士、これからよろしくお願いいたしますわ」

　丁寧に受け答えする端から、ウィルゴは彼らのことを忘れていった。彼らのことなどどうでもよかったからだ。

　今、ウィルゴの中にあるのは、フィリアをどうやって排除するかということだけだった。

　フィリアが排除される姿を想像するだけで、ウィルゴは興奮が抑えきれない。落ちぶれた彼女を目にしたら、笑わずにはいられないだろう。きっかり二週間後にはそれが現実のものとなると思うと、楽しみで仕方がないし、今から胸がドキドキしてくる。

　志し郎ろうに向かってたいそうなことを語ったが、ウィルゴが第２転生課を創設した理由は、死者のことを思ってではない。大嫌いなフィリアを排除するためだ。それ以外のことなど、どうでもいいのだ。

　視界の隅に、シャッテンの姿が映った。

「シャッテン、いったいどこに行っていたんですの!?」

　呼びつけたシャッテンを見据える眼まな差ざしは、鋭く、厳しい。

　当然だ。シャッテンは勤務時間中なのに、ずっと席を外していたのだ。

　咎とがめられても、仕方がない。

「えっと、それは……」

「第２転生課の課長である私わたくしに言えないと？」

「そういうわけではないんですが、その、ここではちょっと」

「そうですの。なら、ついてきなさい。私の部屋で聞きますわ」

　近くにいた職員に、しばらく課長室に近づかないように厳命し、部屋に向かう。

「ほら、早くしなさい！　まったく、あなたという人は！」

　シャッテンを役立たずと罵っているかのような雰囲気が感じられる声。

　職員たちが、シャッテンに同情的な視線を向ける。これからきっと、たっぷり絞られるに違いないと考えているのだろう。

　部屋の中に入る。

「鍵を閉めなさい」

　シャッテンがもたもたした感じで、部屋の鍵を閉める。──その途端だった。

「ごめんなさいですの、ごめんなさいですの！」

　ウィルゴがシャッテンにすがりついて、謝り始めた。

「あんなキツい言い方をして、本当にごめんなさいですの！　あれは私わたくしの本意ではなくて……どうか許して欲しいんですの！」

「許すも何もありませんよ。僕はあなたの部下です。部下を[image: ]責するのは、上司であるあなたにとって、当たり前のことじゃないですか」

「……怒っていませんですの？」

「ええ、怒っていません」

「……本当ですの？」

「本当です」

　シャッテンに対し必死に許しを請う姿は、さっきとあまりにも違いすぎる。

　ウィルゴ自身も、あまりの変わり様を、理解している。だが、抑えきれないのだ。シャッテンへの想いを。

「なら、怒っていない印として、その、頭を撫なでてくださいですの」

「こうですか？」

「ふわぁ……」

　ウィルゴの顔が蕩とろける。駄目だと思っても、どうしようもない。いったいいつから、こうなってしまったのだろう。気がついた時には、ウィルゴはシャッテンの虜とりこになっていた。
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　なので、本当なら、人目がある時も、こうして甘えたいのだ。

　しかし、シャッテンがそれを許してくれない。ウィルゴはここの課長だからと。

「それで、どこに行っていたんですの？　……もしかしてフィリアのところですの？」

「どうしてそうなるんですか。違いますよ。……まだ知らせるほどのことでもないと思っているのですが──」

「あなたの話はすべて聞きたいですの！」

「わかりましたから、そんな拗すねたような顔はやめてください」

「シャッテンがイジワルするからですわ！」

「では、お話しします。第１転生課にいる僕の手の者から報告を受けていました」

「何か動きがあったと？」

「はい。第１転生課での転生数が増え始めています」

「どういうことですの!?」

「実は、ある職員ががんばっているおかげらしくて……以前、ここに来た第１転生課の少年を覚えていますか？」

　ウィルゴは考えてみるが、さっぱり思い出せなかった。

「スライムを頭に乗せた少年なのですが。その少年のアイデアで、転生数を増やしているようなのです」

　ウィルゴは苛いら立だったように、爪を嚙かむ。

「……その職員を引き抜きますわ」

「ウィルゴ様ならそう言うと思いました。ですので、接触する機会を作って、それとなく話を振ってみたのですが」

　シャッテンが首を振る。

「無理でした。第１転生課に思い入れが強いみたいで」

「要するに、フィリアが変な色気を振りまいて、その少年を虜とりこにしているわけですわね。いやらしい……」

「まあ、転生数が増えたといっても、少しばかり増えただけのようですから」

「なら、放っておいても問題ありませんわね」

　少し増えたところで、焼け石に水だ。第１転生課がノルマを達成できるわけがない。優等生フィリアが大事にしているモットーが足を引っ張り続ける限り……。

「話がそれだけなら、今度は違う話がしたいですわ！　そう、夢のあるお話を！」

「夢、ですか？」

「第１転生課を潰したあとの、フィリアの処遇についてですわ！」

「それは……少し気が早いのでは？」

　ウィルゴがとびきりの笑顔をシャッテンに向ける。

「そんなことありませんわ！　第１転生課がノルマを達成できないのはわかりきっているのですから！」

　約束の期日まで、あと二週間。

　達成しなければいけないノルマ、残り約九九一万八〇〇〇人。
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　この世界の食堂は今日も大盛況だった。

　志し郎ろうが食べているのはカレーライスだ。

　これも、以前、志郎と同じように転生ポイントを稼ぐために第１転生課で臨時職員として働いていた人物が、ここのおばちゃんに教えたものである。

「ねぇ、シロー」

「どうした、レン？　たこ焼きのお代わりか？」

　レンが食べていたのはたこ焼きだ。自分に似て、丸々としているのが気に入ったらしい。

「違うの。シローの口くち許もとにご飯がついてるの」

「ここか？」

「そこじゃなくて……レンが取ってあげるの！」

　レンがその体で志郎の顔を包み込む。呼吸ができずに「あばばば」となるが、問題ない。志郎はレンに対して全幅の信頼を置いているのだ。

　ぷにょんとした感触とともに、レンが離れる。

「はい、取れたの！」

「ありがとな、レン」

「ちょ、そこで礼を言うのはおかしいって！　今、捕食されるところだったじゃねーか!?」

　などと言っているのは、これまた一緒に食事をしていたセルセラだ。

　彼女が食べているのは、熱々のオニオングラタンスープである。猫はタマネギとか食べたら駄目だという話を聞いたことがあるのだが。さすがは元魔王ということか？

「捕食って何言ってるんだよ、セルセラ先輩。俺とレンは友だちだぞ？　そんなことレンがするわけないだろ。なー、レン？」

「そうなの！　レンはシローのことが、ひとつになりたいくらい大好きなだけなの！」

「ほらな？」

「いやいや!?　あたいには充分その気に思えんだけど!?」

　どうやらセルセラの目は、とんだ節穴のようだ。まったく困ったものである。

「……おい、ウメっち。なんか失礼なこと思ってるな？」

　ドキッ。鋭い。

「思ってない──というか、そんなことはどうでもいいんだよ！」

「ウメっち、話を誤魔化すんじゃねーよ！」

「誤魔化してなんかない！」

「シロー、誤魔化したの？」

「うん、誤魔化したな」

「なっ!?　レンとあたいとで対応が違いすぎじゃね!?」

　レンは大事な友だちだ。対応が違いすぎるのは当たり前のことではないか。

「まあ、いいけどよー。……なあ、ウメっち」

「何だよ、セルセラ先輩？」

「みんな、ウメっちに感謝してるんだぜ？　何せウメっちの提案のおかげで、ここのところ第１転生課の転生数が増えてるんだからな」

　ただし、セルセラの担当分は含まれない──とつけ加えるべきだろう。セルセラが臨時職員を始めてから今日までに転生させた数は、新人である志し郎ろうよりも少ない。一桁だ。やる気がないわけではない証拠に、相変わらず死者には好かれているのだが。

　もしかして死者がセルセラを気に入りすぎて、転生しないという可能性もあるのかもしれない。

「別に、俺は感謝されるようなことは何もしてないよ」

「まあ、確かに、それはそのとおりだけどよー」

　そうやって肯定されるとそれはそれで腹が立つが、実際、そのとおりなのだ。

　ちょっとした思いつきをみんなに提案して、実行したにすぎないのだ。

「けど、まあ、そーやってウメっちががんばっているのは、みんながみんな、認めてる。いや、がんばりすぎている、のほうが正しいか？」

「……なぁ、セルセラ先輩」

「どーした、ウメっち」

「これでさ、その、少しはフィリアの力になれてると思うか？」

　セルセラが変な顔をする。せっかくの美貌が台無しだ。

「ちょっと待て、ウメっち。どーしてここで、フィリるんの名前が出てくんだ？」

「ノルマを達成できないと、第１転生課が実質的に取り潰されることになるじゃないか。そのために、第１転生課の職員一丸となってがんばっているわけだろ？　だから」

「まー、そーいう面がねーとは言わねーけど……あたいたちは違うだろ？」

「え？」

「え、じゃねーよ！　お互い、それぞれ、理想とする転生ライフのために、転生ポイントを稼いでんじゃねーのかよ。まさか忘れちまったのかよ？」

「わ、忘れるわけないだろ!?　まったくセルセラ先輩は何を言ってるんだ!?」

　大慌てで志し郎ろうが否定し、そんな志郎を見てセルセラが大笑いをして、そんな志郎もかっこいいとレンが感動していた時だった。

　ちょっといいかと、志郎に声をかけてきた人物がいた。メガネをかけた、スーツ姿のおっさんだ。どこからどう見てもサラリーマンであり、確実にこの世界の住人ではない。

「誰だ？　おめー」

　尋ねたセルセラに、志郎が説明する。

　このおっさんは、志郎が継続面談をしている死者だ。しかも、志郎と同じ日本出身の。

　死因は過労死。生前はブラック企業に勤めていた。独身。

　ノーベル賞を受賞するような活躍をしたわけでもないのに、所有していた転生ポイントはかなりのもので、それを見た時、志郎は改めて思った。こつこつがんばることが、どれだけ大事だったのか。死んでからわかることが本当に多すぎて泣けてくる。

　あと、生きていた時の自分が、本当に駄目駄目すぎて、違う意味でも泣けてくる。

「どうしたの、シロー？　どこか痛いの？」

「大丈夫だ、レン」

　心配してくれるレン、マジいい子である。

　あふれ出た涙をグッと拭い、志郎はおっさんに向き直る。どうしたのかと尋ねれば、返ってきたのは、志郎がいるのを見かけたので、転生について相談したいという答えだった。

　志し郎ろうが次の言葉を告げる前に、セルセラが口を開いた。

「なー、おい、てめー。見てわからねーのか？　今、あたいたちは休憩中なんだよ？　つか、そーいうのは、面談してる時にやるもんだろ？　あ？」

「セルセラ先輩、発言が怖いよ！　そんなんじゃ、かわいいお嫁さんになれないよ！」

「なぁっ!?　ちょ、な、何言ってんだよ、ウメっち！　そんなことあるわけ……ね、ねーよな？　な!?　ねーって言ってくれよ!?」

　涙目のセルセラがかわいい。心配なら、そういう発言をしなければいいだけなのだが。

　申し訳ないと謝り、立ち去ろうとするおっさんを、志郎は呼び止め、大丈夫だからと、強引に相談に乗る。

「ウメっちも大概だなー」

　セルセラはそう言うが、そうではないのだ。

　このおっさんが転生について悩むようになった原因は、志郎にあるのだ。
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　元々サラリーマンのおっさんは無欲だった。潤沢な転生ポイントを前にして、

「僕はどうすればいいんでしょう……？」

　と、途方に暮れるレベルでだ。

　そう言われた志郎は、「そういうことなら！」と変に気合を入れて、ラノベで仕入れた極めて偏った知識を一〇〇パーセント使い、ある意味間違った異世界転生の魅力を熱く語って聞かせた。

　最初は呆あつ気けにとられていたサラリーマンのおっさんだったが、志郎の話を聞いているうちに、瞳を輝かせるようになっていった。

「あ、あれ……なんか、めちゃくちゃ興味津々になってない？」

「実はね！」

　と、切り出したのは、中学生の頃、そういった小説を少しかじったことがあるという、思い出話だった。

「その時はラノベだっけ？　そういう言い方じゃなかったと思うんだよね。確かヤングアダルトとか言ったんじゃなかったかなぁ」

　懐かしそうにサラリーマンのおっさんが口にしたのは、志郎もハマったラノベのタイトルだった。

　そこから意気投合して、二人でこんな転生はどうかと提案し合い、大いに盛り上がった。

　盛り上がりすぎて、決められなくなってしまった。

　次回の面談までに、サラリーマンのおっさんがどんな感じにしたいのか、その方向性を出してくるという話になっていたはずだが。

「で、相談ってのは？」

「方向性を決めることができないんだよ……。学園ハーレムものでいくか、俺ＴＵＥＥＥＥＥものでいくか、決められないんだ！」

　ラノベの話ではない。サラリーマンのおっさんの転生ライフの話である。

　志し郎ろうのせいで、すっかりそっち方面に目覚めてしまったのだ。

　両方を満たせればよかったのだが、それをするには、おっさんの転生ポイントは足りなかった。

　ここで働いて転生ポイントを稼ぐことも提案したが、それはおっさんが断った。「生きている間、それこそ、死ぬほど働いたからね」と。ブラックジョークすぎる。

「あー、やっぱりそうなったか」

　何のことかわからないという顔をするおっさん、いや、おっさんだけでなく、セルセラにも、志郎は言った。

「自分の人生がこれで決まるかもしれない。そう思うと、なかなか決められないもんなんだよ。当たり前だけど」

　だから、と志郎は言葉を続けた。

「どっちも体験してみるっていうのはどうかな？」

　志郎の提案に、おっさんが驚く。

　というより、本当にそんなことができるのかと思っているのだろう。

「できるよ。じゃあ、次回の面談の時にできるように手続きしておくから」

　礼を言って、おっさんが立ち去る。

　これが志郎の提案だ。転生ライフの最終確認を、もう少し前の段階で行うのだ。

　第１転生課では、通常、面談を繰り返して、これでもう問題ないというぐらいまで煮詰めてから、最終確認として、転生する世界の体験をする。志郎は、これを前倒しにしてはどうかと思ったのだ。

　面談しているだけではわからないことが、実際に体験してみることで、わかるようになるのではないか。

　志郎のその提案を受け、フィリアたちは呆あつ気けにとられたような顔をしていた。

　変な提案をしてしまったのかと不安になったのだが、そうではなかった。そういう考えもあることに思い至らなかった自分たちが、間抜けすぎるというのだった。

　だが、それは違うと志郎は思った。フィリアたちは、日々、死者のため、一生懸命になっていただけだ。だからこそ、余裕がなくて気づけなかったのだ。

　それに、こういうことは、まだそこに染まりきっていない新入りだからこそ、気づくことができたのだと思う。

　ともあれ、転生体験の前倒しが、第１転生課の転生数増加に役立っていた。

　体験することで自身の転生ライフを実感しやすくなり、その結果、早い段階で決心がつき、一人あたりの面談回数を減らすことができたからだ。

　だが、その逆のケースもあった。今度はこれを体験してみたい、あれもしたい、と増えるケースだ。

「とりあえず、あのおっさんの転生体験の予約をしておかないとな……ってどうかしたのか、セルセラ先輩。こっちをじっと見て」

「よくやるなーと思ってよー」

　転生体験には面談担当者が付き添わなければいけない規則がある。

　面談とはまた別な感じで、転生体験に付き添うのも大変なのだ。

　その世界や、取り巻く事情を把握したり。創造主にアポを取ったり。その他にも根回し的なあれこれ。

「何でそんなに面倒事を背負い込むんだよ」

「悔いのない転生ライフのためなら、これぐらい当たり前だと思うんだけど」

「本気で言ってるみてーだなー」

　呆あきれたような、だが、決して不快ではない感じでセルセラが笑う。そうやって笑っていると、やはりセルセラは美人だと再確認する。

「っと、そろそろ戻らないとまずいな」

　残っていたカレーを一気に搔かき込こむ。

　そんなこんなで、志し郎ろうはレンとともに、第１転生課に戻ってくる。セルセラはデザートにチョコパフェを注文していた。まだ休憩するのか。というか、チョコも猫にはよくないという話を聞いたことがあるのだが。

「おかえりなさい」

　フィリアが出迎えてくれた。しかも笑顔で。

　やはり、フィリアの笑顔はいいと思う志郎だったが、彼女の顔色が悪いことに気づく。笑顔は、それを隠すためのカモフラージュのように思えた。

「フィリア、無理をしているんじゃないか？」

「もう、何を言っているの。わたしなら大丈夫よ、無理なんてしていないわ。あ、ほら、それより面談しないと。志郎くんに面談して欲しいって待っている人がいるわよ？」

　わかっている。フィリアのことは気になったが、この場は引き下がることにした。

　だが、志郎は面談しながらも、フィリアの様子をうかがっていた。顔色は悪いし、やはり疲れているように見える。

　しかし、それは当然だ。フィリアは相変わらず休みなく働き続けているのだから。

　無理をしてまた倒れたら、どうするつもりなのだろう。みんなが困るとは思わないのか。そんなことを思っていたのが、いけなかったのかもしれない。

　フィリアが倒れてしまった。

　誰よりも早く駆け寄ったのは、志し郎ろうだった。

「やっぱり無理をしてたんじゃないか！　ちゃんと休むべきだって！」

　抱え起こそうと手を伸ばす。

　だが、フィリアはそれをいらないと遠慮した。

　集まってきた職員たちに向かって、彼女は笑みを浮かべて「大丈夫だから」と、自分の席に戻るように告げた。当然、志郎にもだ。

「ほら、志郎くん、早く戻って。わたしなら平気だから」

「平気じゃないって。休むんだ、フィリア」

「……面談予定があるの」

「それなら俺がやっておくよ」

「駄目よ。だって、わたしに担当して欲しいって言われたんだもの。志郎くんに任せるわけにはいかないわ」

　正論だ。

「けど、このまま無理をしたら、取り返しのつかないことになるかもしれないだろ！」

　そうなってからでは遅いのだ。フィリアならわかってくれると思っていたのだが──。

「……うるさい」

　彼女が何を言ったのか、よく聞こえなかった。

　いや、違う。彼女がそんなことを言うはずがないと、そう思いたかったのだ。

「うるさい！　志郎くんに心配される覚えなんてない！」

　志郎は呆あつ気けにとられたような顔をすることしかできなかった。

　フィリアが背中を向け、立ち去る。

　彼女が心配だった。ただ、それだけだった。

　だが、彼女にとって志郎の心配は、きっと余計なお世話だったのだ。

　だから、追いかけることなんて、できなかった。
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　あの場に背中を向け、フィリアは無我夢中で走った。

　どれくらい走っただろう。気がついた時、彼女がいたのは尖せん塔とうの天てつ辺ぺんだった。

　だが、そんなことはどうでもいい。もっと気にしなければいけないことがあった。

「どうしよう……」

　どうしたらいいのだろう。

「何を思い悩んでいるのかしら？」

　いきなり聞こえてきた声に、普通なら驚くところだろうが、フィリアは違う。驚かなかった。ここがあの方のお気に入りであることを、知っていたからだ。

　そもそも、ここには結界が張ってあり、ある特別な条件を満たさない限り、ここに来ることは叶かなわないのである。

　つまり、ここにいる時点で、入る資格を持っているということになる。

　その条件とは、あの方のお気に入りかどうか。ただ、それだけ。

　フィリアは声のした方を見た。やはり、そうだ。

「フィスィ様、いらしたんですね」

「もう、水くさいわね。いつもどおり、フィスィちゃんって呼んでくれて、かまわないのよ？」

「そんなふうに呼んだことはありません！」

「そういえば、そうだったわね」

　フィスィがくすくすと笑う。

「で、フィリアちゃん。何を思い悩んでいたのか、話してくれるつもりはあるかしら？」

「……何も悩んでいないと言ったら？」
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「噓うそつきにはお仕置きが必要だなって思ってしまうわね？」

　フィスィが意地悪な顔をして、修羅場モードだったフィリアのポニーテールをほどく。

「ねえ、フィリアちゃん？　悩みというものは吐き出すことで楽になることもあるのよ。だからね、そこら辺に転がっている石に愚痴るような感じで漏らせばいいと私は思うの」

「フィスィ様が石ですか？　だとしたら、ずいぶん豪華な石ですね」

「そうかしら？」

　話して？　とフィスィがかわいらしく首を傾かしげる。これ以上、フィスィに黙っておくことはできないとフィリアは思ったが、素直に言えない自分もいた。だから──。

「えっと、これは、その、わたしの友人の話なんですけど」

「…………」

「……何か言いたそうな顔ですね」

「別に、そんなことないわよ？　さ、続けて？」

「……その友人のことをとても心配してくれる人に対して、うるさいって、拒絶するようなことを言ってしまったみたいなんです」

「それで、その友人というのは、そのことを後悔していると？」

　フィリアは頷うなずく。

「仕事関係でうまくいかないことがあって、苛いら立だっていたんです。だから、あれは八つ当たりみたいなもので」

　彼は悪くない。それどころか、あんなに心配してくれた。それなのに、あんな態度を取ってしまった。

　彼が働き始めた頃のことを思い出す。

「最初はたどたどしくて、おぼつかなくて。見ていて、すごく危なっかしかったのに……いつの間にかすごく頼もしくなって。第１転生課のモットーにも沿う、とてもいい感じの提案もしてくれたんですよ!?　彼は『これぐらい誰でも思いつくよ』って言ってましたけど、でも、わたしは思いつかなかった」

　すごいと口にした時、はにかんだ彼の顔は、今でも鮮やかに思い出すことができるし、そうすると胸の奥がじんわりとあたたかくなる。

「第１転生課のことをすごく大事に思ってくれていて……感謝しているし、今では、尊敬もしています」

　そこまで語ったところで、フィスィが呆ほうけたような顔をしていることに気がついた。

「フィスィ様？」

「驚いたわ」

　驚く？　何かそんなことがあっただろうか？

「あなたがそんな顔をするとは思っていなかったの。……そう。その人のこと、とても気に入っているのね」

「べ、別に気に入っているとかじゃなくて……！　ただ、わたしはすごいことをすごいと言っただけで！　って、話が横道に逸れてるじゃないですか！」

　顔が熱い。きっと真っ赤になっているに違いない。

「最初に逸らしたのはフィリアちゃんだと思うのだけど」

　……そうだった。だが、フィリアはそれを認めたくなかったから、「そうでしたか？」と言った。

　フィスィは笑っていた。悔しい。

「とにかく、謝るなら早いほうがいいわ。引きずればどんどん気まずくなるから。わかった？　フィリアちゃん」

「それはわかっているんですけど……って、こ、これはわたしの友人の話だって言ったじゃないですか！」

「なら、その友人に、そう伝えておいて」

　とっくに見透かされていることはわかっていても、フィリアはそういう体ていを保って、頷うなずいた。

「それで、その……」

「どうしたの？」

「どう言えばいいと思いますか？」

「設定の友人に伝える方法かしら？」

「ち、違います！　あ、いえ、友人が設定とか、そういうことじゃなくて」

「わかっているわ」

　笑うフィスィをフィリアは睨にらむ。

「あらあら。頰が膨らんでかわいいわね？」

　つつかれた。怒っているのに、それがまったく伝わっていない。

「何も特別なことをする必要はないの。普通に謝ればいいのよ。そう、こんなふうにね。『心配してくれたのに、ひどい態度を取ってしまってごめんなさい』」

「……それができれば苦労はしませんっ」

「大丈夫よ。ちゃんと向き合って謝れば、許してくれるわ」

　がんばりなさい、とフィスィが言う。

　本当だろうか。あんなふうに拒絶したのに。それでも彼は許してくれるだろうか？

　そうだと思いたい気持ちと、そうならないかもしれないという不安。その間で、心が激しく揺れ動く。

　答えは出ない。だが、いつまでも、ここにいるわけにはいかない。

　フィリアは課長なのだ。こうしている間にも、面談を無事に終えて、転生するための、最後の承認を待っている死者がいるかもしれない。

　とにかく戻ろう。そして謝ろう。そう決めた。

「ありがとうございました、フィスィ様」

　礼を言って立ち去る。背中にフィスィの「がんばりなさい」という再びの声を受けて。

　覚悟を決めて戻ってきたはずなのに、第１転生課の中に入るのには勇気が必要だった。

　だが、えいっ！　と勢いをつけて、中に入った。彼の──志し郎ろうの姿を探す。

　おかしい。どこにも見つからない。

「フィリるん、ウメっちを探してるのか？」

　話しかけてきたのはセルセラだ。珍しく面談中ではないようだ。

　彼女の言うとおり、フィリアは志郎を探していた。しかし、口をついて出た言葉は、

「ち、違うわよ!?　違うんだけど……その、わたしはここの課長で、責任者で、だから、部下の行き先は把握しておく必要があるわ！」

　というか、あれだ。謝ろうと思って戻ってきたのに、いないというのはどういうことか。

　身勝手な苛いら立だちだ。わかっている。だが、フィリアはそう思ってしまった。

　どうしてこんな変な気持ちになるのだろう。志郎に出会ってから、自分は何かが変だ。

「ははは。フィリるんは素直じゃねーな！」

「い、いいから早く教えてっ！」

「ウメっちなら、死者に付き添って、転生体験に行ったぜ」

「え、また？」

「ああ、まただ」

「……志郎くん、ここのところの面談数、わたしより多かったわよね」

「そーだな。第１転生課ここの職員は基本的にみんな親身になって相談に応じるけど、その中でもウメっちは別格だ。親身になるのは当然で、生きていた時の知識を活かして転生する本人も予想できねーような、おもしれー転生プランを提案してる」

　それは以前からの話で、さらに最終段階でだけにしていた転生体験を志郎の提案で前倒しにしたことにより、志郎による転生プランを数多く体験し、その魅力に惹ひかれた死者が、どういう転生をしようか、今まで以上に悩むことになってしまった。

　それは、今までの『悔いのない転生ライフをコーディネートする』から、より前向きでより貪欲な方向への劇的な変化だった。

　その結果、志郎の死者の間での評判がうなぎ登りとなり、志郎に面談して欲しいと死者が殺到し、志郎はかなり忙しくなっているわけなのだ。

　セルセラに礼を言って、フィリアは自分の席に着く。

　自分は課長で、ウィルゴとの勝負であるノルマ達成のためもあり、休みなく働いている。

　だが、志し郎ろうは違う。転生ポイントを稼ぐために働いている臨時職員だ。なのに、最近の志郎は自分と同じくらい働いているような気がする。

　実際、仕事中、フィリアがふと顔を上げると、そこに志郎の姿を見かけるのだ。

　フィリアが実は志郎のことを無意識に探しているせいでもあるのだが、フィリアはそのことに気づかず、ただ志郎が働きすぎている証拠だと考える。

　帰ってきたらまず謝ろうと思っていたが、

「志郎くんの働きすぎを注意しないと」

　フィリアは栄養ドリンクシヤチクタンＺを、ぐびぐびっ!!　と飲みながら決意した。
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　転生体験の付き添いを終えた志郎が、第１転生課のある世界に戻ってくる。

　隣の死者はさっきからずっと興奮しっぱなしで、ありがとうという声は熱くて激しい。

「別に、大したことはしてないんだけど」

　感謝されることは純粋にうれしいが、本当に志郎は、大したことはしていないのだ。

　転生体験先の創造主に連絡を取り、転生体験の予約を入れる。あとは手土産を持参したくらいだ。

　だが、死者はそう思わない。そんなことない、とても感謝していると、何度も繰り返す。

　そして、これで転生ライフの方向性が見えたから、次の面談までに細部を考えてみると言って、去っていった。

　その背中を見送ってから、志郎は体を伸ばす。硬い。疲れが溜たまっている。

　転生体験に付いてきた、志郎の頭の上のレンが言う。

「シロー、少し休んだほうがいいの」

「いや、次の面談希望者が待ってるはずだ。第１転生課に戻る」

「むー。絶対に無理しちゃ駄目なの！　無理したらシロー、死んじゃうの！」

「何言ってるんだよ。俺はもう死んでるぞ？」

「それでもなの！」

　レンが頭上で激しく飛び跳ねる。首がガクガクする。

「わわわわわかったよ。ぶっ倒れる前に、ちゃんと休むむむむむ」

「約束するの？」

「やややや約束だだだだだ」

「それならいいの！」

　レンの飛び跳ねがいっそう激しくなり、視界までブレ始めるが、うれしそうで何よりだ。

「シロー？」

「ん？　どうした？」

「それはレンの言葉なの。第１転生課に戻るんじゃないの？」

「ああ、戻るぞ？」

「なら、どうしてこの場から動こうとしないの？」

　レンの言うとおりだった。

　志し郎ろうはレンを頭の上に乗せたまま、その場から一歩も、動いていなかった。

「べ、別に第１転生課に戻りたくないとか、思ってないんだからな!?」

　言ってから、志郎は自分にツッコミを入れる。どこのツンデレだよ！　てか、男のツンデレとか誰得だよ！　と。

「戻りたくないの？」

　戻りたくないわけではない。志郎を待っている死者もいるし、今すぐ駆け足で戻りたい。

　だが、気が重いのだ。第１転生課に戻れば顔を合わせることになる。フィリアと。

　彼女と、どんな顔をして会えばいいのか、わからないのだ。

　ただ、心配だっただけなのに。

　フィリアに、あんなに強く拒絶されるとは思ってもいなかった。

　そう、あれは間違いなく拒絶だ。あの時、遠ざかっていったフィリアの背中は、志郎のすべてを拒絶しているようにしか志郎には感じられなかった。

　転生体験に付き添っている間に気持ちが切り替わっているはずだったのだ。志郎の予定では。

　だが、うまくいかなかった。とはいえ、戻らないわけにはいかない。

「よし、戻るぞ！」

　かけ声は勇ましいが、進む足取りは、決して軽くない。

「そうなの！　早く戻って、ノルマを達成するの！」

　志郎の提案が功を奏して、第１転生課の転生数は増えつつあるが、それでもまだノルマ達成は厳しいだろう。第１転生課のモットーが足を引っ張りまくって、根本的な問題解決に至れないからだ。

　また、志郎自身の提案が功を奏しすぎて、死者が転生ライフの選択に迷いまくっているという現実もある。

「なあ、レン。世の中、ままならないことばかりだな……」

「現実逃避をしているシローも素敵なの！」

　相変わらず志し郎ろうのことを全肯定するレンだった。

「どうすればノルマ達成できるんだろうな」

「がんばればいいと思うの！」

　確かにそれも解決に必要なことのひとつなのだろうという気もする。

　だが、志郎は、ここで現状を一気に打破できるような、神がかったアイデアがわかないものかと思ったりするのだ。

　そう、志郎が好きなラノベの主人公ならば、ここできっとそうなるはずなのだ。しかし、生あい憎にくと志郎は脇モ役ブがいいところなので、

「シロー、いきなり逆立ちしてどうしたの？」

　そうしたらあるいは素晴らしいアイデアが出てくるかと思ったのだが、駄目だった。

　その代わりというわけではないが、見知った人物の姿を見かけた。

　隈くま坂さか茉ま琴ことである。志郎の元クラスメイトで、声優を志して、がんばっていた美少女。

　志郎やフィリアが簡単には転生させてくれないことを知った彼女は、別の職員のところへ赴き、何とか早く自分を転生させるよう、直談判を繰り返していた。

　だが、第１転生課のモットーは悔いのない転生ライフをコーディネートすることであり、投げやりになっている彼女を簡単に転生させる者はいなかった。

　その結果、最近の茉琴は以前にも増してすこぶる機嫌が悪い。昨日など声をかけたら、美少女が決してしてはいけない目つきで睨にらんできた。

「あいつ、どこに行くつもりだ？」

　第１転生課に行くなら茉琴が姿を消した方向は正反対だし、食堂も道が違う。それ以外となると……。

「どうするの？　シロー」

　志郎は決めた。

「追いかける！」

　決して、まだフィリアと顔を合わせたくないからではない。勘違いしてはいけない。
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　レンとともに茉琴のあとを追いかけた志郎は、しばらくして気がついた。

「おいおい……」

　茉琴とすれ違う者の大半が立ち止まって振り返り、彼女を熱い視線で追いかけるではないか。

　みな、彼女の美貌とスタイルに心奪われたのだ。

　彼女は、生きていた時、所属していた芸能事務所が、グラビアアイドルとして売り出そうとするほどの逸材だったのだ。第１転生課にいる時の彼女は怒ってばかりいるから忘れていた。

　しかも、真っ直ぐ前を見据えて歩く彼女は凜りんとした雰囲気を醸し出していて、なおさら人の目を引きつけてやまない。

　彼女は気づかないのだろうか。自分に注がれる視線に。

　いや、まさか。これだけ注目されていて、気づかないわけがないではないか。

　実際、髪の隙間からかすかに覗のぞく耳の先が赤くなっているし、彼女の足がまるでこの場から一刻でも早く逃げ出したいと言わんばかりに少しずつ速くなっていく。

　まずい。このままでは置いていかれる。志し郎ろうたちも速度を上げた。

「ね、シロー。この先って……」

「ああ、わかってる」

　第２転生課だ。

　理由など聞くまでもない。あそこで転生するつもりに違いない。

　そう考えると、むしろ今までどうして第２転生課で転生しようとしなかったのか、不思議だった。

「どうするの、シロー？　このままだと彼女は第２転生課で転生しちゃうの」

　今は考え事をしている場合ではない。

「止めないと！　おい、隈くま坂さか！」

　呼びかけるものの、茉ま琴ことは聞こえていないのか止まらない。

「隈坂、待てよ！」

　止まらない。それどころか、走り出すではないか。

「くそっ、隈坂の奴、聞こえてて無視してるのか!?」

　このまま逃げるつもりなのだろう。

　そっちがその気なら、こっちにはこっちの考えがある。

「レン、先回りだ！」

「わかったの！」

　だが、ここで重大な事実が発覚した。志郎の体力不足だ。生きていた頃、スポーツとか何もしてこなかったせいで、志郎の体力はとても残念な感じだったのだ。先回りするどころか、このまま追いかけ続けるのも難しいレベル。

「くっ、レン！　ここは俺に任せて先に行け！」

　とりあえず、死ぬまでに（すでに死んでいるが）言ってみたいかっこいい台詞の定番を口にする志郎だったが、実際はぜぇはぁ息を切らしながらで、しかも足がもつれてしまって動けなくなってしまったというのが正しい。

「そんな、シローを置いていけないの！」

「いいから行け！　行ってくれ、レン！」

「シロー！」

　今こん生じようの別れみたいな感じだが、実際は（以下略）。

　志し郎ろうはレンに自分が復活するまでの間、茉ま琴ことの足止めを頼んだ。

　志郎の頭の上から発進したレンはといえば、あっという間に茉琴に追いついてしまった。

　最初からこうしておけばよかったんじゃないかという思いは胸の内にグッと沈めて、呼吸を整え、志郎はレンが足止めしている茉琴の元へ向かう。

「残念だが、もう逃げられないぞ！」

「あ、ストーカー」

「誰がストーカーだ!?　少しぐらい……じゃないな。かなり？　いや、めちゃくちゃ顔とスタイルがいいからって、みんながみんな、隈くま坂さかに入れこんでいると思うなよ!?」

「………………で、何？　何の用？」

「話があるんだけど……その前にちょっとこっちに来てくれ」

　志郎は茉琴の手を摑つかんで、壁際まで引っ張っていく。

　周囲の者たちが志郎たちに注目していたことに気づいたのと、通路の真ん中では邪魔になるという判断からだ。

「何するのよ、離して！」

　が、そんなことは茉琴には関係ないわけで、険悪な眼まな差ざしで志郎を突き刺す。

「あ、おい、暴れるなって！」

　とりあえず、壁際まで移動できたので、茉琴の手を離そうとするが、その前に、振り払われてしまった。

「本当に何なのよ」

「そんな目してると、美人が台無しだぞ」

「は？」

　睨にらまれた。怖い。

「なあ、隈坂。お前、第２転生課で転生するつもりだよな？」

「………………」

　茉琴は答えない。

「隈坂もフィリアの話を聞いていただろ!?」

「話？」

「魂が劣化するって話だよ！」

　フィリアがその話を教えてくれた時、近くに茉琴もいた。

「わかってるのか？　転生すると魂が劣化して、次もまた、転生できるとは限らないんだぞ？　悔いのない転生ライフを考えるべきだろ!?」

「あたしがどんな転生をしようと、あんたには関係ないでしょ」

「それは……そうだけど。でも、隈くま坂さかは転生ポイントも高いし、俺と違って魅力的な転生ライフにすることができるんだぞ？　なのに、何でそんな投げやりなんだよ。急いで転生しようとするんだよ。もったいないだろ」

「……魅力的な転生ライフ、ね」

　少しは興味を持ってくれたのかと思った。──だが、違った。

「それが何？」

「な、何って……」

　戸惑う志し郎ろうに、茉ま琴ことは言った。
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　小さい頃から、茉琴はアニメが好きだった。外に遊びに行くよりテレビにかじりついてアニメを見ているのが、本当に大好きだった。

　いろんなアニメを見ているうちに、同じ声の人が、いろいろなアニメに出ていることに気づいた。それが声優というものだった。

　それから茉琴は、声優という職業に興味を抱くようになり、声優になりたいと思うようになったのは極めて自然な流れだった。

　中学生になった頃、周囲にアニメ好きの子はいたが、自分のように声優になりたいと本気で思う子はいなかった。

　自分は何か間違っているのではないかと考えた。

　だが、間違っていてもいいと、茉琴は思った。絶対に声優になりたいのだ。

　そんな思いが日に日に大きくなっていったある日のことだ。

　とある芸能事務所が声優部門を立ち上げ、新人オーディションを行うことを知った。養成所も同時に開設されるらしく、まったくの素人でも問題なかった。

　茉琴は、親に内緒で、オーディションに応募した。

　書類審査を通過し、二次、三次と合格していき、最終審査で、声優に対する熱い思いをこれでもかと語った。

　あまりにも語りすぎて、途中から「あ、これ、失敗したんじゃ……」と思うぐらいだったが、それならそれでかまわない。茉琴は、最後までそれを貫き通した。

　ここで駄目でも諦めない。オーディションはいくらでもある。

　そう思っていた茉琴だったが、結果は、何と合格。

　うれしかった。舞い上がった。夢だった声優に、これでなれるのだと茉琴は興奮した。

　毎日のレッスンは慣れないことが多くて、約束した成績を維持するための勉強との両立も大変だったが、声優になれると思えば、つらくはなかった。

　そんな彼女の初めての仕事は、声優とは何の関係もないグラビアアイドルの仕事だった。

　事務所の社長に、声優部門はまだ立ち上げたばかりで知名度がまったくない。そのため、まずは知名度を上げることが大事なのだと言われたのだ。

　彼女は声優の仕事がしたくて、その芸能事務所のオーディションを受けた。

　それに茉ま琴ことは自分の容姿にまったくといっていいほど自信がなかった。そもそも自分をかわいいと思ったことなど一度もないのだ。

　オーディションの時に水着審査があったが、それはこれを乗り越えさえすれば声優になれると思ったからだ。

　だが、ここでがんばらなければ、声優になれないかもしれない。

　そう思った茉琴は、がんばった。すべて声優になるためと割り切って。いつか声優になれると信じて。

　しかし、いつまで経っても彼女が熱望する声優の仕事はおろか、声優につながるような仕事も回ってこず、グラビアアイドルの仕事しかない。

　話が違うではないかと社長やマネージャーに訴えた茉琴に、社長らは何とも皮肉な現実を突きつけたという。

「……全部、あたしががんばったのがいけなかったんだ」

　がんばったのがいけない？　わけがわからない。

「どういうことだよ」

「がんばったせいで、グラビアアイドルとしてのあたしの人気が高まって、事務所はあたしを声優じゃなく、本格的にグラビアアイドルとして売り出すことに方針転換したのよ」

「はぁっ!?　なんだよそれ!?」

「……ねぇ、わかる？　がんばればがんばるほど、自分のなりたかったものからどんどん遠ざかっていくときの気持ちが。そのつらさが。あんたにわかる!?」

　自分の中にある何かを吐き出すように、絞り出すように、茉琴が言った。

「俺には……わからない」

　わかるわけがないのだ。

　志し郎ろうは何もがんばってこなかった。楽なほうへ、流れるように生きてきた。だから、今、ここで働いて、転生ポイントを貯めているのだ。

　落ち込んでいると思ったのだろう。レンが志郎の肩口で、気遣うように体をすり寄せてくる。

「でも……わかることも、ある」

　志し郎ろうは茉ま琴ことを見た。

「それは、隈くま坂さかは、今度こそ絶対に悔いのない転生ライフを送るべきだってことだ」

「……あんた、あたしの話聞いてた？」

「ああ、聞いてた。隈坂の転生ポイントがめちゃくちゃ高いのは、それだけめちゃくちゃがんばってきたからなんだ」

「そうよ！　がんばって、がんばって、がんばって、どんどん夢から遠ざかっていったの！　だからあたし──あたしは！　あたしは自分から死を選んだの！」

　一瞬、空白が生まれた。

　志郎は茉琴の死因を思い出した。夕方、ラッシュ時の電車による轢れき死し。

　状況を抜き出してみれば、確かにそうなるだろう──だが、

「違う。隈坂は自殺じゃない」

「……は？　な、何を言って」

「隈坂は自殺じゃない。事故死だ。俺にはわかる」

　一番初めに面談した時、端末を使って茉琴のこれまでの人生を確認したからというのもあるが、それだけではない。

「隈坂は知らないだろうけど、自殺をしたら転生ポイントがマイナスに振り切れるんだ」

　それまでにどれだけたくさんの転生ポイントを貯めていたとしても。自らを殺すということは、自分を不幸にするだけでなく、関わり合いのある人すべてを不幸にする、これ以上ないほどの悪行なのだ。

「隈坂は自殺しようと思っていたのかもしれない。線路に飛び込もうと思ったのかもしれない。でも、違う。あと一歩、最後の一歩で踏み止まったんだ」

　だが、踏み止まった時、誰かにぶつかられて、彼女は線路に落ちてしまった。

「踏み止まった隈坂は、まだがんばるつもりだったんだ」

　だが、彼女は今、ここにいる。不幸な事故のせいで。

「だから、隈坂。あの時踏み止まった、まだがんばるつもりだった君は、悔いのない転生ライフを送らなくちゃいけないんだ」

「………………そのために、何度も何度も、面談を繰り返せっていうの？」

「そうだ」

「ふざけないで！」

　彼女の、本気の大声が響き渡る。声優を志しただけあって声量がすさまじい。

　周囲にいた連中の注目を集めるが、そんなことはどうでもいいというように茉琴の絶叫は続く。

「あと一歩、最後の一歩で踏み止まった？　違う！　あたしは自ら死ぬことを選んだ！」

「君は自殺なんかしていないんだ！」

「うるさい！　うるさい、うるさい、うるさい！　あんた、あたしの話を聞いたでしょ……？　それなのに、まだあたしにがんばれって言うの……？　もうがんばりたくないの……だってどれだけがんばっても夢は叶かなわないのよ……？　意味なんかないのよ……？　今のあたしは一刻も早く生まれ変わって、何もかも忘れたいの……それができるならあたしはどんな転生だってかまわない!!」

　志し郎ろうは茉ま琴ことがどれだけ深く絶望しているのか、目まの当たりにした。怒りを、苦しみを、ぶつけられて。

　だが、それでも。

「それでも、俺は、隈くま坂さか、お前に言うよ。悔いのない転生をしてくれって。そのために諦めずにがんばってくれって」

「あんたは……!!」

　茉琴の目に烈火のような怒りが散った。

　美人だからこそ、怒った茉琴はすさまじく怖かった。

　逃げ出したいが、志郎は踏ん張り、茉琴の目を、怒りを正面から受け止める。

「だって、隈坂はがんばった。めちゃくちゃがんばってきたんだ。そんな隈坂だから、俺は絶対に報われて欲しいんだ！　今なら悔いのない転生ライフを選ぶことができるんだ！」

「あたしはさっさと転生して忘れたいって言ってるでしょ!?　聞いてなかったの!?」

「聞いてたさ！」

「だったら……！」

　その時だった。

「こんなところで騒いで、どうしたの？」

　フィリアが現れた。
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　茉琴と言い争っていたことを忘れて志郎は、うぐぬっ、となる。

　フィリアと気まずくなっていたことを、彼女を見て、思い出したのだ。

「ど、どうしてフィリアがここに……？」

「べ、別に、転生体験の付き添いに行ったはずの志郎くんの帰りが遅くなっているのが気になって、見に来たわけじゃないからね!?　本当の本当に違うから、絶対に勘違いしたら駄目なんだからね!?」

「わかってるよ、フィリア。そんな勘違いは間違ってもしないから」

「………………むぅ」

　志し郎ろうは「あれ？」と思った。

　勘違いするなと言われたから「しない」と答えたはずなのに、睨にらまれた。これはもしかしてあれなのだろうか。いわゆるひとつのツンデレというやつなのだろうか。

　そう考えれば、目の前のフィリアのリアクションが納得できる気がする。

「……………………いや、ないな」

　ツンデレということは、フィリアの気持ちが自分に向いているということになる。

　これだけかわいい子が、何の取り柄もない志郎を好きになったりするわけがない。

　ここで勘違いすると痛い目を見るのだ。勘違い駄目、絶対。

　フィリアが「こほん！」と咳せき払ばらいをする。

「で、二人とも、こんなところで何をしていたの？　ノルマを達成するため、第１転生課の職員が一丸となってがんばっている時に……デート？」

「違う！　そんなことしてない！」

　否定したのに、フィリアを見れば、頰をぷっくり膨らませて睨んでいる。

　間違いなくフィリアの機嫌が悪い。さっき顔を合わせた時、志郎はよほどフィリアを怒らせてしまったということか。

　こういう時、どうすればいいのだろう。この手の経験値がまったくない志郎は「ど、どうしよう。どどどどどうしよう」と慌てふためくことしかできない。

「ねぇ、あんた。ノルマって何？」

　と言ったのは茉ま琴ことだ。

「何でそんなことを？」

「どうでもいいでしょ。教えてよ」

　まったく人にものを聞く態度ではないが、志郎はノルマを達成できないと、第１転生課が実質、取り潰されることを説明した。

「で、そうならないため、第１転生課のみんなでがんばってるんだよ」

「中でも、志郎くんが一番がんばってくれているのよ」

　まさかフィリアがそんなふうに言ってくれると思っておらず、うれしくなる。

　自分は認められているのか？　フィリアを見れば、ぷっくりと頰を膨らませたまま、そっぽを向かれた。

「……あれ？」

　認められていると思ったのは気のせいなのか？

「……ふーん、そうなんだ」

　そう言ったきり、茉琴は何かを考えるような顔をして、黙り込んでしまった。

　気にはなるが、フィリアに「何をしていたの？」と説明を求められ、志郎はここで何をしていたのか、話した。

　フィリアは黙って聞いていた。

　すべてを聞き終わると、フィリアが言った。

「なるほど、そういうことね。それで志し郎ろうくんはどうしたいの？」

「俺は……」

　少しだけ考える。

「俺、がんばったら、がんばった分だけ貯まっていく転生ポイントって、ご褒美みたいなものだと思うんだよ」

「ご褒美？」

「ああ」

　生きている時はがんばったらがんばっただけ報われるなんてことは、なかっただろう。

　がんばっても報われるのはほんの一握りの人で、大半の人が、がんばり損のくたびれもうけに終わっているはずだ。

　努力が実るというのは、都市伝説にすぎないのだ。

　実際、茉ま琴ことがそうだ。がんばればがんばるほど夢から遠ざかり、結局、夢が叶かなうことがないまま死んでしまった。だが、がんばった分、転生ポイントは貯まっていた。

　それはご褒美と呼べるのではないか。志郎の考えを、フィリアは黙って聞いている。

「だから、生きている間、がんばってきた隈くま坂さかには転生した先で、今度こそ報われて欲しいと思ってる」

「本人がイヤだと言っているのに？」

「ああ」

「大きなお世話よね」

「そうかもしれない」

「それでも？」

「ああ、それでもだ」

「わかったわ。なら、うん。志郎くんが責任を持って、彼女を担当してね」

「え？」

「そこまで彼女のことを思っているなら、志郎くんが担当するのは当たり前のことでしょ？」

「……あー、うん。フィリアの言いたいことはだいたいわかったけど……」

「何？　歯切れが悪いけど」

「……どうしてそんなに不機嫌なんだ？」

　実は話を進めるほど、彼女の頰はさらにどんどん膨らんでいったのだ。彼女の頰はいったいどれだけ膨らませることができるのだろう。

「別に、そんなことありません！」

　確実にそんなことないことはないのだが、それを指摘するとますます頰が膨れて大変なことになりそうだったので、志し郎ろうは指摘しなかった。

「何かな、その何か言いたそうな顔は!?」

　言わなかったのに、頰はさらに膨れて大変なことになってしまった。ここまで頰が膨らんでもかわいいのだから、フィリアはすごい。

　気を取り直して、茉ま琴ことを見る。

「そういうわけだから、隈くま坂さか、これからは俺が君の担当をするから」

　言いながらも、断られると思っていた。絶対に文句を言われると。なのに、

「……わかった。よろしく」

　返事があまりにも意外なものだったので、志郎は「へ？」と間抜けな声を発した。

「何、聞こえなかったの？　あたしはよろしくって言ったんだけど？」

「あ、いや、聞こえなかったわけじゃないんだけど……その、いいのか？」

　あれだけ反発していたではないか。

「いい。……というか、本人が嫌がってもやるって、さっきその子と言ってたじゃない」

「確かに言ったけど……」

　あれほど激高していたはずの彼女が、どうしてこんなふうにあっさりと手のひらを返すことができるのだろう。それがわからず、困惑することしかできない。

　いや、違う。できることは、別にある。そんなことを考えている暇があるなら、茉琴の気が変わらないうちに、面談をがんばるのだ。

「よろしく頼むな、隈坂」

「ええ」

　茉琴が笑う。ドキッとする。怒った顔ばかり見てきたから、彼女が笑った顔は、初めて見るような気がした。

　これなら確かに、芸能事務所の人が、グラビアアイドルとして売り出したいと思うのも当然だろう。破壊力がすさまじい。

「……何？」

「べ、別に何でもない!?」

　動揺したことは、茉琴に伝わらなかったと思いたい志郎だった。

　約束の期日まで、あと一〇日。

　達成しなければいけないノルマ、残り約九八七万三七〇〇人。
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　その日、レンを定位置に乗せた志し郎ろうは借りている部屋を意気揚々と飛び出すと、まずは食堂へ向かった。

　カレーを注文しようとして、

「ごめん、おばちゃん！　やっぱカツカレーを大盛りで！」

　出てきた大盛りカツカレーを一気に搔かき込こむ。

　途中、盛大にむせてレンに気遣われる一幕がありつつも、無事に完食。

　そして職場である第１転生課へ。

　職員と挨拶を交わしつつ、自分の席に着いた。端末を起動、今日の面談予約数が表示される。一〇〇をゆうに超えていた。

　志郎一人でこなすにはかなり多い数字に思えるが、内訳を見れば早めの転生体験のおかげで転生がほぼ決まっている死者が多かったりするし、何よりノルマを達成するためにはこれでもまったく足りないし、死者は現在進行形で増え続けている。

　迅速かつ丁寧に対応していく必要があった。

「よしっ！」

　と、頰を叩たたいたところで頭上のレンが言った。

「今日のシロー、やる気がすごいの！」

「わかるか？」

「シローのことなら食べものの好みから、体のほくろの数まで、何でもわかるの！」

「レンにはかなわないなぁ」

　などと言っていたら、隣の席のセルセラ（面談中）がツッコミを入れてきた。

「いやいやいや、そのリアクションはおかしいだろーが!?」

「何言ってるんだよ、セルセラ先輩。何もおかしくないって」

「おかしい！　絶対おかしい！　ほくろの数をいつの間に数えたんだって話だよ！」

　なるほど、一理あるなと思った志郎は、いつ数えたのかレンに聞いた。

「夜な夜なこっそり調べたりなんかしてないの！　それはスライムの秘密なの！」

「スライムの秘密なら仕方ないな」

「納得するなよ！　今、夜な夜なこっそり調べたって言ってたじゃねーか！」

　セルセラは何を言っているのか。レンは調べていないと言っていたではないか。

　まだぶつくさ言っているセルセラはさておく。

「今日から隈くま坂さかの面談をするだろ？　何の気まぐれでやる気を起こしてくれたのかわからないから、あいつの気が変わらないうちにがんばろうと思って。やる気なのはそのせいだ」

「シローががんばるなら、レンもがんばって手伝うの！」

「ありがとな。さすが頼れる相棒だ」

　その言葉に照れまくって頭の上から落ちてきたレンを受け止め、そのぷにぷにボディを撫なで回まわす。

　ぷにぷにボディを存分に堪能したあと、気持ちを切り替え、仕事を始める。

　一人、二人……二〇人と、死者との面談を終え、ついにその時はやってきた。

「来たな、隈くま坂さか。待ってたぞ」

　もしかしたら来ないかもしれないと思っていたのだが、茉ま琴ことは来た──来てくれた。

「………………」

　返事はない。志し郎ろうは心の中で「ただの屍しかばねのようだ。本当に死んでるけど」とつけ加えながら、座るように促した。

「とりあえず隈坂の転生ポイントを改めて確認させてもらう」

　端末を操作して、表示する。やはり億を超えている。すごいし、圧倒される。

　これまでに話は聞いたし、経歴で確認していたが、改めて、茉琴がどれだけがんばってきたのか、思い知らされる。

　やっぱり報われて欲しいと志郎は思った。

「それじゃ改めて面談を始めるぞ。さっそくだけど、隈坂。転生するにあたって、隈坂の要望を教えて欲しい」

「別に。特にないわ」

　まさかの前回と同じ答えだった。転生に前向きになったことから、何かしら希望があるのではと思ったのだが。

　まあ大丈夫だ。問題ない。志郎は気持ちを切り替える。

　志郎やセルセラのように、転生ライフはこうしたい！　と強く思う者がいる一方、特に希望がないというのは、格別、珍しいことではないのだ。

　それは、大往生というか、天寿を全うした者に多かった。生きている間に、やりたいことはすべてやり尽くしたということなのだろう。

　なので、そういう人たちには、こちら側で雛ひな型がたとなる転生ライフをいくつか設計して提案し、好みの転生ライフにしていくのだ。

　最初は「はぁ」とか「お任せします」といった感じだった者が、志郎が設計した転生ライフに対して興味を抱き、瞳をきらきらさせ始め、「こういう感じにできますか……？」とリクエストしてきた時のあの喜びは、正直、たまらないものがある。第１転生課の仕事をやっていてよかったと思う、満ち足りた瞬間のひとつだった。

「って違うだろ!?」

　第１転生課の仕事にやりがいを感じるのはいい。だが、満ち足りるのは駄目ではないか。

　志し郎ろうはラノベみたいな異世界転生をするため、そのための転生ポイントを稼ぐために、働いているのだから。

「……どうかした？」

　茉ま琴ことが怪け訝げんな顔をした。

「気にしないでくれ」

　今はとにかく、目の前の仕事に集中だ。

「隈くま坂さかは特に希望がないってことでいいんだな？　なら、俺のほうで、いくつか転生ライフを設計するから、それを叩たたき台だいにしていく感じでいいか？」

「ええ」

　茉琴の了解を得たので、系統の違う転生プランをいくつか設計していく。

　茉琴に言ったとおり、これは叩き台だ。

　どれかひとつがベースになる時もあるし、いくつかをまとめたりする時もある。あるいは、どれも琴線に触れない場合もある。その時はこれらとは違う感じのものを、再び叩き台として提案するのだ。すべては悔いのない転生ライフを送ってもらうために。

　志郎は茉琴のことを考える。

　彼女はアニメが好きだ。どれぐらい好きかと言えば、アニメの声優になろうと思い、実際に行動に移したほどだ。ならば、テンプレとか、お約束とか、そういうのも好きなのではないか。

　ということで、まずは、俺ＴＵＥＥＥＥＥ系──チート能力を持った勇者として転生するパターン。

　次は乙女ゲーの悪役に転生するパターンで。

　その次はまったりスローライフ系。勇者とか魔王とか英雄とかは出てこないが、前世の知識を活かしてその世界で最高の楽園を築いていく。

　その他にもあれこれ用意して、茉琴に提示する。

「どうだ？」

「なんかテンプレすぎない？　しかもラノベの」

　鋭い。気づかれてしまった。確かに志郎が設計した転生プランはテンプレラノベっぽいものばかりだった。

「さ、最近はネット小説が書籍化されてアニメ化するまであるだろ!?　だからこれはラノベのテンプレというわけじゃない！」

　苦しい言い訳である。

「叩たたき台だいだからいいんだよ！」

　そういうことにしておく。

　茉ま琴ことは志し郎ろうが提示したプランに目を向けながら、

「ちょっといい？」

「お、なんだ？　何か興味があるのがあったか？」

「転生体験？　とかいうのができるって聞いたんだけど」

　順番を待っている間に死者たちが噂うわさしていたのを聞いたのだろう。志郎は説明した。

「ふーん、そう。……ねえ、それって、今回の提案のものでもできる？」

「え、いきなり？」

「駄目なの？　まずは体験をしてみて、判断したいと思うのはそんなにいけないこと？」

「あ、いや、ごめん。別に駄目じゃない。ただ、最初から転生体験したいって言われたことがなかったから、驚いただけで」

　だが、そういうやり方も悪くないかもしれない。最初に転生できるということを実際に体験することで、自分自身の転生の方向性が見えてくることもあるだろう。

　今後の面談では志郎のほうから提案してみてもいいかもしれない。その分、職員の負担は増すことになるのだが。

　実際、今から転生体験をするとなると、かなりの時間を取られることになる。

　志郎は端末を操作して、面談の予約数を確認した。残り九〇人以上。ここで転生体験に時間を取られるのは、正直かなり痛い。

　だが、転生体験を次回に持ち越して、せっかく転生してもいいと思っている茉琴の気持ちが変わったら？

　志郎は、茉琴に報われて欲しいと思っている。あれだけ努力したのに報われないまま終わって欲しくない。なら、志郎が取るべき選択肢はひとつしかないだろう。

「わかった。しよう。転生体験」

「シロー!?」

　あまりの驚きに飛び上がったレンが、志郎の頭上に着地し損ねて転がり落ちてくる。キャッチした。

「俺がさっき考えたことをレンも考えたんだよな。わかってる。けど、この機会を逃したら駄目だと思うんだ」

「でも、シロー！」

「大丈夫だ。隈くま坂さかの転生体験が終わってから、他の死者の面談をするから」

「そういうことを言ってるんじゃないの！　レンはシローの心配をしてるの……！」

　志郎は大丈夫だという思いを込めて、レンを撫なでる。

「こ、こんなことされてもレンは絶対に誤魔化されないの！」

　言いながらもレンの体は正直だった。ほのかにピンク色になる。

「はぁはぁ……シローの決意が固いのはわかったの」

「悪いな、レン」

　呆あきれたような、だが、やさしいレンの声に、志し郎ろうは感謝した。茉ま琴ことに向き直る。

「じゃあ、転生体験をするけど、そのための準備が必要だから、ちょっと待ってくれるか」

「手続き的なもの？」

「ああ、うん。それもあるけど、手土産だ。転生体験は、一時的にその世界に転生することになる。だから、その世界の創造主に手土産を持っていくんだ」

「……つまり、賄わい賂ろね」

　茉琴が冷ややかな眼まな差ざしをする。

「違う。円滑なコミュニケーションを図るために必要不可欠なツールだ」

「屁へ理り屈くつなの」

「そうだな。レンの言うとおりだな」

「何でそのスライムの言うことは認めるのよ!?」

　レンの言うことを認めるのは当然なので、何でも何もないのである。
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　──そこは牧歌的な雰囲気が漂う場所だった。

　石造りの粗末な家が、間を開けすぎて立っていて、木の塀で囲まれた場所では、羊っぽい動物が「んもぉ～」と鳴きながら草を食はみ、牛っぽい動物が「んめぇ～」と鳴きながら水を飲んでいる。

　いわゆるスローライフ系の転生ライフを設計してやってきた世界だ。

「あまりにもスローライフすぎるというか……。人気はないし、活気もないし」

　頭上にレンを乗せた志郎が呟つぶやく。よく言えばのどかだが、悪く言えば寂れている。

　いや、実際、寂れているのだろう。この世界にやってきてから目撃したこの世界の住人は、よぼよぼのジイさんが一人だけ。あまりにも寂しすぎる。

　とはいえ、この寂れた雰囲気も味があると志郎は思うし、ここが異世界であるというだけで興奮できる。志郎は異世界大好きっ子なのだ。

　しかし今は自重する。今日の主役は志郎ではなく、志郎の隣に立つ茉琴。これは茉琴が要望した転生体験なのである。

　あれから──茉琴が改めて志郎との面談にやって来てから二日が経っていた。

　その間、志郎は茉琴の要望に応える形で、数多くの転生体験に付き添ってきた。

「さてと」

　茉ま琴ことはこの世界をどう思うだろう。気に入ってくれるといいのだが。

　そんなことを考えていると、声をかけてくる人物がいた。

「いやー、どうもどうも」

　メガネをかけた、垂れ目のおやじだ。くたびれた服装が哀愁を漂わせる。

「この人は？」

　茉琴がその人を見る目は、不審者を見るそれだ。

「この世界の創造主だ」

「え？　……えぇっ!?」

「いやはや、そちらの美しいお嬢さんが驚くのも、無理はありませんな」

　創造主がメガネを弄いじりながら、苦笑を滲にじませる。

「創造主とは思えんでしょう？　ええ、ええ。よく言われます。なので、気軽にセーちゃんとお呼びください。自分、セージという名前なので。どうしても呼びにくい場合はジーちゃん呼びでも可」

　軽いノリの創造主である。

「今回はお忙しい中、転生体験の許可をいただきまして、どうもありがとうございます」

　志し郎ろうは挨拶しながら、この時のために用意されている『第１転生課・臨時職員』という肩書の入った名刺を差し出す。

「あと、これなんですが……」

　志郎が持参した手土産を渡すと、セージの顔がうれしそうにほころんだ。

「よく自分の好きなものがわかりましたな」

　志郎は種明かしをした。この世界に行くとフィリアに告げた時、これを持っていくように言われたのだ。

「そうですか。フィリアさんが……。フィリアさんはお元気ですかな？」

「ええ。よろしく伝えて欲しいと言ってました」

「それは重ちよう畳じようですな」

　転生課の職員と創造主は死者を転生させる際など顔を合わせることが多く、そのため顔かお馴な染じみになったりする。フィリアとこのセージの関係もそんな感じだろう。

　セージが茉琴を見ながら、小声で話しかけてきた。

「それで彼女は転生希望者ですかな？　転生してくれると思いますかな？」

　茉琴は遠くを眺めていた。何を考えているのか、彼女ではない志郎にはわからない。

「どう、ですかね」

「……やっぱり、厳しいですか」

　セージが醸し出す雰囲気が尋常ではなく重苦しいので、志郎は気になった。残念に思うにしても、あまりにも雰囲気が深刻ではないか。

「どうかしたんですか？」

「……このままだと、この先、この世界は消滅してしまうのですよ」

「消滅!?　じょ、冗談ですよね!?」

「それなら、どれだけよかったことですかな。転生できる世界に、人気、不人気が存在しているのはご存じですかな？」

　言われて、志し郎ろうは考えてみた。

　そういう視点で見たことはないが、これまで面談してきた感触を思い出すと、確かにセージの言うとおり、転生したいと希望する者が多い世界と、転生したいと希望する者が少ない世界というものは、存在する。

「その世界に転生したいと思う者が少ないと、当然、人口は減少しますな。そうして行き着く先は……」

　転生希望者が少なく、人口が減少していく世界。その行く末。

「消滅……？」

「そのとおり。いやー、まったく困ったものですな。わっはっはっ」

「ですよねー。あっはっはっ──って、笑ってる場合じゃないですよね!?」

　志郎も笑っていたのと、レンに突っ込まれた。セージが言う。

「もちろん、事態は極めて深刻で、笑っている場合ではないですな。ですが、自分は、そう簡単に諦めたりしませんよ。自分はこの世界の創造主。この世界を愛おしく思っておりますし、創り出した責任がある。この世界を存続させるためなら、どんなことでもする覚悟がありますからな」

「どんなことでも……って、何か方法があるんですか？」

「ほほう、志郎さんは気になりますかな？」

　当然だし、そんな方法があるなら、すぐにでも取り入れるべきだ。そうすることで、世界消滅の危機を脱することができるのだから。

　セージが声を潜めて、志郎に耳打ちする。

「これは他の創造主から聞いた話なのですが、世界消滅を回避するため、最近の流行を取り入れたらしいのですよ」

「最近の流行？」

　転生にそんなものがあるのか──と、そこまで思ってから、ハッとする。

「おや、どうしましたかな？」

「その最近の流行って、俺ＴＵＥＥＥＥＥとかじゃないですかね……？」

「おお！　そうですそうです！　よく知っていますな！」

　やっぱりか！　と志郎は頭を抱えたくなった。まさかそっちの流行とは思ってもいなかった。

「元々その世界はここと同じで、のんびりゆったりまったりの世界だったのですが、その世界に転生したら勇者になれる！　と謳うたいましてね。勇者を希望する者ばかり転生させてしまったのですよ。ですが、倒せる魔王は一人だけ。で、何が起こったかというと」

　ごくり、とセージが唾を飲み込んだ。何か恐ろしいことが起こったというのか？

「ある勇者が魔王を倒してしまった後、残された勇者たちがそれぞれの正義を振りかざして、自分以外の勇者を魔王と認定。勇者同士で激しい衝突が繰り広げられ、世界が破壊。消滅してしまったのですよ」

「本末転倒すぎる……！」

「実はここだけの話ですが、この世界もそうするつもりだったのです」

「本気ですか!?　絶対にやめたほうがいいですよ！　ここはスローライフ系の世界じゃないですか！　スローライフ系はスローライフ系で人気があるジャンルだし、この世界ならではの魅力を発信すべきです！」

　そこまで一気に言ってから、志し郎ろうは気づいた。セージが驚いた顔をしていた。

「あ、すみません。一気にしゃべったりして」

「ああ、いや。違うのですよ。フィリアさんにも同じように諭されましてね」

「フィリアが？」

「だから、今は、この世界ならではの魅力を、鋭意発掘中というわけでして。フィリアさんも力になってくれると言っていましたな」

「……そっか」

　フィリアは死者のためにがんばっている。第１転生課を潰さないよう、休みも返上して。それは志郎がここにいる今もだろう。栄養ドリンクシヤチクタンＺを、ぐびっ！　と飲み干しながら。

　だが、フィリアのがんばりはそれだけじゃなかった。創造主の力にもなっていた。

「どれだけがんばれば気が済むんだよ。……すごすぎるだろ、フィリア」

「何か言いましたかな？」

　何でもないと、志郎は首を振る。

「俺も力になりますから。何かいい方法はないか、考えてみますから！」

「本当ですか!?　それはそれはありがとうございます！」

　セージと、握手を交わす。

　と、足音が近づいてきた。振り返ると、そこにいたのは第２転生課のシャッテンだった。

「どうしてお前がここに？」

「この世界に転生したいという方のための手続きをしにきたんだけど」

「おい、それ本当だろうな!?　噓うそだったらただじゃおかないぞ!?」

「え、あ、ああ、うん。本当だけど……あれ？　噓を言ってると思われた？」

　思ってなどいない。ただ、志し郎ろうはうれしかったのだ。

「よかったじゃないですか！」

　セージを見れば、「お、おお……！」と感激して、涙を流していた。

　どれだけこの世界が不人気だったか、うかがえるというものである。

　セージがうれしそうにしているのを見て、志郎まで涙が滲にじんできた。

「シロー、泣いてるの」

「こ、これはあれだ！　心の汗ってやつだよ！」

「そういうことにしておいてあげるの」

　そういうことにしておいてくれるらしい。なんて心優しいのか。レンは天使なのか？（スライムです）

「そ、それじゃあ、さっそく手続きのほうを！　さあさあ、こちらです！　どうぞどうぞ」

　セージが、シャッテンを案内していく。

　それを「本当によかった」と見送っているとシャッテンがこちらに戻ってきて、話しかけてきた。

「ごめんね」

「？　何で謝るんだ？」

「ほら、うちの課長──ウィルゴが変なことを言って、第１転生課が大変なことになってるから」

「そのことか。確かに今、第１転生課は大変なことになってる」

　ノルマ達成に追われて張り詰めているし、妙にギスギスした感じになったりしている。

　それはフィリアと職員が対立するせいだ。一触即発の空気に何度なったことか。

　原因はスタンスの違い。フィリアは第１転生課のモットーを大事にした上でノルマを達成すべしというスタンスで、フィリアにくってかかっていた職員は、この際、モットーは脇に置いてでもノルマを達成すべきではないかというスタンスだった。

　お互いに第１転生課の存続を願っているからこその対立であり、だからこそ、決定的な対立には至っていない。

　だが、それは時間の問題のような気がしなくもない。お互いの間に、決してポジティブではない感情がくすぶっているのは、事実だからだ。

「第１転生課の問題はウィルゴが悪いのであって、シャッテンは悪くないだろ」

「そう言ってくれると、心が軽くなるよ」

　シャッテンが目を細めて笑い、セージとともに姿を消した。

　フィリアを目の敵かたきにするウィルゴは好きになれそうにないが、シャッテンとは友だちになれそうだった。

　レンが頭上で飛び跳ねる。茉ま琴ことを放置していたことを教えてくれたのだ。礼を込めて一ひと撫なでし、志し郎ろうは茉琴に向き直る。

「悪い、隈くま坂さか。待たせた」

「別に」

「それでこの世界はどうだ？　気に入ったか？」

　尋ねながらも、志郎は茉琴がどう答えるのかわかっていた。

「思っていたのとなんか違う。だから──」

「わかった」

　茉琴の言葉を最後まで聞く前に、答えていた。予想していたとおりの答えだったから。

　この三日間、志郎は転生プランを茉琴に提案し続けてきた。ラノベ好きと言っても際限はあり、ネタ切れになってしまったので、セルセラや他の職員との雑談をヒントに考えたものなども含めて、実に様々なやつをだ。

　そのたびに茉琴は転生体験をしたいと言って、転生体験を重ねてきた。そして気に入ったかどうか聞くと返ってくるのは決まって、さっきと同じ『何か違う』。ひたすらそれの繰り返しだった。

　もう何回、転生体験をしたことだろう。一人の死者が、これほど多くの転生体験をしたことはないはずだ。ここまで繰り返されると、茉琴が本当に転生するつもりがあるのかどうか、疑いたくなってくる。

　だが、と思い直す。転生は失敗できない。一度転生すると魂が劣化して、その次の転生ができるとは限らなくなるからだ。ならば、慎重に慎重を重ねることは間違っていない。

　茉琴がこっちを見てくる。

「……何？　何か言いたそうな顔してるけど」

「そんなことないぞ？」

　むしろ茉琴のほうが何か言いたそうな顔をして、口を開きかけたが、何も言わなかった。

　疲れていないと言えば噓うそになるし、志郎に初めての面談や継続面談を望む死者がどんどん増えている状況には、頭が痛くなる一方だった。

　だが、そんな諸々を志郎は「それがどうした！」と言い切ることにする。

　ノルマ達成の期日まで残り一週間、フィリアをはじめ、みんながんばっているのだ。そんな中、志郎だけが音を上げるわけにはいかない。むしろ、ここが踏ん張りどころとがんばるべきなのだ。

　志郎は頭上のレンを胸元に引き寄せると、そのぷにぷにボディを撫で回す。

　レンが「くすぐったいの」と悶もだえる。

　ほんの少しの間くらい癒やされても大丈夫なはずだ。
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　第１転生課に戻ってきた志し郎ろうが目にしたのは、忙せわしなく働く職員たちの姿だった。

　呼吸は乱れ、目は血走り、鬼気迫るというのは、まさしくこういうことを言うのだろう。

　どこからか「この転生手続きが終わったら、あたい、結婚するんだ……」という声が聞こえてきたが、それは死亡フラグであり、ある意味、絶対に結婚できないフラグでもあるので、セルセラだけは間違っても口にしてはいけない言葉である。

　一週間後に期日が迫っていることを考えれば、この状況は当然のことだった。

　そんな光景に志郎が改めてやる気を奮い立たせていると、フィリアがやってくる。

「おかえりなさい」

　やわらかい笑みを見せられ、ドキッとした。

「あ、ああ、ただいま」

　あの日、フィリアに拒絶されたと思ったが、これまでどおり話しかけてきてくれるので、志郎はよかったと胸をなで下ろしていた。なので、今では、もう、気まずさは感じていなかった。

　ただ、時々、妙に理不尽に怒ることがあるので、それはどうしてだろうと思うくらいだ。

「で、どんな感じだったの？」

　フィリアの視線は、志郎の後ろ、茉ま琴ことに注がれている。

　見られているのはわかっているだろうに、茉琴はフィリアを気持ちいいぐらい無視した。

「駄目だった」

「やっぱり」

　当然のように言うのも無理はない。

「とりあえず、次の転生体験に行ってくるから」

「また!?　……ね、志郎くん、今日だけですでに三回もしているわよ？　──志郎くん、どうしたの？　なんか変な顔をして」

「……あ、いや、別に何でもないんだ」

「噓うそ！　何でもないって顔じゃないもの。どうしたの？　教えて」

「……そういう言い方をされると、なんかエッチだなって思ったんだよ」

「な、何言ってるの!?　志し郎ろうくんのバカ！」

「聞いてきたのはフィリアなんだけど!?」

　理不尽だが、真っ赤になったフィリアがかわいいので問題ない。いや、そうではない。

　今日だけで三回転生体験している。そんなことは彼女に指摘されるまでもなく、志郎が一番わかっていることだ。だが、

「すでに先方に連絡済みだから、キャンセルするのは申し訳ない」

「それは……そうなんだけど」

　フィリアが眉尻を下げて、志郎を見た。心配しているのが伝わってきてうれしい。舞い上がってしまいそうだ。

「そういうわけだから行ってくるよ。っと、その前に手土産の準備をしないとだった」

　軽い足取りで歩き出そうとして、足がガクッとなった。

　倒れる──と思ったが、何とか持ちこたえることができた。

「あ、危なかった……」

　嫌な感じの冷や汗を拭っていると、

「志郎くん！」

　フィリアが手を摑つかんだ。

「そんなにふらふらになって！　やっぱり駄目よ！　やめるべきだわ！」

　ものすごい剣幕だ。さっきよりずっと、本気で心配してくれているのが伝わってくる。

　だが、それでも、志郎はこう答えるのだ。

「そういうわけにはいかない。言っただろ、先方にはすでに連絡済みだって」

「それなら別の人が行けば……」

「それだけは絶対に駄目だ」

「……どうして？　そんなにその子が大切なの……？」

　大切？　フィリアは何を言っているのだろう。

「違う。俺が、隈くま坂さかの担当だから」

「……それだけ？　それだけの理由で、そんなに無理ができるの？」

　上目遣いで、フィリアが見つめてくる。

　何だろうか、この感じは。いつもの、怒っている感じとは何か違う。拗すねているような、甘えているような、そんな感じがする。

「あー……やっぱり言わなくちゃ駄目か？」

「………………やっぱり志郎くんはその子のことが好き」

「ちょっ、何でそうなるんだよ!?」

「だ、だって……す、好きだから、そこまでがんばれるんでしょ？」

「全然違う！」

「な、なら、どうして言いにくそうなの？」

「それは……」

　もう、言うしかないだろう。覚悟を決めた。

「フィリアを……尊敬しているからだよ」

「え？」

　呆あつ気けにとられたような顔をするフィリア。

「死者のためだけじゃなくて、創造主のためにもフィリアはがんばっている。そんなフィリアを尊敬していて、そんなフィリアみたいになりたいと思ったから──だから、これぐらいの無理はしなくちゃいけないんだ」

　本人に向かって、絶対に言いたくなかった。しかし、言わないと納得しない雰囲気だったから仕方がない。

　顔は熱いし、きっとみっともないくらい真っ赤になっているだろう。恥ずかしすぎて死にそうだ。いや、死んでいるのか。

「へ、へぇ……そう、なんだ……。それは……えっと、その……あ、ありがとう？」

「どういたしまして！」

　まだ顔が熱かったから、やけっぱちな返事をした。

　自分のことでいっぱいいっぱいになっていた志し郎ろうは気づいていなかった。フィリアも同じくらい顔を真っ赤にしていることに。口くち許もとを、ほへっとゆるませ、うれしそうな雰囲気を漂わせまくっていることに。

　志郎が何とか平静を取り戻す頃には、フィリアも同じように平静を取り戻していて、結局、志郎が彼女の変化に気づくことはなかった。

「ま、まあ、あれね。志郎くんががんばる理由はわかったわ」

「それはよかった。そういうわけで──」

「けど、それはそれ、これはこれよ。やっぱり、その子にこれ以上、転生体験をさせるわけにはいかないわ」

「どうして!?」

　フィリアは答えず、茉ま琴ことを見た。いや、睨にらんだ。

「何？」

　茉琴も怯ひるまず、それを迎え撃った。

「隈くま坂さか茉琴さん。あなたの魂胆を教えて」

「は？　魂胆？　……いったい何のこと？」

「ずっと見ていたわ。本気で自分の転生ライフに向き合っているようには見えなかった。それなのに、志郎くんが提案する転生プランのすべてを体験していた……」

　フィリアの言葉は正しい。茉琴は志郎が提案するすべての転生プランを体験してみたいと言った。

「これはもう、何か魂胆があるとしか思えないわ」

「やめてくれない、そんな言いがかり。そんなのないし。……というか、ずっと見ていたとか気持ち悪いんだけど」

　そこで茉ま琴ことが言葉を切り、志し郎ろうを見て、志郎は「ん？」となる。

「もしかして……自分の男を取られるとでも思った？」

「「なぁっ!?」」

　期せずして、志郎とフィリアの声が重なった。

　フィリアの顔が、かぁ～っ……と赤くなる。

「お、おおおおおおおお男って!?」

「お生あい憎にく様さま、あたし、そんな何の取り柄もない感じの男にはこれっぽっちも興味ないから」

　茉琴の好みはどうでもいいが、さりげなくディスって心をえぐってくるのはやめて欲しいと志郎は思った。

「べべべ別に志郎くんは、わたしの、おおお男とか、そういうのじゃないわ！　わたしがししし志郎くんに、ききき興味を持つとか、まったく、これっぽっちも、全然ないから！」
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　今度はフィリアのターンである。これ以上はやめてくれと志し郎ろうは切に願う。ライフがもうゼロだから。

　フィリアと茉ま琴ことの二人が睨にらみ合あいを続ける。

　その騒ぎに、周囲が気づかないわけがなかった。みんながこっちに注目していた。

　セルセラが言った。

「おお～っと、二人の美少女が一人の男を巡って争ってる！　……わけじゃねーみたいだな。そもそもウメっちを巡って争いが起きるわけねーし！　なぁ、ウメっちー？」

　ライフがゼロどころかマイナスに振り切れた瞬間だった。

「俺にどういう返事を求めてるんだよ!?」

「え、言わせんなよウメっち。照れるだろ？」

「照れるような要素はどこにもない……！」

　そーか？　とセルセラが笑う。まったく、困った元魔王様だ。

「レンはシローのこと、大事だと思ってるの！」

「ありがとう、レン！　俺もレンのことがめちゃくちゃ大事だ！　というか、俺のことをそう言ってくれるのはレンしかいない！」

　どんっ！　と体当たりしてきたレンを、ぐぼぁっ！　と抱き留めた。そしてぷにぷにボディに癒やされる──いや、癒やされている場合ではない。

「二人とも、みんなが見てるから、そろそろ言い争うのは──」

「だ、誰が志郎くんを巡って言い争っているって!?」

「フィリア！　誰もそんなこと言ってないから……！」

　フィリアがあまりにも大声で言うものだから、それを搔かき消けすように全力で叫んだのがいけなかった。

　今まで何とかこらえていた志郎の体から、力がふっと抜ける。

　あ、これ、駄目なやつだ──と志郎が思った時には、意識は暗闇に吞のみ込こまれた。
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　目が覚めるとそこは、

「知らない天井だ──って、本当に知らない天井だ!?　ど、どどどどういうことだ!?」

　目覚めた時のお約束ネタを呟つぶやいただけなのに、まさかの事態に志郎は慌てふためいた。

「よかった！　気がついたのね！」

　そこには今にも泣き出しそうな顔をしたフィリアがいた。

「や、やあ、おはよう……？」

「おはようじゃないわよ！」

「……なら、こんにちは？　それとも、こんばんはだったり……？」

「そういうことを言ってるんじゃないの！」

　相当、お怒りのようだった。

　恐る恐るここがどこかと尋ねれば、第１転生課の休憩室であるらしい。利用したことがなかったので、知らない天井だったのも無理はなかった。

　それに、志し郎ろうが半日近く、意識を失っていたことも聞いた。

「そんなにか……」

　つまり、それだけの時間を無駄にしてしまったということだ。

　なら、早く行かなくてはいけないだろう。そう思って起き上がろうとしたら、

「駄目っ！」

　フィリアから予想もしていなかった大きな声が放たれて、ビクッ!!　となる。

「あ、えっと……その、大きな声を出して、ごめんなさい！」

「いや、それは別にいいんだけど……どうして駄目なのか、聞いてもいいか？」

「言ったでしょ、魂の状態で無茶をすると、消滅してしまうこともあるって。志郎くん、危うく、そうなりかかっていたのよ!?」

　噓うそではないのだろう。噓だったら、こんなふうに怒ったりなどしないはずだ。

「フィリア、消滅したら転生って……」

「できるわけないでしょ！」

「じゃ、じゃあ、本当に危ないところだったんだな……」

　今さらながら愕がく然ぜんとしていると、フィリアの目尻に光るものがあることに気がついた。

「あれ、フィリア……もしかして泣いてる？」

「な、泣いてないわ！」

「え、でも」

「志郎くんがこのまま消滅しちゃったらどうしようとか思って泣いたりとかしてないわ！　ええ、絶対に！　絶対になんだから！」

　だが、そういうフィリアの目からは、大粒の涙が、ぽろぽろ零こぼれ始めていて。

　志郎はどうすればいいかわからずに、戸惑うことしかできなかった。

「……志郎くんが目覚めたこと知らせてくるわね。みんなも心配してたから」

　フィリアが逃げるように立ち去る。

　残された志郎は考えた。フィリアが泣いた。志郎のことを思ってだ。

　仮に、それが志郎の思い込みなどではなく、本当だったとしたら？

「……う、うれしいよな、やっぱり」

　自分が危うく消滅しかかったという状況であっても、それは偽らざる志郎の本心だった。

　フィリアを初めて見た時から、ずっとかわいいと思っていたのだ。そんな子にあんなに心配してもらえた。こんなにうれしいことはない。顔がにやけてしまうのも当然だろう。

　だが、そう思わない人物がここにはいた。

「………………キモ」

「だ、誰だ!?　──って隈くま坂さか？　い、いたのか」

　部屋の隅、壁に茉ま琴ことが寄りかかっていた。

「何？　いたら悪いの？」

「わ、悪くないけど……声くらいかけてくれてもよかっただろ」

　声をかけられるまで、まったく気づかなかった。

「無茶言わないで。かけられるような雰囲気じゃなかったじゃない」

「あー……そうかもな。俺も同じ立場だったら、声をかけてなかったな」

「……聞いたわよ、あんたの話」

「俺の……？　……って、まさかスリーサイズか!?」

「なっ、何言ってるの!?　違うわよ！」

　顔は真っ赤になり、ムキになって冗談を否定する茉琴が面白かった。

　だから、つい、笑ってしまった。すぐに睨にらまれたので、慌てて取り繕う羽目になったが。

「で、俺の何を聞いたんだ？」

「あんたがどれだけ無茶なことをしていたかって話よ」

　なるほど、と志し郎ろうは胸の内で呟つぶやく。彼女が聞いた話というのは、ここ最近の志郎の労働状況についてに違いない。

　ついさっきフィリアに、危うく消滅しかかっていたという話を聞いた今では、それなりに無茶なことをしていたのだと思う。

　しかし、志郎としてはちゃんと休んでいたつもりだったし、何より、やるべきことが山積みで、それをやっていたという意識しかないのだ。

　ここ三日の志郎は茉琴中心の生活になっていた。それくらい志郎の勤務時間はすべて茉琴に取られていた。自分が提案する転生プランのことごとくに興味を示し、そのすべてに対して転生体験してみたいと彼女が言ったからだ。

　だが、志郎の継続面談を望み、志郎も担当すると決めた死者は、茉琴だけではない。どうしようと思っていたら、レンが代役を申し出てくれた。志郎の役に立ちたい、と。

　死者を待たせるのも悪いと思い、志郎はその提案を受け入れようとした。

　だが、死者に言われたのだ。自分たちは志郎が提案する転生プランが気に入っている。志郎に時間がないというなら、志郎の時間ができるまで待っていると。

　そんなふうに言われてうれしくないわけがなかった。

　だからといって、自分のせいで面談できないのは本末転倒だ。とはいえ、現状では茉ま琴ことの担当で時間がいっぱいで、対応する余裕がない。

　どうする？　と考えた結果、志し郎ろうが導き出した答えは、他の死者の面談は勤務時間外にやる！　だった。

　その結果がこれだ。

　志郎は起き上がり、ベッドから降りようとする。

「ちょ、何やってるのよ!?」

「決まってるだろ。隈くま坂さかの転生体験の付き添いだ」

「………………」

「？　どうした、変な顔して」

「やっぱり、あんたってばそうだったのね」

「そうってなんだよ？」

「バカってことよ」

「はぁっ!?　何でそうなるんだよ!?」

「だって、無理したら消滅するんでしょ。それでも無理するんでしょ。ほら、どう考えてもバカじゃない」

　論理的に言われると、確かにバカ以外の何ものでもない。だが、

「俺が消滅するかどうかは、隈坂には関係ない話だろ」

　もちろん、志郎に消滅するつもりはまったくない。

　久しぶりに半日近くも休めたのだ。これでしばらくはまた無理ができるはずだ。

　大丈夫だ。自分のことは自分が一番わかっている。今度はうまくやる。明日から本気出すってやつである。

「──って、これは駄目なパターンじゃないか！」

　自分で自分の心の声にツッコミを入れていると、茉琴が俯うつむいていた。

「……本当はわかってるんでしょ？」

「え、何が？」

「とぼけないで！　あたしが嫌がらせしていること、本当はわかってるんでしょ!?」

　顔を上げた茉琴が、キッと志郎を睨にらみつけてくる。

　志郎はその剣幕に圧倒されるでもなく、ただただ呆あつ気けにとられた顔で、

「嫌がらせ？　え、ちょ、ちょっと待ってくれ、どういうことだ？　嫌がらせって何だ？」

「……ねえ、本当にわかってないの？」

「わかってないも何も初耳だよ！　嫌がらせって何なんだよ!?」

「腹が立ったのよ！　これ以上がんばりたくないのに、がんばれって言われて！」

　確かに志し郎ろうは言った。彼女に対して。

「で、あたしは、あんたが第１転生課ここを潰さないためにがんばっていることを知った。だから、それを邪魔することにしたのよ！」

「そ、それじゃあ……」

「ようやく気づいたみたいね！　そうよ！　今までの転生体験はすべて無駄なの！　だってあたしはどんな転生ライフも最初から興味なかったんだから！　ざまあみろだわ！」

「……そうか。確かに少し変だと思ったんだ。何かあるんじゃないかって、考えたりもしたんだ。けど……嫌がらせか。それは考えなかった」

「ねえ、悔しい？　悔しいでしょ!?　あははははははは！」

　茉ま琴ことが楽しそうに──いや、壊れたように笑う。何も知らずに消滅しかかるほどがんばっていた志郎に向けて。

　だが、志郎はそんな茉琴に、

「悔しくない。……むしろ、悪いと思っているというほうが正しいかもしれない」

「悪い？　……あんた、何言ってるの？」

「俺は隈くま坂さかが興味を持てない転生プランを提案し続けてきたんだ。つまり、隈坂の時間を無駄にしたってことだろ？　なら、どう考えても悪いのは俺だ」

　志郎は臨時職員だが、第１転生課の一員なのは間違いない。死者に寄り添い、生きていた頃の後悔を持ち込まない、悔いのない転生ライフをコーディネートする立場にある。

　だが、実際はどうだ。彼女にちゃんと寄り添えていなかったではないか。

　志郎との面談を希望する死者が多くいたことで、慢心していたのではないか。俺はすごいと、勘違いしていたのではないか。もちろん、そんなつもりはまったくなかったが、現実はこれだ。

「本当にごめん」

「………………………………………………………………………………………………何で」

　見れば、茉琴は愕がく然ぜんとしていた。

「何で、あんたは、そんな……」

「言っただろ。隈坂はがんばった。がんばって、がんばって、がんばりまくった。そんな隈坂が報われないなんておかしいって。絶対に報われるべきだって」

　でも、と志郎は言葉を句切る。

「俺のエゴ……ワガママなんだよな。だから、ごめん。本当にごめん」

　もう一度、今度は頭を下げて、心の底から、茉琴に謝罪した。

　顔を上げた時、志郎は茉琴の顔を見て、

「……大丈夫か、隈坂？」

「え、何が？」

「いや、顔がめちゃくちゃ赤くなってるんだけど」

「はぁっ!?」

　茉ま琴ことが慌てて自分の顔に触れ、「熱っ!?」と漏らす。それだけ真っ赤になっていれば、当然だろう。

「何でこんなことに……って、べ、別にどうもしないから！」

　茉琴が真っ赤な顔のまま、焦ったように言う。どう見ても、どうもしないという感じではない。だが、志し郎ろうは深く追及しなかった。茉琴に睨にらまれたからだ。

「なあ、隈くま坂さか。俺にチャンスをくれないか」

「チャンス？」

「がんばってきた隈坂には報われて欲しい。これが俺のワガママだってことは充分承知してる。でも、それでも、やっぱり俺は隈坂に報われて欲しいんだ」

　がんばってきた人が報われないまま終わってしまうなんて、そんなのは絶対に嫌だ。

「だから俺にチャンスをくれ──いや、ください！　今度こそ、隈坂が興味を持てるような転生プランを考えるから！　お願いします！」

「………………」

「………………」

　沈黙が重なる。やはり駄目なのか。

「……そ、そんなに、あたしに報われて欲しいの？」

　茉琴が言った。そっぽを向き、黒髪から覗のぞく耳が赤い。

「ああ！」

「……へ、へぇ、そう、なんだ。ふーん」

　いいのだろうか。悪いのだろうか。

「……ま、まあ、あんたがそこまで言うなら」

「いいのか!?」

「……こ、今回だけ特別？　許してあげないこともないかなって」

「ありがとう、隈坂！」

　そうとなったら、こんなところでじっとしているわけにはいかない。

　ベッドから降りようとした時、フィリアがセルセラとレンと一緒に戻ってきた。

「シロー！　すごく心配したの！　もう大丈夫なの!?」

　レンが思いきり体当たりしてくる。普段ならば、ぐぶぁっ!!　となりながらも受け止めることもできただろうが、今の志郎には無理だった。

「シローが倒れたの!?　まだ駄目だったの!?」

「あたいの目が確かなら、今のレンの一撃が止めを刺したような気がするんだけど」

「シロー、死んじゃいやなの！　目を覚ましてなの！」

「大丈夫だぜ、レンちん！　元々死んでるんだからな！」

　志し郎ろうの意識は再び闇に吞のみ込こまれた。
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　レンが落ち込んでいる。自分が志郎に止めを刺したことを反省しているからだ。

「……本当にごめんなさいなの」

「気にするなよ、レン」

　しょんぼりしているレンを撫なで回まわすと、少しは元気が出てきてほっとした。

「まあ、無事で何よりだぜ」

　そう言ったのはセルセラだ。

「ところでウメっち。ウメっちの好きなもんを持ってきたから、元気を出してくれよ」

「俺の好きなもの？」

「あたいの笑顔さ！」

「……わーい。すごーい。うれしいなー」

「何だよウメっち！　ちっとも心がこもってねーじゃねーか！」

　そんなこと言われても……と思った志郎だったが、レンの一言で考えを改めた。

「シロー、セルセラもすごく心配してたの」

「なぁっ!?　お、おい、レン！　それは言わねー約束だろ!?」

「え、レンはそんな約束してないの」

「そ、それはそーだけどよっ！　そーじゃねーっつーか……！」

　真っ赤になったセルセラが、しっぽを立ててレンに詰め寄る。

「ありがとう、セルセラ先輩。先輩の笑顔、ありがたく受け取るよ」

「お、おう、そーか？　まあ、うん。受け取ってくれっ」

　照れくさそうにそっぽを向くセルセラだったが、ぴこぴこ揺れるしっぽを見れば、喜んでくれているのは丸わかりだった。

　このセルセラなら、かわいいお嫁さんになれるのは間違いないだろう。

　そんなこんなで和んでいると、怖い声がした。

「で、志郎くん。君はこれから何をしようとしていたのかな？」

　フィリアである。

「え、何って──」

「ううん、大丈夫。言わなくても。また無理をしようとしていたのよね。ええ、そうに決まっているわ」

　フィリアは呆あきれたような、怒ったような顔をしていた。

「わたしが言ったことを忘れたの？　無茶をしたら消滅してしまうこともあるのよ──って、何？」

　怪け訝げんな顔をするフィリアだったが、それは志し郎ろうも同じだった。

　志郎とフィリアの間に、なぜか茉ま琴ことが割って入ってきたからだ。

「し、志郎が無理しようとしているのはあたしのためだから、怒るのはやめてくれない？」

「いきなり名前で呼び捨て!?」

　今まで『あんた』呼ばわりだったので志郎が驚いていると、茉琴に睨にらまれた。

「だ、黙ってて！」

「はい」

　怖い。

「……今、わたしが話しているのは志郎くんで、あなたは関係ないわ」

「関係ないことないわ。むしろ、あんたのほうこそ関係ないでしょ。志郎はあたしのためにがんばってくれているの。そう、あたしのために！」

　どうして茉琴は『あたしのため』を強調するのだろう。

　しかも、あんなに顔を真っ赤にして。恥ずかしそうな、だが、うれしそうな感じで。

　志郎は考えた。

　もしかしてこれはあれか。よくわからないうちに、茉琴のフラグ的な何かを立てたというのか!?

　茉琴はちょっとキツい感じだが、美少女だ。本人は声優を志していたが、所属していた芸能事務所はグラビアアイドルとして売り出そうとしていたぐらいなのだ。

　そんな子とのフラグを立てたかもしれないというのは、正直、悪い気はしないが……まあ、そんなのは志郎の妄想だ。そうだったらすごいとは思うが、絶対にあり得ない。

　その証拠に、フィリアに対して勝ち誇ったように胸を反らしている。これは単に茉琴がフィリアに対抗心を燃やしているだけのことだろう。

「……それ、あなたの勘違いよ」

「は？　勘違い？　勘違いってどういうこと？」

「志郎くんはわたしのモットーに共感して、がんばってくれているの。第１転生課を潰さないために！　あなたのことに一生懸命になっているのはその一環よ！」

　今度は、フィリアが勝ち誇るように胸を反らした。

　だが、ここで非常に残念なお知らせをしなければいけなかった。フィリアの胸はちょっぴり無念な感じなので、勝ち誇っているはずなのに、むしろ茉琴に負けている感じになっているのだった。

　それはさておき、どうしてフィリアはこんなにもムキになっているのだろうか。

　しかも、ちらっ、ちらっと志し郎ろうを見てくるではないか。潤んで、熱っぽい眼まな差ざしで。

　志郎が考え、導き出した答えはこうだ。

　もしかしてフィリアにもフラグを立ててしまったのでは!?　つまり、これがモテ期！

　──というのは絶対にない、と志郎は心の中で断言する。志郎はラノベなら主人公ではなく脇モ役ブだ。しかも名前すら与えられない木っ端系の。そんな志郎に、こんな美少女たちが惚ほれるわけないではないか。

　志郎がそんなことを考えている間、フィリアと茉ま琴ことの二人は火花をバチバチ飛ばし続け、それを見ていたセルセラがぽつりと漏らした。

「ほぁ～、二人がそんなにウメっちのことを好きだとは知らなかったぜ」

　セルセラは第三者だ。その第三者の目から見ると、そういうふうに見えるらしい。

　もしかして、と志郎は思った。本当にモテ期が来ているのか？

　そんなふうに淡い期待を抱いたのがいけなかったのだ。志郎に厳しい現実が突きつけられた。

「は、はぁ!?　別に志郎のことなんか好きでもなんでもないんだけど！　変なこと言わないでくれない!?　勘違いされたら、すごい困るし！」

　茉琴が般はん若にやの形相になる。本気である。間違いなく彼女は本気で怒っていた。

「わ、わたしも別に志郎くんのことが好きってことはなくて……ただ、その、志郎くんががんばっている理由を正しく伝えなくちゃって思っただけだから」

　フィリアは茉琴のように怒ってはいなかった。むしろ笑顔を浮かべていた。ただし、その笑顔は極めて事務的というか、義務的なものだった。

　セルセラが肩を叩たたいてくる。

「よかったな、ウメっち。春が来て」

「どこがだよ！」

　悲しくなどない。本当だ。二人に惚れられるわけがないことはわかっていたのだ。

　だから、目からあふれ出すものは涙ではなくただの汁なのだ。
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　茉ま琴ことが志し郎ろうに嫌がらせをしていたと白状した、その次の日。

　約束の期日まで一週間を切り、あと六日。

　出勤時間を迎えた志郎は、自分の中に澱おりのように溜たまっていた疲れがなくなっていることに気がついた。しっかり休むよう、フィリアに課長として厳命され、それに従ったおかげだろう。

　当初は「働ける！」と反発したものだが、彼女に感謝しなければいけない。

　よしと気合を入れている志郎を見て、レンが言う。

「シローは今日も気合が入ってるの」

　当然だ。志郎が第１転生課で働いているのは、ラノベみたいな異世界転生をするためである。しかし、そのため必要な転生ポイントが志郎には圧倒的に足りていない。それを稼ぐためにはがんばって、がんばって、がんばりまくる必要がある。

　それだけではない。あと六日で約九八二万九〇〇〇人転生させなければ、第１転生課は取り潰されてしまうのだ。

　レンを頭の上に乗せて、志郎は第１転生課にやってきた。

　志郎を見た職員たちが挨拶とともに、心配したという声をかけてきた。

　これだけの人たちに心配をかけたのは申し訳ないと思いつつ、こんなにも思われていたのかと思うと、ちょっと──いや、かなりうれしい。

　ニマニマしながら席に着くと、隣の席のセルセラはすでに働き始めていた。

　面談中だが、志郎に気づくと、いつもどおり声をかけてきた。

「よっす、ウメっち。元気になったみてーだな。安心したぜ──って、何だってそんな変な顔してるんだよ!?」

　変な顔ではない。ただ、志郎は、

「みんなが俺のことを心配してくれたことがうれしくて」

「呆あきれさせるんじゃねーよ、ウメっち！　心配する？　そんなの当たり前だろ！」

　心配するのが当たり前。そう言ってくれることがまたうれしくなる。

「ノルマを達成するための貴重な戦力なんだから！」

「何言ってるんだよ、セルセラ先輩。そんなわけ……あれ？　何でみんな気まずそうに視線を逸らすんだ？　え、そんな理由で心配してくれたんじゃないよな!?　純粋に俺のことを気遣ってくれてたんだよな!?」

　誰も志郎と視線を合わせようとしない。

「くっ、もう誰も信じない！」

　すぐにみんなが噓うそだと笑った。本当だろうか。手のひらを返されたら立ち直れないので、信じるのは半分くらいにしておいた。

「レンはシローのことを純粋に心配してたの！」

　レンの半分はやさしさでできているに違いないと、志し郎ろうは思った。さすがレン。天使に違いない（スライムです）。

「っと、そうだ。フィリアにちょっと話があったんだけど……」

　席を外しているようで、姿が見当たらなかった。

「ウメっちはあれだな。フィリるんが好きすぎだな」

「べ、別にそんなんじゃない！」

　頭上のレンのぷにぷにボディを撫なで撫でして、動揺を最小限に抑える。

「ノルマ達成について思いついたことがあったんだよ」

「……ほんとにウメっちはウメっちだなぁ」

「何だよ、その呆あきれたような眼まな差ざしは」

「ウメっちのこと、あたい、嫌いじゃないぜ？」

「俺は知ってるぞ！　喜んだら冗談だって落とすつもりパターンだろ!?」

「違ちげーよ！　何でそんなに疑うたぐり深くなってんだよ！」

「さっきのことがあったからだよ！」

「おお、なるほど！」

　どうやら忘れていたらしい。

「まあ、それはそれとして。あたいがウメっちのこと好きだってのは本当だからな！」

　冗談を言っているようには見えない。志郎の顔が喜びにゆるんだ。

「……そ、そっか。セルセラ先輩ってば俺のことが好きなのか。ふ、ふーん」

「なー、ウメっち。ウメっちってば、何でそんなにうれしそうなんだ？」

　不思議そうな顔で何を言っているのか。

「セルセラ先輩に好きだって言われたからだよ！　先輩は美人で、スタイルもいい！　それに獣耳けもみみに獣しっぽを持った獣けもの娘むすめじゃないか！　好きか好きじゃないかで言えば超好きだよ！」

　獣娘をモフるのはラノベ好きなら誰もが憧れる夢なのだ（志郎調べ）。

「お、おう。そーなのか。あたいなんかを。へ、へぇ……」

　セルセラがそっと目を逸らすのを見て、志郎はやらかしてしまったと思った。気持ち悪いと思われたに違いない。最悪だ。

　そんなふうに思っているから、セルセラのしっぽがぶんぶんとうれしそうに振られていることに気づかなかった。

「くそっ！　こうなったら今日も仕事をがんばるしかないな！」

「でも無理しちゃ駄目なの！」

　レンに注意されたので、無理しないギリギリのラインを攻める感じにしたいと思う。

　そして、今日、最初に面談することになる死者がやってきた。茉ま琴ことだった。
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　受付カウンターの前に立ち尽くし、一向に座ろうとしない茉琴。

「どうしたんだよ？」

　志し郎ろうが尋ねると、茉琴は気まずそうな顔をした。

「………………怒らないの？」

　彼女がいきなりそんなことを言い出す理由が志郎にはわからなかった。

「だ、だって、あたしは志郎に嫌がらせをしたのよ？」

　昨日に引き続き、今日も名前を呼び捨てにされた。

「転生するつもりもないのに転生体験を繰り返して、志郎の邪魔をしたじゃない！」

　茉琴は罰して欲しいという顔をしていた。

　志郎は「どうするの？」と心配そうに聞いてくるレンを撫なで、茉琴に言った。

「俺が隈くま坂さかを怒ることはない」

「け、けど！　邪魔だけならまだしも、志郎が消滅しちゃうかもしれなかったのよ!?」

「それでもだ」

「……どうして……」

「あの時言っただろ。隈坂が興味を惹ひかれる転生プランを提案できなかった俺が悪いって。むしろ今日こうして来てくれてうれしいよ」

「うれ、しい……？」

　茉琴が困惑した。志郎が何を言ったのか、理解できないのだ。

「ああ、うれしいんだ。だってさ、隈坂が今日ここに来たってことは、今度は本気で自分の転生に向き合うってことだろ？　あんな提案しかできなかったのにさ。なら、今度こそ隈坂が満足できる、そんな転生プランを提案してみせる！」

「……またあたしが嫌がらせしに来たとは思わないの？」

　その言葉に、志郎はハッとなった。

「え？　も、もちろん、その可能性もあると考えているぞ？　じょ、常識だろ!?」

　噓うそである。まったく考えていなかった。

「あのね、シローはこういう人なの。すごくすごくすっごくやさしいの。誰でもできるようで、でも、誰もができるわけじゃないの。シローはすごい人なの。かっこいいの」

　レンの志し郎ろうに対する高すぎる評価を聞いた志郎はレンに「俺とレンゎズッ友だょ？」と告げ、「シローゎ走ったの？」と返された。さすがはレン。打てば響くとはまさにこのことである。

「ごほん。まあ、なんだ。そういうわけだから、隈くま坂さか、さっそく転生プランを考えよう」

「ねえ、志郎。志郎って、本当にバカよね」

「何だと!?」

　と、一瞬、ムキになったが、息を吞のむ。茉ま琴ことが泣きそうになっていた。

「嫌がらせに来たわけじゃないから」

　思いきり早口だったが、はっきり聞き取れた。さすがは声優を志すだけのことはある。

「でも、転生プランの提案はしなくていい──って、違うから！　嫌がらせに来たわけじゃないというのは本当なの！」

「なら、どうして？」

「あたし自身、どうしたいのか。ゆっくり考えてみるから」

「……そっか」

　茉琴は、自分自身とちゃんと向き合うことに決めたようだ。

「でもな、隈坂。全部一人で決める必要はないからな」

「え？」

「悩んだり、行き詰まったりしたら、いくらでも相談して欲しいんだ。第１転生課は、悔いのない転生ライフのために存在している。いつでも相談に乗るぞ」

「……ありがと。その時は志郎にお願いする」

　茉琴が笑った。やはり破壊力がすごい。志郎の心臓があり得ないぐらいドキドキしている。

　この笑顔を自分だけに向けられたら、確実に惚ほれてしまうだろう。だがしかし、茉琴が志郎を好きではないことは確認済みなので、安心だ。

「シロー、泣かないで！」

　レンが肩口に転がり下りてきて、体をこすりつけてくる。涙を拭ってくれたのだろう。同時に他の何かも吸い取られたような気がするが、

「気のせいだよな、レンがそんなことするわけないもんな？」

「レンはシローのことが大好きなの！」

「だよな、だよな」

　と納得していた時だった。

「……どうしてあなたがここにいるの？」

　フィリアだった。期日まで時間がないということもあり、ここのところはずっと修羅場モードのポニーテールだ。

　志し郎ろうは目をこする。あまりにも冷たい声だったので人違いかと思ったのだ。というか、怖い。笑顔なのにめちゃくちゃ怖い。

「隈くま坂さか茉ま琴ことさん。わたしの質問に答えて。どうしてあなたがここにいるの？」

「……答える必要があるの？」

　茉琴がムッとした感じで言い返した。

　それを見ていたセルセラ（面談中）が言った。

「おお～っ、修羅場の予感っ！」

　茉琴はムッとしたままだし、フィリアの笑顔は怖いしで、このままだと本当にそうなってしまうような気がして、志郎は茉琴に代わって、彼女がここにいる理由を、フィリアに説明した。

「なるほど、わかったわ。で、面談はもう終わりということでいいのよね？」

「え、あ、ああ。ゆっくり考えるって言ってたし……そういうことになるのかな」

「なら、隈坂茉琴さん。どうぞお帰りください。出口はあちらです」

　フィリアの笑顔がマジで怖い。というか、

「……どうしてフィリアは隈坂にだけこんな態度なんだ？」

　志郎の呟つぶやきが聞こえたのか、セルセラが呆あきれたように言ってきた。

「ウメっち、それ本気で言ってんのか？」

　それに答えたのはレンである。

「当然なの。それがシローなの！」

「ああ、うん。まあ、そーだよな。それがウメっちだよな」

　本人を差し置き、どうして二人が納得しているのだろうと不思議に思っている間も、フィリアと茉琴の二人は視線をバチバチとぶつけて、火花を散らしていた。

　何となく、このまま最終戦争に突入しそうな感じがする。それはよくない。何としてでも避けなければ。だが、どうすればいい？

　考えた結果、志郎が出した答えは、

「そ、そうだ。フィリアに話があったんだ！」

「わたしに？　……そう。わかったわ」

　そこでどうしてフィリアは勝ち誇ったような顔を茉琴に向けるのだろう。

　そして茉琴はなぜ悔しそうな顔をするのか。

「はっきり言うよ。今のままだと、ノルマ達成は無理だと思ってる」

　フィリアの表情が一転する。悔しそうな、痛いところを突かれた、みたいな感じだ。

　すると、茉琴が話に入ってきた。

「それ、ここが存続できるかどうかっていう話よね？」

　どうして茉琴が知っているのかと志郎は思ったが、以前、彼女の前でそんな話をしたのを思い出した。

「ああ、そうだ。で、どうにか打開する方法はないかと考えてみたんだ」

「何かいい案でも思い浮かんだの？」

　フィリアが聞いてくる。

「ああ。めちゃくちゃすごいアイデアだ！」

「ほ、本当に!?　そんなものがあるの!?」

　フィリアの眼まな差ざしが、期待にきらきら輝き出す。

「教えて、志し郎ろうくん！」

　志郎はもったいつけることも考えたが、ここはズバッと言ってしまうことにした。

「ズバリ、人海戦術だ……！」

　ついでに、ビシッ!!　とかっこつける。内心、決まった！　と思った。

　みんなのリアクションを見れば、

「え……？」

　と、驚いたような感じになっていて、志郎は「そうだろう」と受け止める。

「第１転生課のモットーは悔いのない転生ライフをコーディネートすることだ。で、そのために面談を何度も繰り返す必要がある。必然、職員一人で処理できる数が限られてくるんだ。なら、どうすればいい？　答えは簡単」

「人員を増やせばいい……」

　フィリアの呟つぶやきに、志郎は「そのとおり！」と応じる。

「現状の一九八人から職員を増やしまくれば、決して不可能じゃない……って、どうしたんだ？」

　さっきまで驚いていたはずのみんなが、微妙な顔をしているではないか。

「それぐらいのこと、最初に思いつくと思わなかったのかな……？」

「なん、だと……!?」

「思わなかったの!?」

　志郎の答えに、フィリアが衝撃を受けていた。

「い、いや、そんなことはないぞ!?　マジでマジで！　げふんげふん」

「誤魔化したの」「誤魔化したな」「誤魔化したわね」「誤魔化してる……」

　みんなにツッコミを入れられた。

「べ、別に誤魔化してなんかない！」

「でも、誤魔化しているシローもかっこいいの！」

　レンの志郎に対する肯定感が天井知らずですごい。そして志郎は「そうか？」と照れた。

　それはそれとして、至高のアイデアだと思ったのだが。

「さて、ウメっちの残念なアイデアも聞き終わったし、仕事に戻らないとな」

　みんなセルセラに同調するような雰囲気を醸し出していて、志し郎ろうは「くそう」となった。

　だが、話を聞けば、すでに職員を増やそうとしたことはあったらしい。しかし、うまくいかなかったという。なぜか話を聞いてもらえなかったり、入ってくれたはいいものの、第２転生課に引き抜かれたりなどして。
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　ウィルゴは職員や死者でごった返す食堂で食事を楽しんでいた。

　彼女が選んだメニューは、異世界人──日本人が広めた料理である。

　最初こそ、こんなものは食べられたものではないと毛嫌いしていたものだが、シャッテンが食べているのを見て、少し食べてみてから、大いにハマった。どれくらいハマったかと言えば、それ以来、毎日食べるほどだ。

　日本人が考案したメニューはどれも奥が深く、それに比べて今まで最高だと思っていたこの世界の料理は薄っぺらだと言っても、決して言いすぎではないだろう。

「特にこのタコヤキなるものは、とても絶品ですわ！」

　歯に青のりとやらがついてしまうことだけが、欠点といえば欠点だが。

　それにしても、ここ数日は特にたこ焼きが美う味まい。

　理由は明快だ。フィリアが依然としてノルマを達成できないからだ。

　約束した期日まであと三日あるが、モットーを貫く限り、職員一人が一日で転生させられる数はたかが知れている。何やらあれこれ策を練っているようだが、絶対に間に合うわけがない。

　そして、ノルマが達成できなければ、第１転生課を実質的に取り潰すことができる。

「なんて素晴らしいのかしら……！」

　フィリアの悔しがる姿を想像すると、食事がさらにおいしくなった。

　こうなってくると、たこ焼きの余韻を楽しむだけでなく、デザートを注文したくなる。

「何を食べようかしら……？」

　オムライス？　ハンバーグ？　それともレバニラ定食？

　それは日本人にとってデザートではなくメインの食事であるのだが、ウィルゴにとってはデザートに位置づけられていた。

　主食はたこ焼きかお好み焼きの二択であり、何かが激しく間違っているのだが、それを指摘する者はここにはいなかった。よって、彼女がその間違いに気づくことは永遠になかった。

　メニューを前に思案していると、声をかけてくる人物がいた。

「はぁ、はぁ、ここにいたんですね、ウィルゴ様！」

　シャッテンだ。彼の姿を視界に収めた途端、ウィルゴの胸が高鳴り、顔が熱くなった。

「ウィルゴ様に、報告したいことがあります！」

「期日を前にフィリアが音を上げたんですの？　なら、祝杯を挙げなければいけませんわね」

「違います。その、何と言えばいいのか……」

「はっきりおっしゃいなさい」

「わかりました。でも、どうか、落ち着いて聞いてくださいね？」

　シャッテンが声を潜め、ウィルゴの耳に囁ささやく。

　思わぬ幸福を感じて彼女の体が勝手に反応するが、次の言葉でそれはすぐに消滅した。

「第１転生課ですが……ノルマを達成できるかもしれません」

「……私わたくしの聞き間違いですの？　達成できると聞こえたのですが」

「確かにそう言いました」

「どうしてですの!?　できるわけないではありませんの！」

「落ち着いてください！　ウィルゴ様！」

　ウィルゴは自分が周囲の注目を期せずして集めたことに気づき、激高していた気持ちを落ち着かせる。

「……もう大丈夫ですわ。それで、どうやったんですの？」

　シャッテンが説明した。

　フィリアが取ったのは人海戦術だ。

　一人で担当できる数が限られているなら、職員を多く用意して当たればいい。

　作戦と呼べるほど高度なものではないが、それなりに効果は期待できるものだ。

　だが、その方法は以前、ウィルゴが潰したはずだ。

「また性懲りもなく……。では、シャッテン、わかっていますわね？　さっそくその職員たちを引き抜きなさい……！」

「できません」

「どうしてですの!?」

「……補塡した職員が、みんな臨時職員なのです」

「それでも、こちらで引き抜くことは可能なはずですわ！」

「確かに、そうなのですが……臨時職員となった人物たちの多くがある人物に恩義を感じていて」

「ある人物？　──その言い方からして、フィリアではないのですわね？」

「はい」

「教えなさい！　それは誰ですの!?」

「スライムを頭に乗せていた、あの少年です」

「……………………以前、第１転生課の転生数を増やしたことがありましたわね？」

　シャッテンが頷うなずく。ウィルゴは歯を食いしばった。

　許せなかった。フィリアに与くみするものは、すべてウィルゴの敵である。

「どうして恩義を感じているんですの？」

「何でも親身に転生相談に乗ってくれた上、自分では考えもつかなかった転生プランを提案してくれたからだとか。直接、その少年を知らずとも、その話を聞いた死者が、そういうことなら自分も力を貸すと言い出しまして」

「そんなくだらないことで!?」

「どうしますか、ウィルゴ様？」

「決まっていますわ！　ノルマ達成を絶対に阻止するんですの！」

　フィリアの吠ほえ面づらが見たい。第１転生課の取り潰しが決まり、絶望する姿が見たい。そして、存続させて欲しいと這はいつくばって懇願させたい。当然、その願いは踏みにじる。

　だが、いったいどうすればいいのか。考えてもなかなかいいアイデアは出てこず、ただ苛いら立だちばかりが募っていった。

「……ウィルゴ様、アイデアですが、あるにはあります」

「本当ですの!?」

「……………………という感じなのですが、どうでしょう？」

　ウィルゴは考えた。

　シャッテンが提案したアイデアには問題がある。だが、

「そのアイデア、すぐに実行しなさい！」

「わかりました」

　シャッテンが立ち去る。

　フィリアがノルマを達成するなど絶対にあってはならない。そのためには何をやってもかまわなかった。
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　第１転生課とは別の場所にある仮設の受付カウンターは、活気に溢あふれていた。いや、溢れまくっていた──が正しいかもしれない。何せ臨時職員が一万人以上いるのだ。圧倒的な光景だ。

　志し郎ろうが一人で圧巻なそれを眺めていると、声をかけられた。

「どうかした？」

「ん？　ああ、フィリアか。いや、別に。どうもしないよ」

「ふーん」

　フィリアが近づいてきて、志し郎ろうを見上げる。真っ直ぐな、綺き麗れいな瞳。

　だが、志郎はフィリアから漂う甘い、いい匂いにドキドキして、それどころではない。

「な、何？」

「志郎くん、どうもしないって顔じゃないから。何か言いたいことがあるんじゃないのかなって」

　どうやらフィリアに隠し事はできないようだ。

「……これでよかったのかなって思ってたんだ」

「彼らを臨時職員として採用したこと、よね？」

「ああ」

　仮設の受付カウンターで面談を行っているのは、志郎と同じように臨時職員となった死者たちだ。

「彼らの面談を担当したのは志郎くんだったわよね」

「いやいや、全員は違うぞ!?」

「そうだけど。でも、中心になった人たちの面談を担当したのは志郎くんでしょ」

　ノルマを達成するため、どうすべきかと話し合っていた時、志郎が面談した死者たちが偶然話を聞いていて、声をかけてきたのだ。人手が足りないなら手伝ってもいいが、と。その中には、食堂で話しかけてきた、あのメガネのおっさんもいた。

　そこから死者の間にどんどん話が広がっていき、気がつけばこの人数になっていた。

　すでに転生ライフを決めていた死者もいたのに。

「そうやって思い悩む志郎くんは、立派に第１転生課の職員になってるんだなって、わたしは何だかうれしくなってくるけど」

　フィリアがほわっと微笑む。

「でも、いまだにそれを言うのは、ちょっと違うような気がする。だって、あの人たちが手伝ってくれるようになって、三日経っているのよ？」

　それはすなわち、約束の期日まで、残り三日を意味していた。

「それに、みんな言ってたじゃない。志郎くんに転生についていろいろ相談に乗ってもらったから、その恩返しをしたいって」

「そうは言うけど、相談に乗るのは俺の仕事で、当たり前のことだろ？」

「仕事、ね」

「……なんか含みのある言い方だよな？」

「だって仕事というわりに志郎くんってば、かなり熱心に転生プランを提案していたんだもの。それを、あの人たちはすっごく喜んでいたわ」

「熱心というか、ちょっと行きすぎた感じで提案したような気がするんだけど……でも、そっか。そんなに喜んでたのか」

「そんなにじゃないわ。すっごくよ？」

「訂正するところそこなのか!?　……ん？　あれ？」

「どうかした？」

「いや、何でそんなことをフィリアが知ってるのかと思って」

「え？」

　志し郎ろうが面談をしている時は、フィリアも同じように面談をしていたような気がするのだ。

「そ、それはあれよ！」

「あれ？」

「わ、わたしは志郎くんの上司なんだから、志郎くんのことをいろいろ知ってるのは当然でしょっ!?」

　フィリアが顔を真っ赤にして言った。どう見てもそれだけとは思えないのだが、志郎は「なるほど、そういうものか」と納得した。レンがここにいたら「シローったら鈍いの！　でもかっこいいの！」と言っていたことだろう。

「まあ、すっごく喜んでくれてたなら、俺もうれしいよ」

「謙遜することないと思うわよ？」

「してないよ」

　志郎自身は死者のことを思って提案しているつもりではあるが、自分だったらこうするという趣味がまったく入っていないとは言い切れないからだった。

「そういうフィリアもずいぶん死者に慕われていると思うんだけど」

　臨時職員になった死者の中には、フィリアの面談相手もいた。

　しかも、そのうちのある死者は、次が二回目の転生だという。

　その死者は志郎に教えてくれた。前回、フィリアがコーディネートしてくれたおかげで、素晴らしい転生ライフを送ることができた。なのでフィリアは恩人だ。

　そのフィリアが窮地に陥っていると知って（実際は第１転生課のピンチなのだが）、今度は自分が力になる番だと、手伝いを申し出てくれたのだ。

　そんな人はその死者だけでなく、けっこうな人数いた。

「何にしても、これでノルマ達成できそうだな」

　臨時職員として採用した死者たちは、志郎が提案した転生ライフを身をもって体験しているせいか、話に説得力が生まれ、面談が今まで以上にスムーズになった。そのおかげで一日の転生数は、右肩上がりという言葉が生ぬるく感じられるほどの勢いで増えた。

「この調子なら、期日前に余裕で達成できそうだな」

「本当に……みんなにはどれだけ感謝しても、し足りないくらいだわ。中でも志し郎ろうくんにはとっても感謝しているの。ありがとう」

「べ、別に俺なんか大したことはしてないよ」

「ううん、そんなことない。志郎くんがいなかったら、きっとノルマは達成できなかったと思うの。だから、本当にありがとう」

「き、気が早いってフィリア！　まだ達成したわけじゃないんだし」

　感謝されるのがこっ恥ぱずかしくなって、志郎はそう誤魔化した。

「さっき、期日前に余裕で達成できそうって言ったのは、どこの志郎くんだったかしら？」

　そう切り返されるとは思っていなかった。しかも、とびきり眩まぶしい笑顔つきで。

　思わず見とれていると、フィリアに心配されてしまい、「な、何でもないから！」とドキドキしながら誤魔化す羽目になった。

　そんなことをやっていたら、

「……二人とも、みんな忙しくしてる中、何をしてるの？」

　怖い声がして、振り返れば茉ま琴ことだった。

　第１転生課職員の制服を着ている。

　どうして着ているのか？　実は茉琴も手伝いを申し出てくれたうちの一人だった。

　その時の茉琴の言い分はこうだった。どういう転生をすればいいのか考える時間が欲しい。その間、どうしてもというなら、手伝ってもかまわない。

　当然、志郎は断った。茉琴には自分の転生に集中して欲しかったからだ。自分を見つめ直すには、そのほうがいいと考えたのだ。

　すると、茉琴が悲しそうに言った。

『ふーん、そう。他の人の手伝いは受け入れるのに、あたしだけは断るんだ……。あたしの手伝いはそんなにいらないの……？』

　そんなつもりはまったくなかった。それどころか、彼女のことを最大限考えた答えだったのだが、彼女はお気に召さなかったようだ。

　志郎がどう答えればいいのか困っていると、思わぬところから助け船が現れた。レンだ。

『臨時職員として仕事をしながらのほうが、自分の転生を見つめ直すいいきっかけになると思うの！』

『そうそう、あたしもそれが言いたかったの！』

　志郎には、そんなふうに聞こえなかったが、そういうことらしい。

　猫の手も借りたいのは事実で、本音を言えば、茉琴の手伝いの申し出はありがたい。

　本当にいいのか確認して、何の問題もないと茉琴が答えたことで、茉琴も晴れて臨時職員になったのだった。

　そんな茉ま琴ことがフィリアに向かって言う。

「あなたは特にここの課長なんだから、率先して働くべきじゃないの？」

「もちろん、そのとおりよ」

「なら、いい加減、向こうに行くべきでしょ。そして志し郎ろうは、ここの仕事に慣れないあたしに仕事を教えなさい！」

「教えろって、何をだよ。隈くま坂さか、普通に面談できてるのに」

「そ、そんなの、探せばいろいろあるでしょ!?」

　探さないと見つからない時点で、問題ないような気がするのは、志郎だけだろうか。

「そういうことなら、志郎くんじゃなくて、わたしが教えてあげる。だってわたしはここの課長だから。仕事に精通しているから」

「忙しい課長様の手を煩わずらわせるような真似はしたくないから、志郎に頼んでるんだけど」

「大丈夫。ここでしっかり教育しておくことで、後々の手間を省くことができるもの」

　二人の間に火花が散った。

　と、それまで仮設カウンターで死者の面談を行っていたレンがやってきて言った。

「シローはかっこいいから、モテモテなの！」

　二人が自分に対して気持ちがないのは、すでにこれ以上ないほど言明されているのに、そんなふうに言ってくれるレンは絶対に天使だ（スライムです）。

「ありがとな、レン」

　レンのぷにぷにボディを撫なでて癒やされていると、フィリアと茉琴の二人に睨にらまれた。

「……もしかして二人ともレンを撫で回したいのか？」

「違います！」「違うわよ！」

　期せずして声が揃そろった二人は、これまた同じタイミングで顔を見合わせて、ぷいっとそっぽを向く。それが面白くて志郎は笑った。

　ノルマ達成の見通しが立った今、目の回るような忙しさはあるが、気持ちが上を向いていて、心地よくすらあった。

　それは志郎だけでなく、今も絶賛面談中の職員たちも同じようだった。以前漂わせていた焦りやギスギスした空気、追い詰められた雰囲気がなくなり、死者に向き合う表情が明るい。

　そうやって、期日までのカウントダウンが一日進み、残り二日。

　ノルマである転生数も残り二〇〇万人を切って、このまま一気にノルマ達成を目指すのも悪くない。そう思った志郎は、実際、がんばって面談を進め、転生させる。他の職員も同じで、気合が今までと違う。

　そして、ノルマ達成に必要な転生数がいよいよ約一万人になった時だった。

　職員がフィリアの元にやってきた。

　どうしたのかと尋ねるフィリアに、その職員は答えた。

　フィリアが呆ぼう然ぜんとする。

「え、転生できないって……どういうこと？」
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　最初はその職員が冗談を言っているとして、本気にしなかった。

　ノルマ達成の見通しが立ったゆえに悪ふざけでもしているのだろうと考えたのだ。当然だろう。

　だが、他の職員からも深刻な訴えが続き、志し郎ろうたちはようやく本当なのかもしれないと思うようになった。

　確認した。そして知った。本当に、どの世界にも転生できなくなってしまったことを。

　どうしてそんなことになってしまったのか、原因はすぐに判明した。

　世界の創造主たちが、転生許可証を発行しなくなってしまったのだ。

　創造主が発行する転生許可証がなければ、その世界に転生することができない。転生ポイントがどれだけあろうと関係ないのだ。

　志郎を含め、第１転生課の主立ったメンバーが集まり、状況を打破するため、話し合うことになった。

「どうする？」

　口火を切ったのは志郎だ。

「どうするって言っても……こんなこと初めてで」

　言いながらフィリアが大きな瞳で見つめる先は、仮設カウンターだ。

　こうしている今も、臨時採用した職員たちが死者の面談を行い、転生ライフを設計し、提案している。

　しかし、このままだと、それは無駄になってしまう。転生できないのだ。当然だろう。

　彼らのがんばりを無駄にしていいわけがないし、死者が転生できないというのも非常にマズイ。

　だが、どうすればこの事態を解決できるのか、誰も、その糸口すら見いだせないまま、重苦しい沈黙だけがひたすら続き、一時間、二時間、三時間と、無為な時間が過ぎていくような錯覚に陥るが、誰も言葉を発しないで過ぎた時間はまだ五分ほどだった。

　フィリアが言った。

「……話を聞いてこようと思う」

「話？　誰に？」

「懇意にしている創造主がいるの。その人に、どうしてこんなことをするのか聞いてくる。このままここにいても打開策は見つけられないから」

　もっともな話だった。転生できない原因は、転生許可証を発行しない創造主にある。ならば、当の創造主の一人に話を聞くというのは、理に適っていると言えるだろう。

「フィリア、その懇意にしている創造主って誰なんだ？」

「志し郎ろうくんも知っていると思うわ」

　そう言って彼女が告げた創造主は、確かに志郎も知っていた。転生してくる者がいなくなると世界が消滅してしまうと教えてくれた、あのセージだ。

「俺も一緒に行っていいか？」

　セージは消滅を回避するためにがんばると言っていたのに、やっていることが真逆すぎる。きっと、何か深い理由があるのだ。

「どんな理由があるのか、知りたい」

「わかったわ」

　フィリアの許しが出たので、志郎も一緒に行くことになった。

　みんなには、話を聞いて戻ってくるまで、普段どおり、面談は続けていて欲しいと、フィリアが指示を出した。

　転生許可証が発行され次第、転生できるように準備を進めておくのは、間違いではない。

　だが、それに否を唱える者がいた。レンと茉ま琴ことだった。

　自分たちも一緒に行くと言い出したのだ。

　フィリアのあとに続こうとしていた志郎は二人に頷うなずきかけたものの、すぐに頭を振って、

「いや、二人はここに残って欲しい」

「……そんなにあの子とふたりきりがいいの？」

　まるで拗すねているみたいな茉琴の口調が、思いがけずかわいらしいもので、志郎はしばし惚ほうけたものの、

「な、何言ってるんだよ！　違うよ！　二人に残って欲しいと思ったのは、死者との面談をやっていて欲しいと思ったからで！」

「それって……あたしたちのことを信じて任せる、みたいなことかしら？」

「え？　あ、ああ、うん。まあ、そういうことになる……のか？」

「そっか。そんなにあたしたちのことを信頼してくれているんだ？」

　言いながら茉琴が見るのは志郎ではなく、なぜかフィリアだった。

　しかもどうしてか勝ち誇ったみたいな表情をしていて、それを見たフィリアが、ぐぬぬっ、という感じの顔になったのは、どうしてなのだろう。

「早く行きましょう、志し郎ろうくん！」

　フィリアに腕を取られ、志郎はセージの世界に向かった。

　いつもの志郎なら訪れた異世界を堪能していたが、今日だけはそんな気になれない。

　早くセージを探して、話を聞かなければ。

　だが、わざわざ探す必要はなかった。向こうから現れたのだ。

　セージはフィリアを見つけて、目を細めた。

「フィリアさんではないですか。お久しぶりですな」

　セージは、隣に立つ志郎にも気がついたようだ。

「君はいつぞやの。……で、今日はどういった用件ですかな？」

「聞きたいことがあります」

「さて、何でしょうかな。自分に答えられることならいいんですが」

「どうして、転生許可証を発行してくれないんですか？」

　直球すぎて志郎は驚いたが、逆にそれがよかったのかもしれない。セージを見れば、あからさまに焦りだしているではないか。

「そ、そそそそそれは、ななななな何か勘違いされているのではないですかな!?」

　全力で何かあると言っているようなものだった。フィリアが畳みかけるように問いかけた。

「とぼけないで教えてください！　発行しない理由は何ですか!?」

　セージが視線を逸らすが、フィリアはそれを許さない。視線の先に回り込んで見つめる。

　セージが視線を逸らす。フィリアが追いかける。セージが視線を──。

　それをどれくらい繰り返しただろう。セージが長いため息を吐き出した。

「…………………………………………………………転生させるつもりがないからですよ」

　彼が何を言っているのか、志郎は理解できなかった。いや、理解したくない、といったほうが正しいかもしれない。それほどまで彼の言葉は受け入れがたいものだったのだ。

　それはフィリアも同じようで、驚きよう愕がくし、固まっていた。

「よ、用件はそれだけですかな？　なら、帰って欲しいものですな。こう見えて自分は忙しいのですよ」

　衝撃から立ち直れないフィリアに代わり、志郎が声をかける。

「あ、いや、待ってくれ！　まだ話は終わって──」

　だが、セージは立ち止まらず、その姿を消した。

「フィリア……帰ろう」

　どうして転生許可証を発行しないのか判明した。ならば、ここにいる理由はない。

　来た時と逆で、まだ呆ぼう然ぜんとしたままのフィリアの腕を取り、志郎は第１転生課に戻ってきた。

　フィリアが出発前に指示したとおり、みんな、一丸となって面談していた。あのセルセラですら珍しく真面目に死者に向き合っている。だが、転生できないことが判明する前に漂っていた前向きで明るい雰囲気は微み塵じんもない。焦り、不安といったネガティブな雰囲気にとってかわられていた。

　職員の一人がこちらに気づき、どうだったか尋ねてきた。

　フィリアはまだ立ち直っていない。なら、志し郎ろうが答えるべきだろう。

　他の職員たちも聞きたそうにしていたので、ある程度のメンバーが休憩に入るタイミングで、語って聞かせた。そう何度も話したくはない内容だったから。

「なるほどね、そんなことになっていたのね」

　そう言ったのは茉ま琴ことだ。志郎がセージの元を訪れている間にレンと相当仲良くなったみたいでレンを抱きしめていた。本当は志郎のように頭の上に乗せたいようなのだが、簡単そうに見えてあれはなかなか至難の業なのだ。志郎がそれを可能としているのは、レンとの間に深い友情があるからだった。努力、友情、勝利の方程式だ。

　フィリアはいまだに立ち直っておらず、志郎は考える。

　セージは自らが創り出した世界が愛おしく、絶対に消滅させないと言っていた。それは他の創造主も同じはずだ。だが、

「このままでは間違いなく消滅する世界が出てくる。何でだ？　何で転生させるつもりがない？」

　期日まであと二日。このままでは第１転生課は取り潰されてしまう。なのに、今の志郎にできることは、わけのわからない事態を前に、戸惑うことだけだった。
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　創造主たちが転生許可証を発行しなくなったことが明らかになって、一日が過ぎた。

　突然、どうしてそんな自分の首を絞めるような真似を始めたのか、その理由は非常に気になるところではあったが、それよりも大事なことがあった。

　ノルマが達成できなければ、第１転生課がなくなってしまうのだ。

　第２転生課のウィルゴと交わした約束の期日まであと一日。残された時間はあまりにも少ない。

　転生許可証を発行するよう、創造主たちに翻ほん意いを促すため、フィリアが奔走していた。

　志し郎ろうも力になりたかったが、フィリアには、自分は創造主たちとのつき合いが長いから任せて欲しいと言われたのだ。

　だから、その間、志郎は自分にできることをしていた。面談である。

　フィリアによる創造主たちの説得はことごとく失敗に終わっていた。今も戻ってきた彼女の顔には疲労によるものだけではない影が差している。

　フィリアの元へ向かおうとすると、ちょうど面談を終えたばかりの茉ま琴ことに呼び止められた。一緒に来るのかと思えば、聞けばお茶を用意するから持っていけと言われた。

「いや、そういうことなら隈くま坂さかも一緒に来ればいいんじゃないのか？」

「あの子は今、すっごく疲れているの。だから志郎一人で行くの」

「なんだよそれ。隈坂がお茶を淹いれるなら、隈坂が持っていくべきだろ。ほら、早く淹れて、一緒に行くぞ」

「あたしなりの配慮が……」

　茉琴はぶつくさ言っていたが、最終的には「わかったわよ」となった。

　そうしてお茶を淹れた茉琴とともにフィリアの元へ。

「ほら、隈坂」

「あ、うん」

　茉琴がフィリアにお茶の入ったカップを渡す。

「お、お疲れ様」

「あ、ありがとう。……ん、おいしいわ」

「そ、そう。ならよかった」

　以上、お互いにそっぽを向きながらのやりとりである。普段から目を合わせれば火花を散らしているだけのことはあると、志郎はある意味感心した。

　いや、感心している場合ではない。フィリアを見る。

　出掛ける前のフィリアは「今度こそ期待していてね」と言っていた。表情も明るかったし、希望を抱いている感じだった。だが、今は絶望したような顔をしていた。創造主たちの説得がどうだったのか、その答えは聞くまでもない。

　フィリアはいったいどれほどの世界を巡り、創造主たちと話してきたのだろう。

　もうどの世界の創造主も転生許可証を発行しないのではないか？　彼女の表情を見ればわかる。そう思っていることは間違いない。

「それで？」

　茉ま琴ことの言葉に、フィリアがのろのろと茉琴を見る。

「え？」

「あんたは諦めるの？」

　茉琴の声は鋭く、フィリアに突き刺さるのがわかった。

　なぜ、彼女に追い打ちをかけるような真似をするのか。志し郎ろうは止めようと思ったが、すぐに思いとどまった。

　茉琴の瞳に、フィリアを思いやる光が滲にじんでいるように見えたからだ。

　落ち込んでいるフィリアを、茉琴なりに励まそうとしているのではないか？

　それは、普段の茉琴からは想像もできない行動だ。

　だが、今のフィリアには、そんな茉琴の思いやりを理解するだけの余裕はなかった。いつもより鋭い視線で茉琴を睨にらみつける。

　二人が火花を散らすのはいつものことでも、今、彼女たちが衝突すれば、いつもみたいには終われないような気がした。だから、志郎は間に入った。

「フィリアは少し休んだほうがいい。そのほうが、何かいいアイデアが思い浮かぶかもしれないし」

「……そう、ね。うん、わかったわ」

　儚はかなげに微笑んだフィリアが休憩室に向かうのを見送った。

「悪かったな、隈くま坂さか。その、フィリアのことを励まそうとしていたのを邪魔して。けど、ありがとな」

「お礼を言われる理由がわからない。そもそも励まそうとなんてしてないんだから」

　茉琴がそっぽを向く。

「わかった。そういうことにしておく。で、俺は出掛けてくる。──ちょっと、ある創造主のところまで」

「あの子が……フィリアが行って駄目だったのに？」

「俺なら何とかできる、とは思わない。けど、フィリアじゃないからこそ見えるものがあるかもしれない」

「…………そう。で、志郎はどこに行くつもり？」

　志し郎ろうを置いて、茉ま琴ことが歩き出した。

「って一緒に来るつもりかよ、隈くま坂さか!?」

「茉琴」

　茉琴が立ち止まり、言った。

「え？」

「前から思ってたんだけど。名字だとややこしいから、名前で呼んで」

「お、おう、わかった」

　と頷うなずいたものの、何がどうややこしいのか、志郎にはさっぱりわからなかった。

　だが、尋ねることは無理そうだ。なぜか真っ赤になった茉琴が、ものすごい顔でこちらを凝視してきていたからだ。

　ものすごいと言っても、変とか、おかしいとか、そうではなく──かわいかったのだ。

「で、どこに行くの？」

「えっと、ま、茉琴も行ったことのあるところで」

　説明すると、茉琴は「ああ、転生体験の時に行ったあそこね」と頷いた。まだ顔は赤い。志郎の顔も、きっと同じくらい赤くなっているだろう。クラスメイトを名前で呼ぶなんて、生まれて初めての経験に、ドキドキした。

　というわけで、なぜか茉琴とともに、志郎は異世界にやってきた。
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　創造主を探そうとして、違和感を覚えた。

「どうしたの？　志し郎ろう」

「あ、いや、何か変なんだけど……」

　何が変なのか、言葉にできないのだ。喉元まで答えが出ているような気がするのだが。

「何が変なんだ？」

「………………あ、増えてる」

「茉ま琴こと？」

「人が増えてるのよ！」

　茉琴に指摘され、志郎はようやく違和感の正体に気づいた。

　この世界はセージの世界と同じで、人口減少が進み、消滅の危機に晒さらされていたはずだった。

　なのに、今は人が溢あふれ、活気が溢れ、消滅の危機はどこにも見当たらない。

「ね、志郎、これはいったいどういうことなの？」

　人口増加は転生に限った話ではない。自然に増加もする。それはしかし微々たるもので、この短期間にこれだけ増加するのは転生以外にはあり得ない。だが、創造主は転生許可証を発行していないはずで、どう考えてもおかしい。

「何かあるんだ」

「何かって何？」

「……わからない。だから、創造主に聞こう」

　創造主は探すまでもなく、こちらに歩いてくるところだった。

　志郎は声をかけようとして、その隣に並んでいた人物を見て言葉を失った。

　その人物とは誰か。第２転生課の、ウィルゴとシャッテンだ。

　創造主は特にウィルゴと楽しそうに親しそうに話していたが、志郎たちに気づくと、それまでの笑顔を凍り付かせた。口くち許もとは引きつり、志郎たちと決して目を合わせようとしないし、挨拶する声は上うわ擦ずっている。

　どう考えても、何かやましいことがあるとしか思えなかった。それはおそらく、ウィルゴたちの存在だ。

　ウィルゴたちも志郎たちと同じ転生課の職員である以上、ここにいてもおかしくはない。だが、今、このタイミングでここにいることに、何か意味があるのではないか？

　たとえば、そう、不自然な人口増加に関わっているとしたら？

　いや、そうではない。それだけではないはずだ。

　その時、志郎の頭の中で、これまでの理解不能な現象のすべてが繫つながった。

　志郎はガクガクと震えている創造主に見切りをつけ、代わりにウィルゴを見据えた。

　敵はこいつだ。

「お前が裏で糸を引いていたんだな！」

「志し郎ろう、何を言ってるの？」

　尋ねる茉ま琴ことに、志郎は自らの考えを説明した。

　創造主たちが突然、何の理由もなく、転生許可証を発行しなくなったこと。

　その裏に、ウィルゴの暗躍があったとしたら？

　元は寂れていたこの世界が、こんなに活気溢あふれるようになっているのは、ウィルゴの依頼を受け入れる見返りとして、第２転生課からここに転生する死者を増やしたとか、そういうことなのではないか。

　他の世界も、おそらく、ここと同じことになっているはずだ。

「ひどい……」

　志郎の考えを聞いた茉琴が呟つぶやいた。ああ、本当にひどい、と志郎も思う。第１転生課に対してだけ、転生許可証を発行しないようにするなんて。

　ウィルゴは第１転生課を──フィリアを目の敵かたきにしていた。嫉妬なのか、羨せん望ぼうなのか。ウィルゴがフィリアに抱く思いがどんなものなのか、志郎にはわからないし、わかりたくもない。

　そんなウィルゴならば、フィリアを潰すために、これぐらいのことはしでかしてもおかしくないだろう。

「ウィルゴ、お前はフィリアを偽善者だって言ったな。自分の思いを死者に押しつけていると。けど、それならお前はどうだ？　フィリアの邪魔をするために、死者の転生を邪魔しているお前のほうが、よっぽどひどいんじゃないのか？　俺には、お前のほうが最悪に思える！」

　ウィルゴが志郎を見た。その肩が震えている。なぜ震える？　答えはすぐに判明した。

「あはははは……！」

　笑っていたのだ。心の底から。おかしそうに。

「何を言っているんですの、あなたは」

「何って──」

「あなたの言葉に、何か根拠があるんですの？　私わたくしが暗躍したという、決定的な証拠が。あるなら、ぜひ、私に見せて欲しいものですわ！」

　茉琴が心配そうにこちらを見た。

　根拠。そんなものはない。

　これまでのことを繫つなぎ合わせて、そこから導き出した。すべて志郎の推測だ。

　だが、志郎は、自分のその推測が間違っているとは思えなかったし、思わなかった。

　すべてはフィリアを潰すため、ウィルゴが仕掛けた罠わなだ。そうに違いないと、確信していた。

「証拠も何もないのに、私を悪人のように言うなんて……あなた、冤えん罪ざいという言葉をご存じですの？　やはり第１転生課の職員は品位の欠かけ片らもないですわね。ああ、でも、それは仕方ありませんわよね。だって、あの偽善者の、フィリアの部下なのですから！」

「今の発言を訂正しろ！　フィリアは偽善者なんかじゃない！　死者のことを考えて──」

「ノルマが達成できなかった時の約束はしっかり履行してもらいますわ。あの偽善者にしっかり伝えておきなさい」

　志し郎ろうの言葉を無視して、ウィルゴは笑いながら、シャッテンとともに姿を消した。

　創造主も忙しいからという理由で、そそくさとどこかへ行ってしまった。

　茉ま琴ことがこちらを気にするような眼まな差ざしを向けてくるが、今の志郎にはそれに応えるだけの余裕がなかった。

　苛いら立だたしい。腹立たしい。間違いなくウィルゴが黒幕なのに。

「くそっ！」

　そうやって怒りを吐き出しても、まったくすっきりしなかった。
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　異世界から戻ってきた志郎が目にしたのは、創造主たちが転生許可証を発行したら、すぐにでも対応できるようにひたむきに面談を続けるレンやセルセラ、その他職員たちの姿だった。

「みんな、がんばってる」

　茉琴の言葉に頷うなずく。

　だが、そのがんばりは報われないのだ。無駄になるのだ。

　第１転生課を取り潰すため、ウィルゴが暗躍しているから。

　怒りが蘇よみがえってくる。いや、違う。あの時生じた怒りは、ずっと消えていない。むしろ時間が経つほど、大きく、膨れあがっていた。

「おかえりなさいなの、シロー！」

　面談が一区切り付いたのだろう。志郎に気づいたレンが体当たりをぶちかましてきた。ぐげっ！　となりながらも、受け止める。

「で、ウメっち。どうだったよ、異世界は」

　そう言ったのはセルセラだ。こんな状況だからか、面談を途中で放り出すような真似は控え、真面目にやっていた。今もきちんと終わらせてからやってきた。

　異世界での出来事を思い出すだけで腕に力が入り、レンが苦しそうに身をよじった。ごめんと謝ってから、深呼吸をして、できる限り冷静を心がけながら、セルセラや話を聞きに来た職員たちに報告した。

　この前訪れた時は寂れていたのに、その異世界は人が溢あふれ、活気に満ちていたこと。

　創造主とウィルゴが親しげに話していたこと。

　それを見られた創造主が気まずそうにしていたこと。

　これらのことから、志し郎ろうはこう推測した。

　すなわち、創造主たちが転生許可証を発行しなくなったのは、第２転生課から死者を多く転生させることを見返りにしたウィルゴの差し金に違いないと。

「何だよ、それ！」

　職員が叫んだ。誰かはわからない。いや、叫ばないだけで、他の職員も同じ気持ちのはずだ。顔を見ればわかる。苛いら立だち、憤り、そういったものをあらわにしているではないか。

「滅多なことを言ったら駄目よ」

　声は志郎の後ろから聞こえてきた。休憩室で休んでいるはずのフィリアだ。

　体調を心配する志郎に、休んだし、栄養ドリンクシヤチクタンＺも飲んだから大丈夫だとフィリアは言う。確かに顔色はよくなっているが、フィリアは栄養ドリンクに頼りすぎだ。別の意味で、心配になってくる。

「志郎くんはウィルゴが何かしたみたいに思ってるみたいだけど、証拠はあった？」

「それは……………………ないけど」

「なら、決めつけるようなことを言うのは駄目だとわたしは思う」

「何でだよ……」

「？　何でって何が？」

「何でウィルゴと同じことを言うんだよ!?」

　志郎の中で、ウィルゴに対して募らせていた怒りが、ウィルゴと同じことを言い出すフィリアに向かって、吐き出される。

　やばい、とは思わなかった。

　まずい、とも思わなかった。

　そんなことよりも、怒りが勝った。

　どうしてこんな理不尽を受け入れるのか。まったく理解できなかった。

「だって、もしかしたら違うかもしれないでしょ？」

「あんなあからさまに怪しいのに!?」

「ええ」

「あいつがここを潰したがっているのは明白なのに!?」

「そうよ。それでもよ」

　フィリアが言う。穏やかな口調で。

「人口減少が進んで、消滅の危機に瀕ひんしていたたくさんの世界が、ここ最近、にわかに活気づいて、その危機を脱している。怪しいと思うのも無理はないと思うわ」

　でもね、とフィリアが続ける。

「もしかしたら、創造主たちが、すっごくがんばって、いっぱいいろいろ考えて、消滅の危機を脱する起死回生の秘策を思いついたかもしれないでしょ？」

「そんなことがあり得ると思うのか!?」

　志し郎ろうの問いかけに、フィリアは笑うだけで何も言わなかった。

　だが志郎も、それ以上、何も言えなかった。フィリアは確かに笑っていたが、その笑みは、どこか無理しているように見えたから。

　本当はフィリアもわかっているのだ。ウィルゴが裏で糸を引いていることを。そこまでしてこの第１転生課を──フィリアを潰そうとしていることを。

　彼女はきちんと、あるいは志郎以上に理解しているのだ。

　志郎の怒りは収まらない。だが、それをぶつけるべき相手を間違えてはいけない。ここにいる、目の前にいるフィリアではないだろう。

　落ち着け、落ち着くんだ自分、と心の中で唱えていると、フィリアが言った。

「ありがとう、志郎くん」

「……お礼を言われるようなことはしてないんだけど」

　それどころか、本来ならウィルゴにぶつけるべきものをフィリアにぶつけてしまった。されるべきはむしろ批難だ。

「そんなことないわ。だって、志郎くんが第１転生課をすっごく真剣に思ってくれているのがわかったから。だから、そのお礼が言いたかったの。本当にありがとう、志郎くん」

　なのに、フィリアはこんなことを言うのだ。

　お人好しすぎる。死者のために無理をして。死者のためにがんばって。彼女が何かをするのは決まってみんな、誰かのため。なら、そんな彼女のために、誰ががんばっている？

「べ、別に、大したことをしたわけじゃ……だから、その、礼とかいらないから……！」

　みんなが生温かい眼まな差ざしを向けてくる中、茉ま琴ことだけは苛いら立だったように睨にらんできたが。なぜだろうか？

「で、これからのことなんだけど──やるべきことが決まったと思うんだ」

　気持ちを切り替え、志郎はみんなを見回す。

「それは何なの？」

　と尋ねるレン。

「創造主の元へ行くのよね？」

　言ったのは茉琴だ。みんなが茉琴に注目する。

「創造主の元へ行って、あのウィルゴとかいう奴と、何らかの裏取引をしたという証言を得るんでしょ？」

　それを元に神様に訴えれば、ウィルゴが不正を働いたことにより、勝負が無効になるかもしれない。

　そう続けた茉ま琴ことの言葉に職員たちが「おおっ」となったが、志し郎ろうは首を振った。

「創造主の元へ行くっていうのは賛成だ。でも、証言を得る必要はない」

「どうして？　証拠があれば、勝負が無効になるかもしれないでしょ？」

「そうだな。けど、それは俺たちのすべきことじゃないんだ」

「すべきこと？」

「わからないか？」

　志郎は周囲を見回した。

　茉琴を含め、職員一同、みんな首を横に振る。誰もわからないらしい。

　驚くべきことに、フィリアですらわからないという顔をしていた。

「簡単なことだよ。転生許可証を発行してもらうんだ！」

　志郎は自慢げに告げた。みんなは、ぽかーんと、呆あつ気けにとられたような顔をしていた。

「ふふふ」

　笑い声がする。フィリアだ。最初は小さく、だが、だんだん大きくなっていく。

　フィリアの笑顔は見ていてドキドキする感じなのだが、笑われるようなことを言ったつもりがないので、志郎としては少々面白くない。

「ご、ごめんなさい。笑うつもりはなかったの」

「思いっきり笑ったあとで言われてもな」

　というか、まだ笑っているではないか。

「本当にごめんなさい、志郎くん。だって、まさか自分でも、そんな大事なことを忘れているとは思わなかったから」

　フィリアが真っ直ぐ志郎を見る。──いや、見つめる。

「ありがとう、志郎くん。大事なことを思い出させてくれて」

　透きとおる表情に、志郎は見とれる。

「ね、みんな。志郎くんの言うとおり、ウィルゴがどれだけ邪魔をしようが関係ないわ。わたしたちは悔いのない転生ライフをコーディネートするため、がんばるだけ。それが第１転生課のモットー。……そうでしょう？」

　確認するかのように、フィリアがこっちを見た。

「ああ、そうだ。そのとおりだ！」

「というわけで、ノルマを達成しなければいけない期限まで時間がないわ。今までどおり……ううん、今まで以上にがんばりましょう！」

　そうやって志郎たちは、決意も新たにがんばることを誓い合った。

　前向きになったことで、きっと何とかなるのではないかと、そう思っていたのだ。

　その時は、まだ。

　現実は厳しく、そんなに簡単にうまくいくわけがなかったのだ。

　創造主たちは、頑かたくなに転生許可証を発行しなかったのである。

　約束した期日、当日になってさえも。
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　それでも志し郎ろうたちは決して諦めなかった。転生許可証が発行されたら、すぐにでも転生させられるよう今まで以上に濃い面談をこなしつつ、創造主たちには転生許可証を発行するよう働きかけ続けた。

　どれだけ断られ続けただろう。どれだけもう駄目だと諦めそうになっただろう。それでも決して諦めなかったからに違いない。志郎たちの思いに応えてくれる救世主、いや、創造主が現れた。

　その創造主は言った。消滅の危機がいよいよ迫り、ただ怯おびえることしかできなかった時、心を砕いて相談に乗ってくれたのは誰だったか。フィリアではないか。どうしてそんな大事なことを忘れていたのだろう。どうしてフィリアを裏切るようなひどいことをしてしまったのだろう。

　本当に済まなかったと土下座をして謝り、そして、転生許可証を発行すると言った。

「本当にいいのか？　ウィルゴに何か言われるんじゃないのか？」

　志郎の指摘に、そこまでわかっているのかと創造主は驚いていた。

　実際、ウィルゴと裏取引をしていたという。第１転生課で転生を希望する死者に転生許可証を発行しない代わりに、第２転生課から多くの死者を転生させてもらうという取引を。──志郎の推測は間違っていなかったのだ。

　おそらくウィルゴ側から何かしらの圧力があるだろう。辛しん辣らつで、悪辣で、逆恨み的な報復が。それでもフィリアの力になりたいと、そう言い切った創造主の顔は、実に晴れ晴れとしていた。

　一人が寝返ったからなのかどうかはわからない。転生許可証を発行してくれる創造主がぽつぽつ現れ始めた。

　これで事態は好転する。フィリアをはじめ、レンや茉ま琴こと、セルセラ、他の第１転生課の職員たちはそう考えていた。

　だが、志郎だけは違った。そうはならないと考えていた。

　実際、志郎が考えていたとおり、そうはならなかった。

　なぜか？　簡単な話だ。転生許可証を発行してくれるようになった創造主たちの世界は、元々不人気であり、転生したいと思う者がそもそも少なかったからだ。

　そこが転生許可証を発行すると言ったところで、死者が転生したいと思うはずがない。

　もちろん、志し郎ろうたちはその世界がどれだけ魅力的か、死者に語って聞かせた。だが、最終的に選ぶのは死者だ。第１転生課のモットーは悔いのない転生ライフをコーディネートすること。死者本位なのだ。

　何とかなると思ってしまった分、みんなは激しく落胆した。暗く、じめっとした、嫌な感じの空気が、第１転生課を覆った。

　そんな空気を払拭するように、誰かが言い出した。

　やはり、今回のウィルゴの不正行為を神様に告発するべきだ、と。ウィルゴが創造主たちに裏取引を持ちかけたせいで、第１転生課から死者を転生させることができなくなったのだ。告発すれば、今回の勝負を無効にできるはずだ。それは、前の日に茉ま琴ことが言ったことだった。

「……無駄よ」

　言ったのはフィリアである。

「どうしてですか!?」

　職員が嚙かみつく。志郎はその職員が、以前、第１転生課を存続させるための方法を巡って、フィリアと衝突していたことを思い出す。
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「あのウィルゴよ。絶対に不正行為を働いたとは認めないわ」

　逆に、自分たちは正々堂々やっているのにそんな難癖をつけてくるとは、第１転生課こそ不正を働いているのではないかと、言い出しかねないのがウィルゴだ。

　そして、それを錦の御み旗はたにして、こちらの行動に制限をかけてくるようなことさえ、平気でするだろう。自分の利益のために、創造主たちと裏取引をするぐらいなのだから。

「だからわたしたちにできることはひとつしかないわ」

「それは……？」

「最後の最後まで諦めないことよ」

　職員がうなだれる。納得したわけではないのだろう。その証拠にこう呟つぶやく声が聞こえた。こんなことになるなら、もっと早くモットーを捨てるべきだった、と。

　そうしていれば、確かに第１転生課は存続できるのかもしれない。だが、モットーを捨てて存続することを選んだ第１転生課は、果たして本当に『第１転生課』と言えるのか？　それは、ウィルゴによって第１転生課を潰されるのと同じことなのではないか？

　フィリアは何も言い返さなかった。そのことが志し郎ろうに、決して小さくない違和感を覚えさせた。

　最後の最後まで諦めない。その言葉どおり、それからも志郎やフィリアたちは、死者との面談を精力的にこなし、いまだに転生許可証を発行してくれない創造主たちの元へ赴き、翻ほん意いを促した。何度断られても、決して諦めることなく。

　そして、ここでさらなる追い打ちがあった。追い打ちというかウィルゴの駄目押しだ。

　シャッテンを引き連れ、第１転生課にやってくると、周囲の死者を一いち瞥べつし、言ったのだ。

「第１転生課は悔いのない転生ライフをコーディネートするというのを口実に、必要のない面談を繰り返し、死の恐怖を、生前の苦しみを、いたずらに引き延ばしているのですわ！　え？　違う？　そんなことはない？　ならば、ここ最近、第１転生課から、誰か転生したんですの？　誰もしていないではありませんの」

　自分たちが邪魔をしておいて、よく言う。

「つまり、第１転生課は死者を転生させるつもりがなく、ただ死者を苦しめるためだけに存在しているのですわ！　その点、第２転生課は素晴らしいですわ。面談は最初の一回のみ。転生形式フオーマツトによって、あっという間に転生することができ、生前の苦しみから解放されるんですの。みなさま、第２転生課で転生なさってはいかがですの？」

　ウィルゴが邪魔しているとはいえ、ここ最近は面談ばかりで、誰も転生できていないことは事実であり、死者たちの間に不満みたいなものがくすぶっていたことに志郎は気づいていた。だが、どうすることもできなかった。

　そんな時にこれだ。死者たちは雪な崩だれ込こむように第２転生課に殺到した。

　こんな姑こ息そくな作戦をウィルゴがわざわざ第１転生課にやってきてまでやる必要など、どこにもないはずだ。第２転生課の職員を使って死者たちの間に噂うわさを流させれば、それで済む話だからだ。

　それなのにあえて実行したのは、自分の手で第１転生課を苦境に追い込み、自分の目でフィリアが苦しむ様を見たかったからに違いない。どこまで性根が腐っているのか。

　ウィルゴがシャッテンを連れて高笑いとともに立ち去り、残ったのはわずかばかりの死者。

　いよいよ本気の諦めムードが第１転生課を支配した。

　それでも、そんなふうになっても、フィリアだけは違うと思っていた。彼女だけは最後の最後まで決して諦めずに、がんばり続けるものだと思っていた。いや、信じていたのだ。

　だが、違ったのだ。

「……がんばってくれてありがとう、志し郎ろうくん。志郎くんの気持ち、わたし、すごくうれしかった」

「………………」

「志郎くん？　どうし──」

「……何だよ、それ」

「え？」

「どうしてそんなもう終わってしまったみたいな言い方をするんだよ……」

　うれしかったと、過去形で。時間はあるのに。期限は今日いっぱい。その今日はまだ終わっていないのに。

「!!」

　志郎の指摘に、フィリアの顔はこわばった。自分でも気づいていなかったのだ。

　つまり、無意識の言葉。だからこそ、重い。

　フィリアを見れば、彼女は顔を逸らした。

　どうして逸らすのか。志郎は自分が苛いら立だっていることに気づかないまま言葉を紡ぐ。

「諦めているのか？　できないと、そう思っているのか？」

「………………」

「どうして……どうして何も言わないんだよ!?　フィリア……!!」

　みんなの視線が集まるが、そんなのはどうでもいい。

　フィリア。何か言ってくれ。今までみたいにがんばろうでいい。その一言でいいのだ。

　だが、彼女は何も言わなかった。口を開こうとはしなかった。

「……ああ、そうかよ！　くそっ」

　その時になって志郎はようやく自分が彼女に対して苛立っていることに気がついた。

　気がついてしまったから──この場にいたくないと、志し郎ろうは立ち去った。
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　遠ざかる志郎の背中を目で追いながら、フィリアはようやく口を開いた。

　だが、何を言えばいいのか、わからなかった。

「……………………ううん、違うわね」

　今、フィリアの中にあるのは、先ほど志郎に指摘されたことを取り繕う言葉ばかり。それはすなわち、志郎の言葉が事実だと認めるようなもの。

　だから、何も言えなかった。言ってしまったら──認めてしまったら、何もかもが終わってしまうような気がしたから。

　そうしている間に、志郎の姿は見えなくなってしまった。

　フィリアがその場に立ち尽くしていると、冷ややかな声がした。

「……なんか、思ってたのと違った」

　振り返れば、そこには茉ま琴ことが立っていた。声と同じ温度のとても冷たい目で、こちらを見てくる。

「こんな途中で諦めるなんて思っていなかった。がっかりね」

　そして、志郎を追いかけるために駆け出した。

　志郎を追うなら待って欲しいと、レンがその後に続いた。

「フィリるんはいいのか、ウメっちを追いかけなくて？」

　セルセラが聞いてくる。

「わ、わたしは、その……」

　本当のことを言えば追いかけたい。だが、追いかけて、何を言えばいいのか、わからないから、追いかけられない。

「フィリるん？」

　その時になって、ようやくフィリアはみんなが自分に注目していることに気がついた。

「……ご、ごめんなさい。わたし、少し席を外すわ」

　そう言って逃げるようにその場をあとにする。いや、逃げるようにではなく、逃げたのだ。

　最後の最後まで諦めないつもりだった。だが、実際はどうだ？

　自分で自分にがっかりする。心底、見下げ果てたと言っても決して言いすぎではない。志郎が怒るのも当然だ。

　志郎に会いたかった。会って謝りたかった。

　だが、さっき、茉琴やレンのように追いかけられなかった自分に、その資格はない。

　何より、もう志し郎ろうには、呆あきれられ、愛想を尽かされただろう。

　終わってしまったのだ。もう、何もかも。すべてが。

　約束の期限は──今日いっぱい。

　達成しなければいけないノルマ──残り約一万人。
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　志郎がやってきたのは、尖せん塔とうの天てつ辺ぺんみたいな場所だった。ある時は楽隠居のみつえちゃん、またある時はフィスィと名乗る美女と再会した場所でもある。

「ここに来たかったわけじゃないんだけどな……」

　気がついたらここに来ていたのだ。ここに来る時はいつだってそんな感じだった。

　どうせならフィスィと話がしたいと思ったのだが、見当たらなかった。

「元々会うつもりはなかったけど、会えないとなると妙に寂しいもんだな……」

　呟つぶやいていると、足音が聞こえた。

　振り返る。そこにいたのは、レンを胸に抱えた茉ま琴ことだった。

「二人とも、どうしてここに？」

「さあ？」

「何だよ、それ」

「気がついたらここに来てたんだから仕方ないじゃない。で？」

「ん？」

「そういう志郎はどうしてこんなところにいるのよ、って聞いてるの」

「それを『で？』の一言で理解しろっていうのは難しすぎるだろ!?」

「まあ、そういう考え方もあるかもね」

「そういう考え方しかない！　──で、こんなところに来たのは偶然だとして、面談を放り出してきた理由は？」

「別に他意はないわよ。……あ、もしかして、自分を追いかけてきてくれたんじゃないかって思ったりしたんじゃないでしょうね？　志郎ってば自意識過剰ね」

　意地の悪い、にんまりとした笑みを浮かべる茉琴だったが、ここで思わぬ伏兵の攻撃を受けて慌てふためくことになる。

「何言ってるの？　レンもマコトもシローを追いかけてきたの。マコトは素直じゃないの」

　レンが志郎の頭の上に飛び移ってきながら、そう言ったのだ。

　茉琴の顔が真っ赤に染まる。

「わ、忘れなさい！　いいわね!?」

　あまりの剣幕に思わず「あ、はい」となったが、真っ赤になった茉ま琴ことはとてもかわいらしく、忘れることなどできるはずがなかった。志し郎ろうの胸がドキドキと高鳴る。

「で、フィリアのことなんだけど！　あたし、もっと根性があると思ってた」

　強引に話題転換を図ってきた。

　二人は何かにつけて火花を散らしていて、傍はた目めには仲がいいようには見えなかったが、それでも通じる何かがあったのかもしれない。レンの言葉ではないが、茉琴は本当に素直ではないようだ。

「ちょっと。何で笑ってるのよ？」

「別に、何でもないぞ？」

「そんな顔で言われても説得力がないんだけど……」

　睨にらまれるものの、今の茉琴はまったく怖くない。それどころか『いい奴』としか思えない。

「まあ、なんだ。フィリアはがんばってるよ。ただ、絶望的な状況を前にして──」

　言いながら、志郎は気づいた。

「絶望的な状況を前に、少しだけ心が弱気になってしまっただけなんだ」

　そうだ。なのに、そんな彼女に対して志郎は何をした？　あんな追い詰めるような真似をして……。

「ここに来て、その少しがけっこう重要な問題のような気がするのは、あたしだけ？」

「そ、それは……そう言えないこともなくはないような気がしないでもないというか」

「もう、回りくどいわね。かばいたいなら、かばえばいいのに。素直じゃないわね」

「そういうシローもかっこいいの！」

「え、そう？」

「そうなの！」

　どうやら茉琴はレンの価値観がよくわからないようだ。だが、それは当然だし、仕方ないだろう。なぜならレンは天使だから（スライムです）。

「まあいいけど。で、志郎。これからどうするのよ。第１転生課のこと、諦めるつもり？」

「は？　何言っているんだよ。諦めるわけがないだろ」

「今日一日しか──ううん、もうあと、十数時間しかないのに？」

「当然だろ？」

「そうよね。うん。志郎ならそう言うと思ってた」

　なぜかうれしそうに言う茉琴だった。

「さて、現状を確認するぞ」

　志郎の言葉に、茉琴とレンが頷うなずく。

　約束の期限まで、残りあと十数時間。転生許可証を発行してくれる創造主は増えてきたが、まだ一部。このままでは絶対にノルマ達成はできない。

「……八方塞がりね」

「こうなったら、最後の手段を執とるしかないな」

「最後の手段……ああ、あれね？」

「あれなの！」

「そうだ、あれだ！」

　志郎たちの声が重なる。

「「「最後の最後まで諦めない！」」」

　こんな状況なのに。追い詰められているのに。三人は笑った。

「面談して、悔いのない転生ライフをコーディネートし続けるぞ！」

　志郎たちは大きく深呼吸をして、この場から立ち去ろうとした。そんな時だった。

「本当にそれで何とかなると思っているのかしら？」

「誰!?」

　驚いた茉ま琴ことが周囲を見回す。声をかけてきた人物に、志し郎ろうは心当たりがあった。

「フィスィ、だよな」

　柱の陰から姿を現したのは、志郎が口にしたとおりフィスィだった。

「いったいいつの間に……？」

「あら、そんなの簡単よ。私はほら、楽隠居のみつえちゃんだから」

「まったく説明になっていない!?」

　だが、フィスィにはそれ以上説明する気はないようで、笑ってはぐらかされた。

「話は聞かせてもらったわ。最後まで諦めないでがんばる。それで何とかなると、本気で思っているのかしら？」

「当たり前だろ。最後の最後までがんばれば報われるんだよ」

　いや、それは志郎の願望だ。現実は厳しく、がんばっても報われないことが多い。むしろ、ほとんどが報われないといったほうがいいだろう。第１転生課で働くようになって、志郎はそれを実感した。

　がんばって、がんばって、がんばり続けても、ほとんどが報われない。茉琴がそうだ。あれだけがんばったのに、彼女は生きている間、声優として活躍できなかった。

　だからこそ志郎は思うのだ。報われて欲しいと。そうでなければ間違っていると。

「それじゃあ、俺たちは行くから」

　戻って、まずはフィリアに謝ろう。それから面談をするのだ。絶対に何とかなると信じて。精神論？　いいではないか。大いにけっこう！

　出口をくぐろうとしたところで、フィスィに呼び止められた。

「私、がんばっている子って好きなのよ。だから」

　フィスィが艶えん然ぜんと笑う。だから何なのか。今は一分一秒が惜しいというのに。

「あなたたち、正職員にならないかしら？」
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　どこかに行っていたフィリアが第１転生課に戻ってきた時、そこにいた志し郎ろうを見て、驚いたような、何か言いたそうな顔をした。

　なぜそんな顔を？　気にはなったが、それよりも優先すべきことが志郎にはあった。

「フィリア、ごめん」

　まずすべきことは謝ることだった。

「さっきはつい感情的になって……フィリアもがんばっているのに。本当に悪かった」

　フィリアが不機嫌そうな顔になっていく。もしかして許してもらえないのか。それほどまでに彼女は志郎に対して怒りを抱いているということなのか。

「……わ、わたしのほうが先に謝りたかったのにっ」

「え？」

「志郎くんだけが悪いわけじゃないわ！　わた、わたしも悪かったの……！」

「いや、フィリアは悪くない。悪いのは俺で──」

「そんなことない！　わたしも悪いの！」

「いやいや、悪いのは俺だ！」

「ううん、わたしよ！」

「……ねえ、いちゃいちゃするのやめてくれない？」

　茉ま琴ことから氷点下のツッコミが入った。

「「なっ!?」」

　志郎とフィリアの声が重なる。

「べ、別にそんなことしてないし！」

「そ、そうよ！」

　志郎とフィリアはお互いに見つめ合い、「な、なあ？」「え、ええ」みたいなことをやって、その顔を赤くした。

　茉琴が「だからそれをやめろって言ってるんだけど」と不機嫌になった。本当にそんなつもりはないのだが。

「ごほん。フィリア、聞いてくれ。大事な話があるんだ」

　志郎が告げると、フィリアの表情が真剣なものになる。

「これらの書類に、転生承認の判子を押して欲しいんだ」

「承認……え、こんなに？」

　フィリアが驚くのも無理はない。志し郎ろうが差し出した書類の束はかなり分厚かったのだ。

「こんなにたくさんの人が転生したいっていう、そんな世界が見つかったの？」

「見つかったというか、気づいていなかったというか。すぐ近くにあったんだ」

　わからないのか、フィリアが首を傾かしげる。

「ここだよ」

「え？」

「フィリアのいる、この世界だ」

「あ……」

　フィリアの驚いたような顔を見て、志郎は思った。この話を聞かされた時、自分もきっと、同じような顔をしていたに違いないと。

「前例はあるって聞いてるから、何も問題はないはずだ」

「誰に聞いたの？」

　言おうとした時、彼女は現れた。

「私よ」

　フィスィだ。

「ああ、やっぱり……フィスィ様だったんですね」

「フィスィ……様？」

　フィスィに恭うやうやしい態度を取ったフィリアが、志郎に言った。

「志郎くん。この人はね、この世界の神様なの」

「へぇ、そうなのか──って、神様!?　今、神様って言ったか!?」

「ええ」

　信じられなかった。だが、フィリアの言葉に噓うそは感じられない。というより、今、この場で噓をつく理由が思い浮かばない。

　ということは、本当にフィスィはこの世界の神なのだ。

「ふふふ。驚いた？」

「いや、全然？　最初から気づいてたし」

「噓でしょ」「噓なの」「噓ね」「噓は駄目だぜ」

　フィリア、レン、茉ま琴こと、セルセラに突っ込まれた。

「そ、そんなことより、フィリア。ほら、判子を押してくれ」

「それはいいんだけど……でも、誰がこの世界に転生するの？」

　フィリアが視線を落とし、一番上の書類を見て、パッと目を上げる。

「これはどういうこと!?　志郎くん！」

　彼女が驚くのも無理はない。そこに書かれているのは、志郎の名前だった。

　いや、志し郎ろうだけではない。レンと、他に、臨時職員として採用されている人たちのものもある。その数、およそ一万人分。

「もしかして、第１転生課を存続させるため、犠牲になるつもりなの!?　だとしたら、絶対に判子は押さないわ！　そんなふざけた理由で転生するなんて、わたしは断じて認めないから！」

「違うよ、フィリア」

「噓うそ！　だって志郎くん、ラノベみたいな異世界転生をしたいって言ってたじゃない！」

「あー、うん。確かに言ってたな」

「でしょ!?　だったら──」

「全部、フィリアが悪いから」

「えっ!?」

　フィリアが驚いたような、戸惑ったような顔をする。

「わたしが……悪いの？」

「俺、フィリアに教えてもらって、臨時職員として働いていてさ、がんばってきた人が報われる、そんな転生ライフをサポートしたいって本気で思うようになったんだ。だから、臨時職員じゃなくて、正職員として、みんなの転生に携わりたい。がんばってきた人が、ちゃんと報われる転生ライフをコーディネートしたいんだよ」

　驚き、戸惑っていたフィリアの顔が、歓喜と羞しゆう恥ちの間を行ったり来たりする。

　他の臨時職員たちがこの世界に転生すると言い出したのも、志郎と似たような気持ちからだった。

　無理強いはしていないので、当然、全員というわけではない。実際、茉ま琴こともセルセラも入っていない。だが、それでも、これでノルマは達成できる計算だ。

「それにさ、フィリア。この世界に転生して、誰かの転生に携わるっていうのも、それはそれで、ラノベみたいな異世界転生だと俺は思うんだよな」

「それは……確かにそうかもしれないわね」

　フィリアがくすっと笑ったが、すぐに真面目な顔になる。

「……本当にいいの？　志郎くん」

「もちろん」

「後悔しないと誓える？」

「ああ、誓えるよ」

　フィリアの真っ直ぐな眼まな差ざしを、決して逸らさず、見つめ返す。

　どれだけ見つめ合っていただろう。長いような気もするが、実際はそれほどでもないはずだ。

「……わかったわ」

　フィリアが書類に判子を押した。約一万人という人数が転生するため、時間がかかった。書類ひとつひとつ、不備がないか、チェックしながらだからだ。

　丁寧に仕事をするフィリアを、志し郎ろうはすぐそばで見守り続けた。そんな彼女をかっこいいとすら思った。

　一〇時間かかって、ようやく書類のすべてに判子が押された。その間、フィスィは立ち去り、セルセラとレンは遊び疲れてともに眠りこけ、茉ま琴ことは何やら物思いにふけっていたかと思えば、ふらりと姿を消して、しばらくしてから戻ってきた。

　志郎を含め、転生同意書にサインした臨時職員たちが転生準備室へと向かい、この世界へと転生する。

　これまで、他の死者の転生を目まの当たりにしてきたが、いよいよ自分が転生することになると緊張した。

　ついさっき、フィリアと交わした言葉に噓うそはない。この転生に後悔はない。

　ゆっくりとまぶたを閉じて──開いた時、志郎はこの世界へと転生した。耳がフィリアと同じように尖とがっている。精霊になったのだ。

　これでノルマは達成された──そのはずだった。
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　転生数をカウントしていた職員が叫んだ。一人足りない！　と。

「どうして!?」

　フィリアの顔が青くなる。

「い、いやいや、おかしいって！　計算だと、これでノルマが達成できるはずなんだよ！　そうだよな、セルセラ先輩！」

　最後の計算は、セルセラが任せて欲しいと言ったので任せたのだ。そのセルセラが自信を持って断言した。

「あたいの計算にミスはねー！」

「わかってる。俺は先輩を信用してるからな」

　だが、現実問題として、ノルマは達成されていない。ノルマが達成できなければ、第１転生課は取り潰されることになる。ウィルゴによって。

　それを避けるために、今日まで必死にがんばってきたのだ。

「どうすればいいんだ……」

　誰かが呟つぶやいた。

「そんなの決まってるだろ！　意地でもノルマを達成するんだよ！」

　つまり、あと一人、誰かを転生させればいいのだ。

　だが、できるのか？　ノルマを達成しなければいけない期限まであと一時間もない。

　今から面談をして、転生体験に付き添って、納得のいく、悔いのない転生ライフをコーディネートする？　無理だ。できるわけがない。誰もがそう絶望した。

「諦めるなよ！　諦めたらそこで終わりだろ!?　だから──！」

　志し郎ろうは声を張り上げる。第１転生課を支配する重苦しい雰囲気を払拭するように。

　肩を叩たたかれた。透きとおった笑みを浮かべたフィリアにだ。

「……ありがとう。志郎くんはすごくがんばってくれたわ。本当に感謝しているわ」

「フィリア！」

　だが、そこから先、言葉が続かない。志郎自身、さすがにもう限界であることを悟っているのだ。そんなことなど理解したくないのに。

　結局、重苦しい空気は払拭できず、第１転生課を絶望が支配していく。

　そんな時だった。耳障りな声が聞こえてきた。

「ごきげんよう」

　ウィルゴだ。その顔は悲しみに彩られていた。

「がむしゃらにがんばっていると風の噂うわさで聞きましたわ。なので、きっとノルマを達成してしまったのでしょうね。とても悔しいですが、仕方ありませんわね」

　なんだそれは。こいつは何を言っているのだ？

　ウィルゴが第１転生課をぐるりと見回し、何かに気づいたみたいな顔をした。

「どうしてこんな暗い雰囲気なんですの？　まるでノルマが達成できなかったみたいな……え!?　まさか……もしかして……達成できなかったんですの!?　あれだけ必死になっていたのに!?　地べたを這はいずり回る虫けらのごとくもがいていたのに!?　それなのに……本当に達成できなかったというんですの!?」

　大げさに驚いてみせたウィルゴの顔に滲にじむ歓喜を、志郎は見逃さなかった。

　そう、ウィルゴは、第１転生課がノルマを達成できないことを正確に把握した上で、あえてあんなふうな言い方をしてきたのだ。

「お前……お前が邪魔をしたからだろ！」

「素直に負けを認めるどころか、相手が不正を働いたと、ありもしないことを言い出すなんて。……まともに勝負をしようと考えていた私わたくしが馬鹿みたいですわ！」

　裏で手を回して死者を転生させないようにしていたくせに。まともに勝負をしようと考えていた？　どの口がそれを言うのか。

　腹が立った。殴りたかった。ぶっ飛ばしてやりたかった。

「フィリア、あなたはこの私に負けたのですわ！　なので、第１転生課のやり方を変えていただきます！　ですが、どうしても嫌だと言うなら……」

「言うなら？」

「這はいつくばって、額を地面にこすりつけて、私の足を舐なめたら……考え直して差し上げないこともないですわ！」

　ここまで醜悪な顔で笑う者を、志し郎ろうは知らない。

「ふざけるな！　そんなことできるわけないだろ!?　だいたい、お前が約束を守るはずがないんだ！」

「黙りなさい！　あなたには言っていませんわ！　フィリア、さあ、早くしなさい！　第１転生課のやり方を変えたくないのでしょう!?」

「フィリア、やる必要なんかないぞ！」

　みんながフィリアを見た。

　フィリアは俯うつむき、震えていて──ゆっくりと膝が折れていく。

　やめてくれ……！　志郎が叫ぼうとしたまさにその時だった。

「盛り上がってるところ悪いんだけど、まだ約束の時間まであるのよね」

　茉ま琴ことだった。確かに時間はある。

「で、ノルマ達成に必要なのはあと一人。つまり、あたしがこの世界に転生すれば──ノルマは達成される」

「ちょ、あなたは何を言ってますの!?」

「あんたは黙れ」

　叫ぶウィルゴを、茉琴が睨にらみつける。

「茉琴、駄目だ」

「あたしには報われて欲しい？　もっと素晴らしい転生ライフだって選ぶことができる？」

「ああ、そうだ」

「なら、そっくりそのまま返す。志郎だって、それなりに転生ポイントが貯まってきていたはずでしょ」

　茉琴の言うとおりだった。ノルマを達成するため、がむしゃらにがんばっていた結果、夢想していたラノベみたいな異世界転生をするまではいかなかったが、そこそこマシな異世界転生ができる程度には貯まっていたのだ。

「でも、どう？　この世界に転生したじゃない」

「それはさっきも言っただろ。この世界で、誰かの転生に携わるのも悪くないと思うようになったからだって」

「なら、あたしもそうだって思わないの？」

「え？」

「あたしの生き方──あたしの転生は、自分で決める。誰にも決めさせない。だって、あたしの人生の主人公は、あたしなんだから」

　そうやって言い切る茉ま琴ことは清すが々すがしい顔で、志し郎ろうは言おうとしていた言葉を、すべて吞のみ込こむことしかできなかった。

「そう、だな。そのとおりだ」

「そういうわけだから。はい、これ」

　茉琴がフィリアに転生同意書と転生許可証を差し出す。フィリアはそれらを受け取って、

「……これを用意していたということは、最初からこの世界に転生するつもりだったんでしょ。……志郎くんが転生する、この世界に」

「あんたが何を言いたいのかあたしにはよくわからない。ていうか、いいから、さっさと判子を押しなさいよ。後悔はしないし、そう誓えるから」

　フィリアが承認の判子を押そうとする。ウィルゴがなりふり構わず、それを邪魔しようとした。

　だが、志郎が足を引っかけ、転ばせる。

「おっと。地面に這はいつくばったのはお前のほうだったな？」

　転んだ時、ひぎっ!!　と変なうめき声を発したウィルゴにそう言うと睨にらまれたが、こんな奴はどうでもいいと切り捨てる。

　そうしている間に、フィリアによって承認の判子が押され、茉琴はこの世界に転生した。

　みんなが顔を見合わせ、転生数をカウントしていた職員を凝視する。

　職員が頷うなずいた。満面の笑みで。

　つまり、今度こそ、本当にノルマを達成したのだ！

　ものすごい形相でフィリアたちを睨みつけていたウィルゴが、盛大な舌打ちを残して立ち去った。

　その瞬間、あちこちから快かい哉さいを叫ぶ声が上がり、第１転生課は大歓声に包まれた。

　今回の、ある意味、立て役者となった志郎と、最後においしいところを持っていった茉琴は、みんなにもみくちゃにされ、さんざんだった。

　だが、それは、とても気持ちのいいものだった。
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　第２転生課。その課長室にて、悔しがるウィルゴがいた。絶対に達成できないはずのノルマを、フィリアが達成してしまったからだ。

「どうしてですの!?　どうしてですの!?　どうしてですの!?」

　ノルマを達成した日から一日経っているのに、怒りがまったく収まらない。

「落ち着いてください、ウィルゴ様」

　激しく爪を嚙かみまくるウィルゴに、繰り返し落ち着くようにシャッテンが進言する。

　普段のウィルゴなら、素直に聞き入れただろう。だが、今は駄目だった。

「そうですわ。きっと何か卑ひ怯きような手段を使ったに違いありませんわ！　たとえば──そう、転生数の水増しですわ！　フィリア、最低ですわ！」

　この場に志し郎ろうがいたら「お前じゃないんだから、あり得ない！」とツッコミを入れていただろう。

　シャッテンはとにかく落ち着くように告げてから部屋を退出する。

　それから、ある場所に向かった。ある人物と落ち合う段取りをつけていたのだ。

　その人物は、すでにそこで待っていた。

「ずいぶん遅かったじゃねーか。まさかあたいのことを忘れてたんじゃねーだろな？」

「もちろん、忘れてなどいませんよ。あなたは貴重な戦力──僕のスパイですからね」

「ならいいけどよ。これからもどうせ、第１転生課に嫌がらせするんだろ？」

「嫌がらせですか？　僕、そんなことお願いしましたか？」

「とぼけてんじゃねーよ。あたいに言ったじゃねーか。面談をしつつも絶対に転生させるなって」

「ああ、そんなことも言いましたねぇ」

「万が一、ノルマが達成できそうな時には、ちょっとしたイタズラをしろ、とも言ってたよな」

「そのかいあって、ギリギリのスリルを楽しんでいただけたんじゃないですかね」

「ま、どーでもいいけどな。あたいはただ、約束さえ守ってもらえれば」

「わかっていますよ。あなたの望む転生ライフ──そのサポートですよね。しかし、さすがですね。あれだけ親しくしている仲間を平気で裏切ることができるのですから。あなたの経歴は伊だ達てではない」

　その瞬間、彼女から濃密な殺気があふれ出て、シャッテンに叩たたきつけられた。

「……あんたには関係ねーことだ」

「………………」

「あたいに動いて欲しい時には連絡をくれ。それじゃーな」

　獣耳けもみみをはやした彼女は、姿を消した。

「ああ、怖かった」

　そう言いながらも、シャッテンは冷や汗ひとつかいていなかった。

「さて、これからどうなるのでしょうね？」





●






　第１転生課では新しく職員になった者を前に、フィリアが第１転生課のモットーを改めて語っていた。

　久しぶりに修羅場モードではない、髪を下ろしたフィリアのその雄姿を、志し郎ろうも見ていたかったのだが、それは難しい話だった。なぜなら──。

「レン！　いい加減離れないと駄目だって！」

「いやなの！　レンはシローにこうしていたいの！」
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　この世界に転生したレンは超絶美少女となっていて、志郎に抱きついていたからだ。フィリアの話に集中するどころではない。レンの胸とか、胸とか、胸とか、あと甘い匂いに、気を取られる。

　それだけならまだしも、

「……志し郎ろう、ちょっと歯を食いしばって？」

　なぜか茉ま琴ことが不機嫌になって、拳を握りしめて不穏当な発言をするではないか。

「茉琴さん。わたしが許可するから、全力でやっちゃっていいわ」

　モットーを語っていたはずのフィリアまで、なぜか参加してきて、そんなことを言い出した。

「おーおー、ウメっちってばモテモテだな！」

「セルセラ先輩、今までどこに？」

「あ？　そんなの乙女の秘密に決まってんだろ？」

　ばちんっ！　とウィンクする。眼帯をしている彼女がそうすると、結果的に両眼を塞ぐことになり、

「うおっ、前が見えねー!?」

「セルセラ先輩はあれかな。馬鹿なのかな？」

「よし、あたいも力を貸すから、ウメっちを全力でぶちのめそーぜ？　ちょっとやそっとやりすぎたって大丈夫だ。ウメっちなら何度でも転生できるってあたいは信じてるから！」

　何を言っているのか。そんな信頼はいらない。

「ここは逃げるしかない！」

　というわけで、志郎が逃げた先は──尖せん塔とうの天てつ辺ぺん。

　もちろん、ここに来るつもりはまったくなかった。気がついたらここに来ていたのだ。

「あら、私に会いに来てくれたのかしら？」

「いや、違うけど」

「素直じゃないわね？」

　フィスィが笑う。

「ああ、そうだ。礼を言わないと。あの時、ここに転生できるって教えてくれて、ありがとう」

「いいのよ、別に。ただ今回は裏技というか、力業でノルマを達成したわけだけど、フィリアちゃんの方法では多くの死者を転生させることができないのは確実なのよ。それにあの子が──ウィルゴちゃんがまた何か仕掛けてくるのは間違いないわね」

　どうするつもり？　と聞きつつも、フィスィは笑っていた。志郎がどう答えるか、知っているかのようだった。

　実際、見抜かれているのだろう。だが、かまわない。志郎も笑って言った。

「これまでどおり、がんばるだけだ」

　どんな困難が待ち受けていようと、絶対、諦めずに。

　転生した、この異世界で。





おしまい







あとがき




　この度は『トラックに轢ひかれたのに異世界転生できないと言われたから、美少女と働くことにした。』をご購入いただきまして、誠にありがとうございます。

　それにしても長いタイトルだと思いませんか？

　私はそう思いますし、ここだけの話ですが、担当編集さんも同意見らしいです。

　また、その他関係各所からも「長いよ！」というお言葉をいただいているので、やはりこれは長いタイトルなのだと言い切ってもいいのかもしれません。

　ですが、これは仕方がないことなのです。

　だって、短いながらも作品を的確に表すことのできるキャッチーでポップなタイトルが思いつかなかったんだもの……!!

　なので、長いと思った方は、適当に略していただけると幸いです。

『トラック異世界』とか、『トラック転生』とか、『トラック美少女』とか。

　あるいは『トラックと働く』とするともはや別作品になって、何それどんなラノベちょっと読んでみたいという感じです。




　さて、本作のアイデア自体は割とすんなりと出てきて、企画、プロット段階まではそれなりに早く進んだのですが、そこからいざ本文執筆！　となった段階で、いろいろありまして。気がつけば「あれ、去年、新刊出してなくない……？」みたいな事態になってしまいました。

　けれど、その分、こうして形になった本作は、自信を持ってお勧めできる、かなり面白いものに仕上がりました！

　なので、ぜひ！

　こんな面白い本があるんだけどと、友人知人は元より、ご家族、ご親戚の皆さまにもお薦めくださいますと、続刊が出たりするかもしれません……！

　なにとぞよろしくお願いいたします！




　最後に謝辞を。

　担当編集の藤巻様。原稿を仕上げるまで辛抱強くお付き合いくださり、ありがとうございました！　次はこれほどお待たせすることなく原稿をお届けします！　大丈夫です、私はやればできる子！　明日からがんばります！

　イラストのこもわた遙はる華か先生。以前ゲームでお仕事をご一緒させていただいた時よりずっと抱いていた、いつか私の作品のイラストを描いていただきたいという夢を今回こうして叶えていただいた上、本編にマッチしたとてもかわいらしい、素敵なイラストを仕上げていただき、本当にありがとうございました！

　また、それ以外の本作に関わってくださった関係各位のご尽力がなければ、本作はこうして形にはなっておりません。深く感謝いたします！

　そして、本作を手に取り、購入してくださった皆さま。この物語が皆さまの心に少しでも響きましたら、作者としてこれ以上しあわせなことはありません。




　どこかでお会いできることを願いつつ。それでは、また。





日ひ富ふ美み信しん吾ご







[image: ]





[image: ]





[image: ]





本作品は、二〇一七年二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







トラックに轢ひかれたのに異い世せ界かい転てん生せいできないと言いわれたから、美び少しよう女じよと働はたらくことにした。
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